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武 道 の 定 義

　武道は、武士道の伝統に由来する日本で体系化された武

技の修錬による心技一如の運動文化で、心技体を一体とし

て鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度

を養う、人間形成の道であり、柔道、剣道、弓道、相撲、

空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道の総称を

言う。

　　平成二十六年二月一日制定

	 日本武道協議会

武 道 の 理 念

　武道は、武士道の伝統に由来する我が国で体系化された

武技の修錬による心技一如の運動文化で、柔道、剣道、弓

道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣

道を修錬して心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳

心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の平和

と繁栄に寄与する人間形成の道である。

　　平成二十年十月十日制定

	 日本武道協議会
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こども武道憲章
　武

ぶ

道
どう

は、日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の武
ぶ

勇
ゆう

を尊
とうと

ぶという精
せい

神
しん

を受
う

けつぎ、長
なが

い歴
れき

史
し

の中
なか

でつちかわれ、

発
はっ

展
てん

してきた伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

です。

　武
ぶ

道
どう

は、礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しさを身
み

につけ、技
わざ

をみがき、心
しん

身
しん

をきたえ、りっぱな人
ひと

になるた

めの修
しゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

です。

　わたしたちは、技
わざ

の稽
けい

古
こ

や試
し

合
あい

の勝
か

ち負
ま

けだけを目
もく

的
てき

にするのではなく、武
ぶ

道
どう

を正
ただ

しく理
り

解
かい

して、このすばらしい日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

を大
たい

切
せつ

にしなくてはなりません。

　これからも武
ぶ

道
どう

を愛
あい

し、修
しゅ

業
ぎょう

を続
つづ

けていくために、わたしたちが心
こころ

がけなくてはな

らないことを「こども武
ぶ

道
どう

憲
けん

章
しょう

」として掲
かか

げ、これを守
まも

ります。

（目
もく

　的
てき

）

第
だい

	一
いち

	条
じょう

　	武
ぶ

道
どう

は、技
わざ

をみがくことによって心
しん

身
しん

をきたえ、強
つよ

くたくましく、勇
ゆう

気
き

と

思
おも

いやりと正
せい

義
ぎ

感
かん

をもった、社
しゃ

会
かい

に役
やく

立
だ

つ人
ひと

になることをめざします。

（稽
けい

　古
こ

）

第
だい

	二
に

	条
じょう

　	稽
けい

古
こ

をするときは、先
せん

生
せい

の教
おし

えや礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、基
き

本
ほん

を大
たい

切
せつ

にし、技
わざ

だけで

はなく、心
こころ

と体
からだ

も共
とも

にきたえるよう、一
いっ

所
しょ

懸
けん

命
めい

にはげみます。

（試
し

　合
あい

）

第
だい

	三
さん

	条
じょう

　	試
し

合
あい

や演
えん

武
ぶ

では、ふだんの稽
けい

古
こ

の力
ちから

を出
だ

しきってがんばり、勝
か

ち負
ま

けや結
けっ

果
か

だけにこだわらず、節
せつ

度
ど

ある真
しん

剣
けん

な態
たい

度
ど

でのぞみます。

（道
どう

　場
じょう

）

第
だい

	四
よん

	条
じょう

　	道
どう

場
じょう

は、技
わざ

をみがき、心
こころ

と体
からだ

をきたえる場
ば

所
しょ

として、規
き

則
そく

や礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、清
せい

潔
けつ

と安
あん

全
ぜん

を心
こころ

がけます。

（仲
なか

　間
ま

）

第
だい

	五
ご

	条
じょう

　	道
どう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

を大
たい

切
せつ

にして、お互
たが

いに協
きょう

力
りょく

し、はげましあいながら、楽
たの

しく

稽
けい

古
こ

し、さらに多
おお

くの仲
なか

間
ま

をつくります。

　　平成十六年九月十六日制定

日本武道協議会

ぶ どう けん しょう
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　わが国武道界が大同団結して結成した日本武道協議会は、令和４年５月に設立 45 周年を迎えまし

た。この祝賀を記念して企画された少年少女武道の活性化を目的とした指導書・映像集が、この度

刊行の運びとなりました。

　日本人の精神文化の柱は武士道であり、この武士道を現代に最もよく引き継いでいるのが武道で

あります。本協議会に加盟する９つの武道はそれぞれ独自の技法体系を有していますが、その根底

には「礼に始まり礼に終わる」、「武技の修錬を通じて心と身体を鍛える」、また「人が生きるべき道

を求める」といった共通点があります。この人間形成の道である武道を通じて青少年の健全育成に

貢献しようと、長年にわたって武道関係者が努力した結果、平成 24 年度から中学校武道必修化が実

現いたしました。全国の中学生が武道を経験することで心と身体を鍛えるとともに、日本の伝統で

ある「礼」と「道の文化」としての武道を通じて自分を高めていくことは、多感な成長期にあって

大いに意義のあることです。令和の時代は、武道必修化によってできた「仏」に「魂」を入れる時

代であると思っています。

　一方、わが国では少子・高齢化、地方の過疎化など、社会や子どもたちを取り巻く環境が昔と比

べて大きく変化しています。特に、少子化に伴う少年少女武道人口の減少は、武道界にとって喫緊

の課題です。

　そこで、日本武道協議会では、「勝ち負け」ではなく「青少年の健全育成」に主眼をおいた教育的

な本指導書・映像集を刊行した次第であります。町道場やスポーツ少年団、学校現場で少年少女の

指導に携わっている皆様方に本書が活用され、安全で楽しく充実した武道指導により少年少女武道

が活性化する一助となるとともに、武道を通じて日本の少年少女が立派に育っていかれますことを

心から祈念し、刊行の挨拶といたします。

　終わりに、本書の刊行にご協力、ご尽力いただいた執筆者及び関係各団体、実行委員、刊行プロジェ

クト各位に深甚なる謝意を表し、結びといたします。

　　令和６年 12 月吉日

刊行の辞

（公財）日本武道館
日本武道協議会

会長　高 村 正 彦
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　日本武道協議会が設立 45 周年を迎えられましたことを、心からお慶びを申し上げますとともに、

記念事業として「少年少女武道指導書」を作成されましたことに、心から敬意を表するものであり

ます。

　先の 40 周年記念時には「中学校武道必修化指導書（剣道）」を刊行していただきました。武道の

持つ文化的価値を教育に資するための指導書として、中学校体育の武道領域の剣道授業に活用され

ております。また、指導内容を普及させるために、中学校現場の先生および授業協力者などを対象

として、「全国剣道指導者研修会」を日本武道館、全日本剣道連盟、全日本学校剣道連盟の共催で実

施し、普及を図っています。

　この度、45 周年記念事業で刊行する「少年少女武道指導書（剣道）」の内容は、多岐にわたる層（学

校、町道場、市町村剣道連盟、少年剣道教室、中学校部活動の地域クラブ他）の指導者へ向けての

教育的な必読指導書であります。また、現在、日本武道協議会は、小学校高学年への体育授業に武

道必修化を文部科学省に要望しています。このための布石として小学校武道（剣道）授業のカリキュ

ラム案を一例として示させていただきました。

　さらに指導内容の一助として動画を視聴できるようＱＲコードを取り入れ指導に役立つようにい

たしました。

　教育基本法には、教育の目的は人格の完成を目指すとあります。まさに、剣道の目的は人間形成

であり、修錬を通して心身ともに健康で好ましい社会的態度を養い、国家社会を愛し広く人類の平

和繁栄に貢献することであります。

　これからの時代を担う少年少女の皆さんが、武道（剣道）を愛し実践して、清く（清純、明朗）・

正しく（公正、廉直）・逞しく（不撓、勇断）、立派に成長するよう本書を活用され、安全で効果的

な剣道の指導が展開されますことを祈念いたします。

　　令和６年 12 月吉日

ごあいさつ

（公財）全日本剣道連盟 会長　網 代 忠 宏
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本書の使い方

　本書は、学校の授業や部活動の教育現場、また、地域の町道場やクラブチームなど、各武道
の指導現場において、各武道を正しく指導することを目的として刊行しました。併せて、より
理解を深めるための参考情報として、インターネットを通じて広くご活用いただける動画をご
用意しています。
　本書誌面に掲載のＱＲコード※をスマートフォンやタブレットなどで読み取っていただく
と、動画をストリーミング再生によるご視聴、または、ダウンロードしてご利用いただけます。

指導書ＨＰの
先頭ページへ
リンクのＱＲ
コード

ＱＲコードを読み取り専用Webサイトへ
該当する動画が先頭に表示されます。
再生ボタンを押してご視聴ください。
（ダウンロードもできます）

ＱＲコンテンツのご利用にあたって
（ＱＲコードを読み取って表示させた内容のことをＱＲコンテンツと呼びます）

◆…動画など、ＱＲコンテンツは無償でご提供していますが、インターネットの使用で発生する通信料は使用さ
れる方のご負担となります。

◆…ＱＲコンテンツの著作権および著作者人格権は、発行所である日本武道協議会または各コンテンツの権利者
に帰属します。動画の複製、改変、上映、頒布（譲渡・貸与）、翻案、翻訳、インターネットによる配信などは、
著作権法で認められる場合を除き、本協議会または各権利者から事前の承諾を得ることなく行うことはでき
ません。また、本協議会の許可なくＱＲコンテンツへのリンクを貼ることはご遠慮ください。なお、他の動
画サイトへの転載、営利目的での使用、その他目的に反した方法での利用を固く禁止します。

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

少年少女武道指導書

剣道の
先頭ページへ
リンクのＱＲ
コード

3434
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（12）切り返しの受け方
【指導内容】
・相互に中段の構えから、機を見て剣先を右に開
き正面を打たせ、後退・前進しながら連続左右
面を打たせ、打ち終えたらお互いに中段に構え
られるよう間合を十分にとり、直ちに剣先を開
いて正面を打たせる。連続左右面の受け方には
「引き入れる受け方（初心者・初級者の打ち）」
と「打ち落とす受け方（技量の上達した者の打
ち）」がある。

【留意点】
・受け方により掛かる者の技能向上に大きな影響
を与えるので十分に工夫させる。

・連続左右面打ちは「歩み足」で受け、必ず前進・
後退を伴わせる。竹刀を垂直にし、左拳はほぼ
腰の高さ、右拳は胸の高さにして両拳が上がり
過ぎないようにさせる。
・正面を打たせた後の残心を正しく示すようにさ
せる。
・受け方（引き入れる受け方）
・受け方（打ち落とす受け方）

【指導上の留意点】
・初心者・初級者の段階においては、ゆっくりと
大きく正確に、のびのびと行うことが望ましい。

【切り返しの受け方（引き入れる）】 【切り返しの受け方（打ち落とす）】

《引き入れる受け方》 《打ち落とす受け方》
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平成 18（2006）年に教育基本法が改正され、
中学校学習指導要領の改訂により平成 24（2012）
年度から中学校保健体育科授業において武道が男
女共に必修となり９年の実施期間を経て、令和３

（2021）年度からは新しい中学校学習指導要領が
全面実施となった。

公益財団法人全日本剣道連盟は、平成 21
（2009）年には中学校武道の必修化を踏まえた指
導書『剣道授業の展開（DVD）』を刊行し、日本
武道館および全国学校剣道連盟と共催して、剣道
を専門としない中学校保健体育科教員を対象とし

「全国剣道指導者研修会」を全国的に開催して指
導充実・資質向上を図るなど、武道必修化への支
援対策を講じてきた。

そして、平成 25（2013）年度からは文部科学
省委託事業「武道等指導推進事業」に参画し、中
学校剣道授業指導の支援協力する授業協力者の養
成や中学校、教育委員会そして剣道連盟間の支援
体制の構築を図った。さらに、平成 27（2015）
年度からのスポーツ庁委託事業「武道等指導充
実・資質向上支援事業」そして令和４（2022）
年度からは「スポーツ庁委託事業『令和の日本型
学校体育構築支援事業』多様な武道等指導充実及
び支援体制の強化」などに継続して参画し、中学
校剣道授業に指導協力する授業協力者の養成およ
び指導充実・資質向上を図り、剣道連盟組織や中
学校および教育委員会など地域社会との連携を図
る等、支援体制の構築および充実・発展を図って
いる。

さて本指導書は、日本武道協議会設立 45 周年
記念事業の一環である『少年少女武道指導書』の
剣道編として、本連盟が普及委員会学校教育部会
を中心に制作したものである。

この指導書のねらいは、少年少女が剣道を学ぶ
ことを通して、我が国固有の伝統的な考え方や剣
道の良さを理解させ、修錬することにより好まし
い社会的な態度を養うとともに、少年少女の「生
きる力」を育み、立派な社会人へと成長できるよ

う指導するためのものである。そのためには、た
だ単に試合での好成績を追求するのではなく、少
年少女が興味関心を高めるような教育的配慮が必
要になってくる。加えて本連盟の「剣道の理念」
に示されているように、人間形成の道として生涯
剣道へとつながるよう指導することが重要であ
り、このような考えのもとに少年少女の剣道の活
性化を目指している。

剣道は、常に相手の人格を尊重し、互いに打ち
合う攻防の展開の中で有効打突を求めて楽しさを
味わうという特性があり、身体を鍛え、技を錬磨
し、心を養うためのよき協力者である相手に対し
て、心から尊敬の念をもつことが不可欠である。
その思いを端正な姿勢で表す礼儀正しさが、互い
によりよい剣道を築きあげていく上でも重要であ
り、ひいては好ましい社会的態度の育成につなが
ると考える。

さらに、国際化が叫ばれる昨今、他国の文化を
理解するとともに、伝統的な考え方や生き方の学
びを通して日本の文化の良さを理解することが求
められていることから、日本の将来を担う少年少
女たちが、我が国の伝統文化である剣道による教
育で日本人らしく人間的に成長して国際的にも活
躍できる立派な社会人となれるよう期待している
ところである。

本指導書は、剣道を学ぶ少年少女を対象にし
て、町道場などや学校授業・部活動における指導
内容および年間・月間・週間指導計画などの一例、
そして小学校への武道（剣道）教育導入を期待し
つつ、その学習内容や指導方法について試案を提
示したものである。町道場などで指導に携わる剣
道指導者や学校における授業・部活動において指
導にあたる教員や外部指導者、授業協力者、部活
動指導員などの方々に、剣道指導の参考となれば
幸いである。

なお、指導者の立場や指導対象によっては、専
門用語の表現の仕方に若干の違いがあることを申
し添える。

はじめに
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剣道の理念
剣道は剣の理法の修錬による人間形成の道である

剣道修錬の心構え
剣道を正しく真剣に学び
心身を錬磨して旺盛なる気力を養い
剣道の特性を通じて礼節をとうとび
信義を重んじ誠を尽くして
常に自己の修錬に努め
以って国家社会を愛して
広く人類の平和繁栄に
寄与せんとするものである

昭和 50年 3月 20日制定
全日本剣道連盟

剣道指導の心構え
（竹刀の本意）
　剣道の正しい伝承と発展のために、剣の理法に基づく竹刀の扱い方
の指導に努める。
　剣道は、竹刀による「心気力一致」を目指し、自己を創造していく道である。「竹刀という剣」は、
相手に向ける剣であると同時に自分に向けられた剣でもある。この修錬を通じて竹刀と心身の一体
化を図ることを指導の要点とする。

（礼法）
　相手の人格を尊重し、心豊かな人間の育成のために礼法を重んずる
指導に努める。
　剣道は、勝負の場においても「礼節を尊ぶ」ことを重視する。お互いを敬う心と形（かたち）の
礼法指導によって、節度ある生活態度を身につけ、「交剣知愛」の輪を広げていくことを指導の要
点とする。

（生涯剣道）
　ともに剣道を学び、安全・健康に留意しつつ、生涯にわたる人間形
成の道を見出す指導に努める。
　剣道は、世代を超えて高めながら学び合う道である。「技」を通じて「道」を求め、社会の活力
を高めながら、豊かな生命観を育み、文化としての剣道を実践していくことを指導の目標とする。

平成 19年 3月 14日制定
全日本剣道連盟
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１．剣道の歴史から今を見つめなおし未来を見据える

剣道は日本刀の発明を源として、戦国時代の武
術性、江戸時代の芸道性、幕末以降の競技性な
ど、日本の風土のなかでそれぞれの時代における
新たな価値を見出しながら現在に至っている伝統
文化である。特に、江戸時代中期における、竹刀
および防具の考案と改良による「竹刀打ち込み稽
古法」に端を発し、競技性が加味されながら社会
的な広がりをみせ、人間教育の手段として今日ま
で継承されてきたものである。

剣道は長い時間の中で前述のような複数の要素
を持ち合わせ、バランスを保ち続けてきたといえ
るが、近年問題点としてあげられる一つは「勝利
至上主義」である。平成元（1989）年頃をピー
クとした剣道人口の増加に伴い、小・中・高校生
を対象とした大会は全国各地で数多く開催される
ようになった。これらの大会が少年少女たちに
とって大きな目標となり、保護者も一体となって
熱心に応援する姿は微笑ましく、人口増加の一因
ともいえる光の部分である。その反面、競技とし
て勝敗の結果を重視する傾向が次第に強まること
で「負けない、打たせない剣道」が流行り、不当
な鍔

つば

ぜり合いや長時間の試合など、剣道本来の姿
とはかけ離れた問題が生み出されたといわれてい
る。

このような試合展開を是正すべく、中体連、高

体連、全剣連などで様々な取り組みがなされてき
たものの、これらの問題は、ルールや審判など試
合の在り方よりもむしろ、指導者の剣道の捉え方
や指導の在り方に重要な課題を投げかけている。

剣道は、自分が攻撃をするとき、相手からも攻
撃される状況にあり、その中に身を投じていくこ
とは非常に勇気のいることである。身構え、気構
えを調えて「攻めて打つ」というなかには、剣道
の技の考え方が凝縮されていて、相手に攻撃を仕
掛ける「攻め」や「先の気」の教えこそが剣道の
奥義の一つであり、勝負の醍

だい

醐
ご

味
み

とも言える。
指導にあたっては、「攻め」や「先の気」の教

えを、発達の段階や熟練度に応じて具体的に理解
させながら技能の向上を図り、たとえ試合の結果
が負けであったとしても、その試合ぶりに「攻め」
や「先の気」が窺

うかが

えたときには、それを認めて褒
めながら次の課題へとつないでいく指導の姿勢こ
そが、攻防の妙を発揮し合う試合の礎になる。

そして、それは竹刀や体の動きだけに留まら
ず、困難な課題に自らが積極的に立ち向かってい
こうとする「生きる力」の育成にもつながってい
る。指導者は、稽古照今の言葉通り、剣道のもつ
奥深さを再確認の上、日本文化の一つである剣道
の伝承者であることを自覚して指導にあたる必要
がある。

２．剣道の特性

昨今の社会を見たとき、青少年層や成人層の協
調性や責任感の欠如による非社会的行為などが激
増しており、憂慮に堪えないところである。不透
明な将来、あるいは科学の発展や物質的豊かさ、
さらに価値観の多様化の中で、心の成長が遅れた
のではないかともいわれている。

このような状況の中で、文部科学省は、教育全
般について「生きる力」を育むことを強調してい
る。具体的には、平成 18（2006）年に戦後初め
てとなる教育基本法の改正が行われ、それに伴う
平成 20（2008）年の中学校学習指導要領改訂に

よって、中学校第１・第２学年保健体育科におけ
る武道必修化となり、平成 24（2012）年度から
全面実施となったのである。このことは、我が国
発祥の伝統文化「武道」を全ての青少年が学ぶこ
とによる好影響を期待されていると捉えられる。
剣道指導者は、剣道の修行を通して生涯学習の実
践者として、より良い剣道を伝承していかなけれ
ばならない。

全日本剣道連盟は「剣道の理念」を提唱し、剣
道の根本的な考え方を示すとともに「剣道修錬の
心構え」、「剣道指導の心構え」を制定している。
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指導者はこれをよく理解し、念頭に置いて今後の
指導にあたらなければならない。そして、剣道の
指導を通して、明るく健全な社会を築く人づくり
の一端を担うことが剣道のもつ文化的価値をさら
に高めるとともに、社会からの認識を深め存在感
を高めることにつながっていくと考えられる。
（１）伝統文化性

剣道は日本古来のものであり、伝統文化として
継承してきたものである。伝承し続けてこられた
先人への感謝を胸に、さらに伝統に磨きをかけ後
世に伝えていきたい。

伝統とは、ありのままに引き継ぐだけで済まさ
れるものではない。不易流行の言葉通り、各時代
において創造的に磨き抜いてこそ真の伝統として
価値の高いものとなる。

伝統文化であるということは、人類の理想を実
現していく精神活動であり、人間の発展に寄与す
るものである。そのような認識のもとに誠実に剣
道指導に当たる姿勢をもつことが、伝統文化とし
ての剣道の伝承者といえる。

（２）競技的特性
剣道における競技的特性としては、次のような

ものが挙げられる。
①対人的特性

原則として一対一の対人的競技として成り立っ
ている。
②特色ある用具

剣道独自の用具を用いているのも一つの特性と
いえる。例えば剣道着・袴・竹刀・木刀・剣道具
である。
③最高の一本（有効打突）を求め続ける

有効打突を求め合うことによって競技が成り
立っている。その有効打突は偶然「あたった」も
のではなく、意識的で必然性に裏打ちされた「打
ち」でなければならない。どれ程すばらしい「一
本」が打てるかということが剣道の魅力であり、
具体的目標である。老若男女区別なく、その人の
能力において最高の一本を求めるものである。よ
り高度な一本を求め続けられることが、生涯学習
としての価値を高めることになる。

④体力と競技年齢
剣道は、競技年齢が高まっても楽しく続けるこ

とができる。また、楽しく続けられるだけでなく
向上し続ける可能性を持っている。他の競技と比
較してみるとき、老いも若きも男も女も同じ競技
規則でこれ程長く続けられるものはない。

剣道を成り立たせている要素を心技体と考える
とき、体力の低下を技法・心法で補うことが可能
である。これは剣道のもつ最も優れた特性であろ
う。

このような運動文化を創造してきた先人達に敬
意を表しながら、この特性をさらに確実なものに
していく努力を継続することが望まれる。
⑤格闘性

剣道が生まれてきた歴史をたどれば、戦いに勝
つ方法、その訓練として発生し発展してきたとい
える。それが今は、「人間形成の道」となってい
ることに注目しなければならない。運動文化の一
つとして長い時間をかけて醸成されてきたことを
慮
おもんぱか

り、さらに発展させていきたい。
修錬の過程においては、闘争の形態をとってい

ることにより、時には本能的闘争心が芽生え表面
化しがちであるので、自己を律し、互いに相手を
尊重して「礼に始まり、礼をもって行い、礼に終
わる」といった教えを態度で示すことが大切であ
る。このように「礼」の指導・学習により、人間
的に成長し続けられ、しかも運動文化として発展
させることが可能となる。

指導者は、この格闘性の中から、生きる力を生
み出させ、心ある人間を育成していく指導を展開
しなければならない。
⑥試合と稽古

現代において剣道は、主に競技として試合が行
われ勝敗を競っている。試合は剣道修行の手段で
あり、一つの方法である。剣道は稽古をすること
で成立するともいえるが、「試合は稽古の如

ごと

く稽
古は試合の如く」という言葉を十分理解し、指導
者は、試合と稽古が全く別のものではなくて、試
合が稽古の反省となり、剣道のさらなる上達への
刺激となるよう指導・助言することが大切である。
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①積極性・自主性の育成
剣道では、「攻める」あるいは「攻めて打つ」

ということ、あるいは「闘志」ということなどが、
剣道の大きな要素となっているので、積極性がな
ければ剣道は成り立たないとも言える。

さらに、剣道は団体戦、個人戦問わず試合で、
あるいは日常の稽古で、対人的闘いという形を
とっている。いかなる場合においても、自分で考
え決断し、自分の行動を選んで実行していかなけ
ればならない。それ故、自主性がその根本となる。
良い意味での積極性・自主性の育つことが、剣道
の大きな特性の一つである。
②集中力・注意力・判断力（決断力）・調整力の
育成
剣道の稽古や試合の場において、相手の心気力

を見抜き、自分の心気力と比較しながら相手にど
う対応すべきかを考え、瞬時に結論を出していろ
いろなことを実行していく。その中で、集中力・
注意力・判断力（決断力）が一緒に機能し、調整
力を発揮してその行動が生まれる。

真の知能とは、新しい場面に遭遇したときにど
う対応するかという創造的な力である。したがっ
て、剣道は知能を高めるといっても過言ではない。
③公正な態度、社会的協調性の育成

剣道は「人間形成」を究極の目的としている。
それは、剣道の稽古や試合の場を通して人間とし
て人間らしい行動の規範となるべきものを学ぶこ
とにある。したがって、剣道活動が人間として好
ましいことを学ぶ場であらねばならない。文武両
道の理想が常に剣道の修錬を通して養われるよう
にしていきたい。剣道を通して、本当に真なるも
の、善なるもの、美なるものを公正に観て判断す
る力を養うことにより、社会人としての公正な態
度や、社会的協調性を育成することができる。

ただ、剣道は集団スポーツと異なり、あくまで
も自分を頼りにして修行が進むだけに、どちらか
といえば自己中心的になりがちで協調性に欠ける
きらいがあるので、指導者は意識的にお互いに協
力し合うことや全体で協力的に行動することなど
を指導しなければならない。

協調性が不足すれば、剣道仲間からもはずれて
いくようなことにもなりかねない。次に述べる礼
の心を大切にして、共に成長することを実践させ

（３）運動的特性
これは剣道独自のものと他の運動と共通のもの

とがある。いずれにせよ、健全な心身の発達に優
れた効果があるということを指導者は強く認識す
べきである。
①正しい構えと打突運動

剣道は剣道独特の構えがある。その構えの基本
になる姿勢が自然体であり、剣道における重要な
要素であるとともに、しかも大変健康に良い姿勢
であるとも言われている。

また、それに伴う打突運動は、指先の運動から
全身の運動に至る健康に効果的な運動となってい
る。

この望ましい姿と構えと動きを求めて修錬する
剣道は、学習者の心身の健康を維持増進する大き
な力を持っている。
②敏捷性と巧緻性

剣道は敏
びん

捷
しょう

なる動きをもって、より望ましい技
能をより正確に実践することを繰り返す。そのこ
とにより、敏捷性と巧緻性が高まり、さらに高度
な剣道が可能となって、より質の高い剣道の実践
者となる。
③瞬発力と持久力

瞬発力と持久力とは違った特質をもつものであ
り、関連する筋肉も異なる場合もあるが、剣道
は、瞬発力を必要とする場面と持久力を必要とす
る場面とを持っている。また、瞬発力や持久力を
高めるためのトレーニングを行うことも多い。し
たがって、剣道をしていると、結果的に相当な瞬
発力と持久力が身につくことになり、学習者の全
身的機能を高める。

（４）精神的特性
剣道は「心気力一致」とか「心身一如」という

ような言葉にあらわれているように、体と同時に
心、つまり精神的成長に相当重大な価値を置いて
いる。言い換えれば、精神性の向上を期待し、そ
れを意識的に育てようとしているのである。

以下述べる特性は、結果として育成されるもの
をあげているが、無意識のうちに育つものという
よりはむしろ人間として育てなければならないも
のであり、剣道を通して意図的に育てていかなけ
ればならない。
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として統御することはもちろん、行動規範とし
ての「礼の形式」を厳しく自分に課しながら、
行動を律することによって精神を鍛えていくこ
とが求められる。

ウ．道場は遊戯や娯楽の場ではなく、自分自身を
鍛え磨き、修養に努める場である。したがって、
俗世界から道場という清浄な場に入るため、身
心に拘束を加え、姿勢を正し、心を整えるなど
して修錬に向う手続きを経る。道場の入退場の
際に礼をするのはこうした意味があることを忘
れてはならない。礼は、剣道にとって大変重要
とされており、社会人としても必要であること
を理解させることが重要である。また、礼儀ば
かりを強調しすぎると堅苦しいものとなり、剣
道が敬遠されることにもなりかねないので、指
導の内容をバランスよく考え、楽しく剣道の練
習をしながら礼儀を守る習慣を身につけさせる
ことが望ましい。

ていきたい。
④自他への正しい節度と礼の心の体得

剣道は「礼に始まり礼に終わる」といわれてい
る。礼の心を大切にし、それを育てるための礼儀
作法を守っていくことを一つの伝統として育て続
けていかなければならない。剣道での礼は以下の
ように捉えることができる。
ア．剣道は、相手を打つ・突く・かわすなど、お

互いに攻撃し合う対立関係にある。「打って反
省、打たれて感謝」といわれるように、お互い
に相手は、身体を鍛え、技を磨き、心を養うた
めのよき協力者であるとする考えから、相手の
人格を尊重し、内には敬意と感謝の念を持ちつ
つ、外には端正な姿勢で節度をもって礼儀正し
くすることが求められる。

イ．剣道は対人的な格闘技であることから、過度
に闘争本能が現れたり感情的になったりするこ
とがあるかもしれない。闘争本能や感情を人間
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メモ



Ⅱ章　剣道の基本と指導

【Ⅱ章】

※一部、誌面に掲載している QR コードの
　映像の順番と異なります。
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剣先
けんせん

柄頭

ものうち

物打

柄革 ちぎり

刃部（弦の反対側）
じん ぶ

柄
つか

つかがしら

中結
なかゆい

弦
つる

鍔
つば

鍔止め
つば ど

つかがわ
先革
さきがわ

先芯
さきしん

剣先
けんせん

先革
さきがわ

つば つば ど中結
さきしん 鍔止め鍔 鍔止め
先芯

（２）竹刀の構造と各部の名称

１．剣道用具

剣道は日本刀を使って相手と戦ったことが起源
である。木刀による形稽古の時代を経て、江戸中
期 18 世紀ころ、竹刀と防具（現在は剣道具と称
す）が考案・改良され、打ち合いや試合が可能と
なる竹刀打ち込み稽古法が工夫された。

以後、広がりを見せながら、現代剣道の竹刀に
よる稽古や試合に移行した。竹刀は単に打ち合う
ための棒状のものではなく、剣道を成立させるた
めに必要不可欠であり最も大切なものである。

（１）剣道具と各部の名称

面紐
めんひも

面ぶとん
めん

天（中の部分）
てん

地
（中の部分）

ち

横金
よこがね

縦金
たてがね

突き垂
つ だれ

用心垂（内側）
ようじんだれ

面乳皮
めんちちかわ

物見（横金の
上から六本目と
七本目の間）

もの  み

小手頭

手の内

けら
こ    て がしら

小手紐
こ    て ひも

筒
つつ

小手ぶとん
こ    て 

胸乳革
むねちちかわ

胴乳革
どうちちかわ

小胸(もち出し）
こ むね

胴紐
どうひも

胴胸
どうむね

胴台
どうだい

日本
全
剣
連

前帯
まえおび

垂紐
（垂帯）

たれひも

大垂
おおだれ

小垂（内側）
こだれ
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【指導上の留意点】
・少年少女にあっては、試合規則に示された基準

にとらわれず、各人の身体的な発育状態に合っ
た長さと重さの竹刀を使用する場合もある。

・竹刀の長さは、各人のおおむね胸の高さ程度が
適当であるとされている。

（３）竹刀の安全確認
常に竹刀を点検する（指導者、自分）。特に稽

古前には必ず点検し、安全を確認してから使用す
る。さらに、稽古中も指導者は点検を促す働きか
けを必ずした上で自主的に点検させるなどして、
これらのことを習慣化する。

竹刀の破損や不備な竹刀の使用などから、大き
な事故が発生する可能性もあるので、次のような
竹刀は絶対に使用してはならない。

・竹が折れたり、割れたり、ささくれのある竹刀
・竹に虫食いやキズのある竹刀
・表面に黒いカーボンが露出したり、ひび割れが

あるカーボン竹刀
・先革の破れた竹刀
・中結が緩んだり切れている竹刀
・中結が剣先より全長の約 1/4 の位置に固定し

ていない竹刀
・弦が緩んでいる竹刀
・ちぎり（竹刀の握りの部分にある鉄片）が不完

全な竹刀
・各種テープなどで補修した竹刀
・先芯、ちぎり以外の異物を挿入した竹刀
・先芯が不完全な竹刀（カーボン竹刀は、専用の

先芯を使用すること）
・鍔を固定していない竹刀

〈竹刀の先革長、先端部最小直径値の計測方法〉

〈ちくとうの最小直径値の計測方法〉

先革の長さ５cm以上

計測位置
（対辺直径）

計測位置
（対角直径）

計測位置
（先端から８cm）

計測位置
（先端から１.５cm）

①竹刀の基準（中学生）
長さ：114cm 以下（男女共通）
重さ：440g 以上（男子）
　　　400g 以上（女子）
太さ：（男子）�先端部最小直径値 25mm 以上、
　　　　　　�ちくとう最小直径値 20mm 以上
　　　（女子）�先端部最小直径値 24mm 以上、
　　　　　　�ちくとう最小直径値 19mm 以上
②竹刀の規格
ア．竹刀は、竹または全日本剣道連盟が認めた竹

に代わる化学製品のものとする。
イ．竹刀の構造は、四つ割りのものとし、中に異

物（先革内部の芯、柄頭のちぎり以外のもの）
を入れてはならない。ピース（四つ割りの竹）
の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著
しく損なう加工、形状変更したものを使用して
はならない。

ウ．長さは、付属品を含む全長であり、重さは鍔
つば

を含まない。太さについては、先革先端部最小
直径を満たすものとする。（対辺直径）および
ちくとう部直径（竹刀先端より８cm のちくと
う対角最小直径）とする。また、竹刀は先端部
をちくとうの最も細かい部分とし、先端部から
物打に向かってちくとうが太くなるものとす
る。

エ．鍔は、皮革または化学製品の円形のものとす
る。その大きさは直径９cm 以下とし、竹刀に
固定する。

③竹刀の先革先端部最小直径値とちくとう最小直
径値の計測方法ならびに先革・先芯

〈竹刀の先革長、先端部最小直径値の計測方法〉

〈ちくとうの最小直径値の計測方法〉

先革の長さ５cm以上

計測位置
（対辺直径）

計測位置
（対角直径）

計測位置
（先端から８cm）

計測位置
（先端から１.５cm）
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（４）日本刀と木刀
諸刃である「剣」は昔から霊器と崇められ、そ

の流れを汲む片刃の「日本刀」は武士の魂とされ
てきた。剣道が、現在に至るまで伝統文化として、
あるいは技術が発展してきた根底には日本刀の存
在があった。特に「折れず、曲がらず、よく切れ
て、使いやすい、美しい」という日本刀は、世界
にも稀にみる優秀な武器である。

平安時代後期（10 世紀後半）武士の台頭によ
り戦場で役立つように、その機能性を追い求めた
結果、それまでの直刀から鎬

しのぎ

造りで外反りの彎
わん

刀
（日本刀）が発明された。そして、鎌倉時代には、
作刀技術が進歩し、多くの刀匠が出現した。

特に、「たたら製鉄」（島根県奥出雲地方が鉄生
産の拠点）という独自の方法で精錬された玉鋼か

ら不純物をたたき出し、何度も折り返す「鍛錬」
を繰り返して製作される日本刀は、実用的な武器
としてばかりでなく、神聖かつ権威の象徴として
受け継がれてきた。「剣の観念」（『剣道の歴史』
全日本剣道連盟編）に、「天と地を結ぶ神を象徴
する祭事の道具であると同時に辟

へき

邪
じゃ

の剣」と示さ
れている。日本刀は外敵を払うだけでなく、自分
自身の内部に生じる邪悪な心をも払い清めるとい
う、剣に託されていた二面性の機能を併せ持った
ものとして考えられていた。

木刀は、主に形稽古として剣技を習得するため
に刀を模して作られたもので、樫の木などの堅い
材料で出来ている。現在は「日本剣道形」や「木
刀による剣道基本技稽古法」などで用いられてい
る。

切
先

き
っ
さ
き

横
手

よ
こ
て

物
打

も
の
う
ち

刃は

棟む
ね

鞘さ
や

鐔つ
ば

鐔
ま
た
は

鍔
と
書
く

つ
ば

栗
形

く
り
が
た

鐺こ
じ
り

鎬し
の
ぎ

切
先

き
っ
さ
き

刃は鍔つ
ば

た　ち

こ　だ　ち

柄つ
か

柄
巻

つ
か
ま
き

鯉
口

こ
い
ぐ
ち

鯉
口

こ
い
ぐ
ち

切
羽

せ
っ
ぱ

柄
頭

つ
か
が
し
ら

柄
頭

太刀

小太刀

つ
か
が
し
ら

柄つ
か

棟
ま
た
は
峯

む
ね

み
ね

鎺は
ば
き

鎬し
の
ぎ

日本刀

　木刀
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２．剣道着・袴、剣道具の取り扱い

（１）剣道着と袴
剣道着と袴

はかま

や剣道具の着装は、剣道を修錬する
心構えを映し出しているといっても過言ではな
い。乱れのない確実な着装と端正な姿で修錬する
ことが大切である。

剣道着姿や着付けに「襟首、袴腰」という教え
がある。顎を引き、襟首や腰板が背筋に吸い付く
ようにピッタリ当っていると、腰が立ち、自然と
姿勢も良くなる。

また、袴の襞
ひだ

については諸説あるが、前の五本
の襞には武士の教訓である「五常の教え」（仁、義、
礼、智、信）、後ろの一本の襞には「二心のない

誠の道」という意味がこめられており、その心を
身につけるという教えがある。袴には、大きく分
けて、馬乗袴、行

あん

灯
どん

袴の種類があるが、剣道では
武士が馬に乗って戦える構造になっている馬乗袴
をはく。
①剣道着と袴の着装法

剣道着・袴の着付けは、剣道人として背筋を伸
ばし、常に凜

りん

とした姿勢でいるという意味も含ま
れており、特に、剣道着は襟と首が密着するよう
に着る。袴は、腰板があることによって腰と背中
がまっすぐ伸び、紐で下腹を締めることによって
臍
せい

下
か

丹
たん

田
でん

に力が入り活力が漲
みなぎ

ってくる。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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強く引っぱりながらその上で結び、大垂を下ろ
す。

イ．胴
・胴の下端を前帯の幅の半分ほどの位置に着け

る。
・左右の胴紐（上）を同じ長さにして、胴を水平

にする。
・胴紐（下）を忘れずに結ぶ。結び方は蝶結びに

する。
ウ．手拭い
・手拭いが頭部に密着していないと、稽古の途中

でずれてしまうので、手拭いを緩めないように
回す。

・手拭いが面からはみ出さないようにする。
・頭頂部にある手拭いの端を内側に折り曲げるこ

とを習慣づける。
エ．面
・面紐を横金の下から四本目または五本目に取り

つけ、左右側部（下）から後部で交差させ、再
び側部（上）から横金最上部の上の空間を通し
ておく。

オ．小手
・小手は、前腕の 1/2 以上を保護すること。
・小手頭部および小手ぶとん部は、衝撃を十分に

緩衝する能力があるものとする。
・余分な小手紐は切る。
・最初に左小手を、次に右小手を着ける。

【指導の要点】
・剣道着の胸元をきちっと左前になるように合わ

せる。
・剣道着の縦じわを無くすために、袴の両脇口か

ら手を入れて、剣道着の腰と背中の部分を左右
に引っぱる。同様に、剣道着の背中のふくらみ
を無くすために、後ろで結んだ袴の前紐の結び
目を上げるようにしながら、剣道着の後ろの裾
の部分を下に引っぱる。

・剣道着の襟と首、袴の腰板と腰・背中が離れな
い。

・袴は左足、右足の順にはき、裾はくるぶしが隠
れる程度にする。

・袴の後ろの裾が前の裾よりも下がらない。

（２）剣道具
江戸時代中期のころ、直心影流の長沼四郎左衛

門や一刀流の中西忠蔵らにより、竹刀と防具が考
案された。それまでの形

かた

が中心だった剣術の修錬
を脱皮させ、武士の子弟が刀の操法を学ぶため
の、打ち合いや試合が可能な竹刀打ち込み稽古法
が始められ広がりを見せた。幕末にはほぼ現在の
ものとなり、現代剣道を形成し発展することにつ
ながった（同章 P16「剣道用具」参照）。
①剣道具の着装法と要点

剣道具は、激しく動いても稽古の途中でほどけ
ることのないように、正しく確実に着装して、安
全性を確保することが大切である。

剣道具は、垂・胴・手拭い・面・小手の順で着
装する。基本的には正座で行う。
ア．垂
・垂紐を袴の腰板のつなぎ目の上に回す。
・垂紐を締めるときは、腹部を少し引っ込めるよ

うにしながら中央の大垂を上げて、力を入れて

胴紐（上）と胸乳革の結び方の一例

垂紐の結び方
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②剣道具の外し方、結束法と管理
ア．剣道具の外し方
・剣道具を外すのは、正座をして小手・面・手拭

い・胴・垂の順で外す。
・小手は、最初に右小手を外し、次に左小手を外

す。
イ．結束法と管理

剣道具の結束法は、棚などに置く場合や、壁に
吊り下げる場合などによって様々である。使用し
た剣道具はひとまとめにして、通気の良い所に保
管することが望ましい。特に、稽古後は、まとめ
る前に小手や面の汗を手拭いで拭き取るとよい。
また、衛生上から時折外に出して陰干しするとよ
い。
③剣道具の着脱について
ア．着装

剣道具の着脱は、紐を結ぶ経験が少ない少年少
女たちにとって難しい。特に体育授業で行う場
合、時間が制約されるため大きな課題となる。そ
の際、着脱の仕方や剣道具に慣れさせるため、早
い時期から段階的に着けて活動させることも慣れ
させる工夫の一例である（例：垂と胴のみ先に着
ける）。特に面の着装については、後ろ手に紐を
結ぶという作業は、少年少女たちにとって簡単で
はない。時間を要することに加え、しっかりと結
べずすぐにほどけてしまう場合も多いので、指導
に工夫が必要である。
イ．指導と補助用具の活用
・要点の指導

剣道具の着脱には様々な指導方法が考えられる
が、例えば、初めに一斉指導でポイントを徹底し、
次にペアを組んでお互いに着けてやりながら、手
順やポイントを身につけていく方法が効率的であ
る。２～３回（時間）お互いに着け合うと４～５
回（時間）目あたりからは、ほとんど、一人で着
けることができるようになる。
・補助用具の活用

着脱を簡易にする工夫としては、初めの段階で
手拭いのつけ方を工夫したり、面紐にチューブ

（ホース）をつけたり、胴紐に留め金を付けるな
どの工夫もある。また、授業用に簡易化された剣
道具も市販やレンタルがあるので、教具として検
討するとよい。

【剣道具の着装】

面下の使用などにより
衛生面にも配慮したい

面紐にチューブを装着した例

【剣道具の外し方】
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３．安全管理

剣道を行う際は対象や環境を問わず、安全を第
一として行わなければならない。剣道は、剣道具
を着けてお互いが決められた打突部位を竹刀で打
突し合って有効打突を競うものなので、もしも、
剣道具に不備があったり、着装の仕方が間違って
いたり、破損した竹刀や不正な竹刀を使ったりす
ると自分がケガをするだけでなく、相手を傷つけ
てしまうことになる。

剣道の実践場面において、稽古や試合などの活
動が安全かつ効果的に行われることは、少年少女
にとってきわめて重要なことである。試合や稽古
中に発生した事故例としては、竹刀に関わる事故
が多い。竹刀が竹製の場合には「ささくれ」や破
損などが原因と考えられるものがある。また、極
まれなことであるが、保守管理を怠ると竹刀を構
成する４本のピース（竹片）のうち１本ないし２
本が激しい打突によって瞬間的に先革より抜け出
てしまい、失明事故や相手の顔部に傷害を与えた
事例も報告されている。

剣道の指導者や剣道を実践する一人一人の少年
少女に安全についての配慮、特に竹刀の保守管理
を徹底させることが、事故の発生を未然に防止す
る最善の策であることを忘れてはならない。

（１）練習場所（剣道場）の安全
練習（稽古）の始まる前に練習場所の安全を確

認する。
【具体的な対策】
①床
・床板が割れたり反り上がったりしていないか確

認する。
・金具の蓋などがある場合は足の指などが入り込

まないようにテープなどを貼る。
②周囲
・換気について配慮する。
・窓ガラスや鏡などの保護をする。

（２）剣道用具の安全・衛生
①剣道具は、激しい稽古や試合の途中でもほどけ
ることのないように、正しく確実に着装して安
全を確保する。

【具体的な対策】
ア．各紐を正しく結ぶ（胴の高さ、面紐の位置）。
イ．紐が切れそうになっている用具はないか点検

する。
ウ．面の破損や小手の手の内などの破れやほつれ

を点検する。

何れも一部破損した剣道具の例
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柄
頭

中
結

先
芯

物打

50mm以上

契り：4枚のピースの
づれ止め

ピ
ー
ス

（
四
つ
割
の
竹
）

剣
先
先
革

つ
ば

（
径
・
90
㎜
以
下
）

つ
ば
止
め柄弦

先革と中結の位置

L２

L１ L１＝L２/４

・先革の長さは5cm以上とする。
・中結は剣先より全長の約1/4の部位に固定
　する。
・稽古前には必ず中結を締めなおす。

②竹刀の安全：どのような状態の竹刀が安全か正
しく認識し、常にその状態で使用できるように
準備する。

【具体的な対策】
ア．竹刀の構造および部品の名称を正しく把握す

ること。
イ．竹刀は規格に合った安全なものを使うこと。
ウ．規格に合った先革を使用し、中結は竹刀の先

端から全長の４分の１の位置に必ず固定させる
こと。

エ．各自、竹刀の分解・組み立てや保守管理がで
きること。

オ．稽古の前や活動中にも自分で竹刀の不備を点
検できるようにすること。

カ．点検項目を作成するなど安全管理を徹底する
こと。

キ．竹刀のささくれや破折、中結・先革の破損、
弦の張りなどを確認すること。

ク．竹刀の保管状態を指導者と少年少女が随時確
認すること。

先革の破損

竹刀のささくれ

竹刀の破折
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ケツで濡
ぬ

らしたタオルをたくさん用意し、全身
にのせて、次々に取り換え、扇風機も併用する。
また、氷やアイスパックなどを首、腋の下、脚
の付け根など太い血管に当てて追加的に冷やす
のもよい。

ウ．水分補給を、スポーツドリンクなどで行う。
エ．38℃以上の発熱があるとき、意識がもうろ

うとしたり、意識がないときは危険です。「名
前、日時、場所が言えるか ?」の質問で意識状
態が分かる。

オ．少しでも意識がおかしいときは、からだを冷
やしながら、ただちに学校安全マニュアルに
従って救急車で病院に搬送するなど、緊急対応
する。

カ．厳しい練習における少年少女の危険信号を絶
対に見逃さないようにすること。

キ．整理運動でも大きくゆっくりした素振りな
ど、剣道に関連した動きも取り入れながら疲労
回復を図る。

ク．整理運動は軽い全身連続運動を行い、ケガの
発見につなげる。

（４）安全と衛生
稽古場所、剣道用具、剣道着などについて安全

点検のポイントを整理します。事故などが発生し
た場合には学校安全マニュアルなどに従って速や
かに対応しましょう。

【具体的な対策】
ア．練習場所が稽古に適した状態になっているか。
イ．剣道用具に破損などがないか。
ウ．清潔な剣道着を着用しているか。
エ．チェックポイントを明確にして、部員が自主

的にチェックできる体制を整える。
オ．少年少女の異常を観察した場合には適切な対

応をする。
カ．感染症については、学校の衛生管理マニュア

ルおよび全日本剣道連盟 HP 掲載のガイドライ
ンなどに準じて行う。

（３）安全で効果的な活動
安全で効果的な活動を行うための視点として、
①傷害・疾病の予防、②準備運動・整理運動、③
適度な休養、④緊急時の対応処置が挙げられる。

【具体的な対策】
ア．準備運動の中に剣道に必要な動きを含める。

また健康観察を相互に行う習慣をつける。

イ．傷害の多いアキレス腱
けん

のストレッチを準備運
動に取り入れる。

ウ．少年少女の体力や疲労などに留意して練習時
間や練習内容に留意する。

エ．熱中症や脳
のう

震
しん

盪
とう

などが発生した場合には活動
を中止し、十分に経過観察を行い、場合によっ
ては学校の安全マニュアルにしたがって医師の
診察を受けるなどの対応をする。

【熱中症の予防】
ア．道場の温度と風通しには十分に注意をする。
イ．稽古の前にはコップ１〜２杯の水分を摂取さ

せる。
ウ．急に暑くなったときは、稽古量を少なめから

徐々に増やすようにする。
エ．稽古は長時間続けず、適宜休憩を取らせる。
オ．稽古の合間には十分量の水分（１回に 200m1

前後を２〜３回ほど）を補給させる。水分補給
にはスポーツドリンクが好ましい。

【熱中症の対応・処置】
ア．ただちに涼しいところに運び、剣道具を外し

て袴の紐をゆるめ、頭を低くして寝かせる。
イ．現場での身体冷却法としては氷水に全身を浸

して冷却する方法「氷水浴／冷水浴法」が最も
効果的とされている。バスタブが準備でき、医
療スタッフが対応可能な場合には、冷（氷）水
浴法が推奨される。学校や一般のスポーツ現場
では、水道につないだホースで全身に水をかけ
続ける「水道水散布法」が、次に推奨される。
それも困難な場合や学校現場などでは、エアコ
ンの利いた保健室に収容し、氷水の洗面器やバ

【準備運動・整理運動】

Ⅰめまい Ⅱ吐き気 Ⅲ意識がもうろうとする
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・背筋を伸ばしたまま腰から上体を前方に傾けつ
つ、両手を同時に床につける。

・肘を曲げながら静かに頭を下げる。およそ一呼
吸程度その姿勢を保った後、両手を同時に床か
ら離し、静かに元の正座の姿勢に戻して相手に
注目する。

・上体を前傾するときに背筋を伸ばし、ことさら
首を曲げたり臀

でん

部
ぶ

（お尻）を上げたりしない。

（３）正座
足を崩さず、姿勢を正しくして座ることを「正

座」という。古来「かしこまる」際の姿勢で、
元々は神仏を拝む場合などにとられた姿勢であっ
たが、江戸時代以降、武家社会における作法化が
庶民へと一般化し、日本人の伝統的な生活文化の
一形態となったものである。

【指導の要点】
・両膝の間は、拳ひと握り～ふた握り程度あける。
・両足をそろえるか、または右足の親指を上にし

て重ね、踵
かかと

の上に臀部（お尻）を下ろす。
・両手は自然に腿

もも

の上に置き、背筋をまっすぐに
伸ばす。

・口を閉じて前方を正視し、肩の力を抜いて顎を
軽く引き、首をまっすぐ保つ。

・腰を心持ち前に出すようにしながら、臍下丹田
を緩めない。

・静かに呼吸する。

【座礼】

４．礼法

　剣道は、打つ・突く・かわすなどの修錬を通し
て、互いに学び合い高め合うことができるもので
す。お互いに相手への敬意や感謝の心、自分を律
する心、気構えや決意の心などを「礼法」として
示します。

（１）立礼
起立の姿勢で礼をすることを「立礼」という。

現在は、神前・正面・上座・上席・師などへの礼
は上体を約 30 度前傾させ、相互の礼は上体を約
15 度前傾させるのが一般的である。

【指導の要点】
・姿勢を正して相手に注目する。
・神前、正面、上座への立礼は、背筋を伸ばした

まま腰から上体を約 30 度前傾させる。
・立合の間合における相互の礼は、相手の目に注

目して、背筋を伸ばしたまま腰から上体を約
15 度前傾させる。上体を前傾させたら、一呼
吸程度その姿勢を保った後、静かに元の姿勢に
戻す。

・自然に上体を腰から前傾させ、ことさら首を曲
げたり膝を曲げたりしない。

・両手は自然に下げて五指をそろえてかるく伸ば
し体側につける。

（２）座礼
正座の姿勢で礼をすることを「座礼」という。

【指導の要点】
・正座の姿勢で相手に注目する。

【礼法】

【立礼】
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・背筋を伸ばし、肩の力を抜き、手は五指をそろ
えて腿の上に置く。

・足首は袴の裾から出す。これは、立ち上がると
きに足が袴の裾に絡んでもつれないようにする
ためである。
２）立ち方

【指導の要点】
・両膝を床につけたままつま先をそろえて立て、

跪座の姿勢をとる。
・正座をして足がしびれることがある。いきなり

立つとケガにつながるので、跪座の姿勢でしび
れを取る。

・動作の途中で手を床につけない。
・つま先を立てたまま腰を伸ばして上半身をまっ

すぐ保ち、腰を上げる。
・踵で音を立てないようにしながら、右足を半歩

踏み出す（左膝より前に出さない）。
・続いて、左足を半歩踏み出して立ち上がる。

【座り方と立ち方】

（４）座り方と立ち方
剣道では「左座右起」といわれるように、座る

ときは左足から先に座り、立つときは右足から先
に立つのが一般的な作法である。礼を失すること
なく乱れのない作法で行うが、特に、座るときも
立つときも、必ずつま先立てて跪

き

座
ざ

の姿勢をと
り、その後、次の動作に移ることが大切である。
また、左足から座るのは、右足を動かして咄

とっ

嗟
さ

に
対応できるようにするためで、常に油断なく、即
座に対処できることになる。

１）座り方
【指導の要点】
・両肩を心持ち後方に引くようにしながら姿勢を

正して、視線を落とさないように動作を起こす。
・まず左足を半歩引き、つま先を立てながら左膝

を床につける。
・動作の途中で手を床につけない。
・同じように、右足を半歩引き、左右の膝頭をそ

ろえ、つま先を立て、跪座の姿勢をとる。
・両足をそろえるか、または右足の親指を上にし

て重ね、両足の甲を床につけながら両膝を深く
曲げ、そろえた踵の上に臀部（お尻）を下ろす。

（２）構えと目付け
①構え

【指導内容】
中段の構えを確認する。
＜構え方＞
・自然体より右足をやや前に出す。
・左拳は下腹部臍

へそ

前より約ひと握り前に絞り、下
げた状態に位置する。左手親指の付け根の関節

【自然体】

５．基本動作

（１）姿勢
①自然体

【指導内容】
・首筋を立てて顎を引く。
・両肩を落として背筋を伸ばす。
・腰を入れて下腹部にやや力を入れる。
・踵を軽くつける。
・両膝を軽く伸ばして重心を心持ち前にかけて立

つ。
・目はさわやかに全体を見つめる。

【指導上の留意点】
・どこにも無理のない自然で安定感のある姿勢で

立てるようにさせる。
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が臍の高さ、左拳は臍より少し低い位置になる
ようにする。

・両肘は張り過ぎず、すぼめ過ぎず、伸ばし過ぎ
ずの状態で、力を入れ過ぎないようにゆとりを
持たせて構える。

・剣先は、その延長が相手の両眼の中央、または
左目の方向を向くようにする。

＜足の位置＞
・両足のつま先は前方を向き、左右の開きは約ひ

と握り。
・両足の前後の開きは、右の踵の線に沿って左足

のつま先を置くようにする。左足の踵をわずか
に浮かせて体重を両足に均等にかける。

正中線

右側（裏） 左側（裏）

【中段の構え】

・普通の歩行から次に歩き出そうとする状態で右
足前、左足後ろの踏み方を保つようにする。

・両膝は曲げず伸ばさずの状態に自然に保つ。
＜目付＞
・遠山の目付け
・二つの目付け
・脇目付け（帯の矩）
・観見の目付け

【指導上の留意点】
・左手の小指を柄

つか

頭
がしら

いっぱいにかけて上から握
り、小指、薬指を締め、中指を軽く締め、人差
し指と親指は軽く添えるようにさせる。
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（３）構え方と納め方
【指導内容】
・提

さげ

刀
とう

姿勢、帯
たい

刀
とう

姿勢を確実にできるようにする。
・納め方、蹲

そん

踞
きょ

を正しい姿勢で行えるようにする。
【指導上の留意点】
・号令に合わせて動作が確実に行えるようにさせ

る。

（４）足さばき（体さばき）
【指導内容】
・歩み足、送り足、開き足、継ぎ足の違いを理解

し、体のさばきの基礎となる足さばき（体さば
き）を体得する。

【指導上の留意点】
・構えを崩さないように腰から、できるだけ床に

水平に移動するようにさせる。
・上体や竹刀を揺り動かさないように、首筋を立

てて体をゆったりとさせ、正しい姿勢で行わせ
る。

・送り込む方の足（後ろ足）の引きつけが遅かっ
たり、残らないように素早く行わせる。

・どの方向に移動するにしても、後ろ足の踵が床
につかないようにさせる。特に後退の際には気
をつけさせる。

【構え方と納め方】

④左

⑤
右
斜
前

⑥
左
斜
後

⑧
右
斜
後

⑦
左
斜
前

③右

②
後

①
前１

２
２

１

１

２

２

１

１

２

２

１

２

１

１

２
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【指導内容】
・踏み切り足：身体を素早く移動させるために、

左足で力強く床を蹴ること。剣道では、身体を
移動させる場合、床面を蹴る足を「踏み切り足」
という。「踏み切り足」で力強く床面を蹴る一
連の動きを「踏み切り動作」という。

・踏み込み足：打突するとき、身体を安定して移
動させるために、左（右）足で強く踏み切り
右（左）足で強く床面を踏みつけること。足の
裏全体で床面強く踏みつける前足を「踏み込み
足」という。その後、後ろ足を素早く前足に引
きつけ、「送り足」で身体を前方に移動させる
までの一連の動作を「踏み込み動作」という。

【足さばき（体さばき）】

踏み切り足

踏み込み足

（５）間合
【指導内容】
・一足一刀の間合、遠い間合、近い間合の違いを

理解し、自分と相手との距離を測れるようにな
る。

①一足一刀の間合
　　剣道の基本的な間合で、その場から一歩踏み

込めば相手を打突でき、一歩下がれば相手の攻
撃をかわすことのできる距離である。

②遠い間合（遠間）
　　一足一刀の間合よりも遠い間合で、自分も相

手もこの間合からの打突はとどかない距離であ
る。

③近い間合（近間）
　　一足一刀の間合よりも近い間合で、自分も相

手もこの間合から容易に打突がとどく距離であ
る。
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（６）掛け声（発声）
【指導内容】
・心に油断がなく、気力が充実した状態が自然に

声となって外にあらわれたものである。
ア．呼気を伴い、腹の底から自然にほとばしり出

るように、大きく力強く発声する。
イ．打突と同時に、打突部位を「メン！」「コテ！」　
「ドー！」と鋭い気勢で呼称する。

【指導上の留意点】
・初心者は意識的にできるだけ大きな声を掛けさ

せる。

（７）素振り
【指導内容】
・上下振り、斜め振り、空間打突、跳躍素振り（早

素振り）の違いを理解し、次のような目的で竹
刀を振れるようにする。

ア．竹刀の操作や竹刀の正しい動きの方向（太刀
筋）を習得する。

イ．打突に必要な手の内を習得する。
ウ．足さばき（体さばき）と関連させて打突の基

礎を習得する。

【間合】

【素振り】

（８）打突の仕方と打たせ方および受け方
①有効打突（気剣体一致の打突）
　ア．面部（正面および左右面）
　イ．小手部（右小手および左小手）
　ウ．胴部（右胴および左胴）
　エ．突部（突き垂）　※中学生までは禁じ技

【指導内容】
・有効打突＝「充実した気勢、適正な姿勢をもっ

て、竹刀の打突部で打突部位を刃筋正しく打突
し、残心あるものとする」という規定を理解し、
気剣体の一致した打突につなげる。

【指導上の留意点】
・打ったら、まっすぐにすり足で進み、残心をと

るように指導する。
・経験者に対する指導では、元立ちの意義やねら

いを理解させ、「間合」「機会」「足さばき（体
さばき）」に留意して打たせるように指導する。

・打たせたら、打った者がまっすぐに進めるよう
に右（左）に体をさばくように指導する。
②打ち方と打たせ方

［打ち方］
基本的な打突の姿勢や動作は、「空間打突」に

準じる。剣道具を着けた実際の稽古では相互に直
接打突部位を打ち合うわけであるから、相手への
配慮を忘れることなく、過度に力まず適切な手の
内の作用による強度と冴えのある打突の習得を目
指す。

［打たせ方］
正しい「打たせ方」を習得することは、正しい

「打ち方」を理解して実践させるためにも重要で
ある。また、正しい「打たせ方」により、「攻め」「打

突

面

左胴
右胴

右小手
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突の好機」についても理解を深め、相互に技能の
向上を図ることができる。

なお、基本的な「打たせ方」は「木刀による剣
道基本技稽古法」の打たせ方に準じる。ここでは、
剣道具を着装した場合の打たせ方を説明する。

ア．面打ち
［正面打ち］
・右足（前足）を一歩送りながら、両腕の間から

相手の面が十分に見える位置まで竹刀を振りか
ぶり、左足を右足の後ろに素早く引きつけなが
ら一拍子で振り下ろして打つ。

［左右面打ち］
・正面打ちと同じ要領で送り足を使いながら振り

かぶり、頭上で右手を右（左）に返し斜め上か
ら約 45 度の角度で相手の左（右）面を打つ。

［踏み込み足による正面打ち］
・正面打ちと同じ要領で右足を送り出しながら振

りかぶり、左足で一気に腰を強く押し出すよう
に踏み切るとともに、右足で瞬時に踏み込んで
正面を打つ。

・打突後は、打突時の余勢を活
い

かし、送り足でまっ
すぐに相手の後方に打ち抜け、残心を示す。

［打たせ方］
・剣先をやや右に開いて、適切な間合から機会を

とらえさせて、大きく伸び伸びとした面を打た
せる。

・打ち抜けさせる場合は、開いた剣先と同じ方向

【正面打ち】

【左右面打ち】

の右側に体をさばいて、相手をまっすぐ打ち抜
けさせる。

イ．小手（右小手）打ち
・両腕の間から相手の右小手が見える程度の高さ

まで振りかぶり、左足で一気に腰を押し出す要
領で踏み切るとともに、右足で踏み込むと同時
に右小手を打つ。

［打たせ方］
・剣先をやや上げて、相手を引き寄せるように鋭

く打たせる。
・打ち抜けさせる場合は、そのまま左側に体をさ

ばいて相手をまっすぐ打ち抜けさせる。

ウ．胴（右胴）打ち
・両腕の間から相手の右胴が見える程度の高さま

でまっすぐに振りかぶる。
・左足で一気に腰を押し出す要領で踏み切るとと

もに、頭上で右手を左に返し、右足を踏み込み
ながら相手に　正対して右胴を打つ。

・打突後は、送り足で右斜め前方に打ち抜ける。
［打たせ方］
・手元を上げながら、少し前へ出るような気持ち

で右胴を打たせる。

【踏み込み足による正面打ちと打たせ方】

【小手（右小手）打ち】

【胴（右胴）打ち】
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③受け方
剣道が、お互いの攻め合いによって有効打突を

競い合う以上、いかに相手の攻撃に応じて反撃に
転じるかということは不可避な課題である。ま
た、様々な稽古を行う上で「元立ち」としての正
しい受け方は、稽古を効果的に展開していくため
にも重要なことでもある。ここでは、そのような
観点から「受け方」について説明する。
ア．正面の受け方
・足さばき（体さばき）を伴いながら両腕を伸ば

し、両拳を斜め前に上げて竹刀をやや斜めにし
て、竹刀の表（左）鎬

しのぎ

または裏（右）鎬で受ける。
・足さばき（体さばき）は、「送り足」や「開き足」

を相手との位置関係で使い分ける。
・受けた後は、「すり上げ技」や「返し技」への

展開を常に意識して行う。

イ．左右面の受け方（「切り返しの受け方」を参
照のこと）

・竹刀を垂直に立て、左（右）肩の方へ相手の打
突を引き込むようにして受ける。

・相手の打突が強く鋭いときは、竹刀で打ち落と
すように受ける。

・受けた後は、「返し技」や「打ち落とし技」へ
の展開を常に意識して行う。

ウ．小手（右小手）の受け方
・右足をわずかに送るか左足をわずかに引きなが

ら、剣先を相手の正中線から外さないようにし
て右拳をわずかに内側に絞りながら、剣先を上
げて竹刀の裏鎬で応じる。

・同様の足さばき（体さばき）を用いて両肘を伸
ばし、剣先をわずかに右に開きながら左拳を内
側に絞るように前に出して、竹刀の表鎬で応じ
る。

【正面の受け方】

・受けた後は、「すり上げ技」や「返し技」への
展開を常に意識して行う。

エ．胴（右胴）の受け方
・左足から左斜め後ろに送り足で体をさばき、同

時に竹刀の刃部で相手の胴打ちを体の右斜め前
で打ち落とす。受けた後は「打ち落とし技」へ
の展開を常に意識して行う。

・左足を左斜め前に「開き足」の要領で出し、右
足を左足の後ろに引きつけながら体を開き、左
拳を上げつつ、瞬間的に右拳が左拳の右下にな
るように竹刀の表鎬で受ける。受けた後は「返
し技」への展開を常に意識して行う。

（９）体当たり
【指導内容】
・打突後の余勢を駆

か

って、自分の身体を相手に激
しくぶつけて、相手の体勢を崩し、攻撃の機会
をつくる動作。

ア．自分の身体を相手に激しくぶつけると同時
に、両拳を相手の下腹部から押し上げるように
する。

イ．相手の体勢、気勢を弱め、相手の構えが崩れ
たところをすかさず打突する。

【指導上の留意点】
・手先だけでなく、腰を中心にして全身の力で当

たるようにさせる。
・頭を下げないようにさせる。

【小手（右小手）の受け方】

【胴（右胴）の受け方】
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（10）鍔
つば

ぜり合い
【指導内容】
・相手を攻撃したり、相手が攻撃を加えてきたと

きに、互いに体が接近して鍔と鍔がせり合う状
態。

ア．自分の竹刀を少し右斜めにして手元を下げ、
下腹部に力を入れて自分の身体の中心を確実に
保つようにする。

イ．相互の鍔と鍔でせり合って攻撃の機会をつく
る。

【留意点】
・試合上の駆け引きで時間の引き延ばしに利用し

ないこと、休み時間ではないこと、積極的な攻
撃の機会をつくることを認識させ、必要以上に
力まないようにさせる。

・手元を下げ、下腹に力を入れ、腰を伸ばすよう
にさせる。首をまっすぐ保ち、相手と丈比べを
するつもりで相対させる。

・適正な間合で鍔と鍔とが互いに競り合うように
させ、竹刀を相手に押躾たりさせない。

【体当たり】

腰を中心にした体当たり

←→

（11）切り返し
【指導内容】
・正面打ちと連続左右面打ちを組み合わせた基本

的動作の総合的な稽古法であり、初心者も熟練
者も欠かすことのできない大切な稽古法であ
る。「構え（姿勢）」「打ち（刃筋や手の内の作
用）」「足さばき（体さばき）」「間合のとり方」

「呼吸法」さらに「強
きょう

靭
じん

な体力」「旺盛な気力」
などを養い「気剣体一致の打突」の習得をねら
いとする。正面を打った後、左面から打ち始め
左面で打ち終わるように連続左右面を打って間
合をとり、一足一刀の間合から正面を打つ。

【留意点】
・「姿勢」「構え」「竹刀の振り方」などを正しく

して、動作は大きく正確に行わせ錬度に応じて
徐々に早くさせる。

・肩の余分な力を抜き、連続左右面打ちは約 45
度の角度で柔軟に左右均等の打ちになるように
させる。

・動作は常に正しい足さばき（体さばき）が伴う
ようにさせ、特に後退時「歩み足」にならない
ようにさせる。

・左拳は、打ち下ろしたときに鳩
みぞ

尾
おち

あたりの高
さ、振りかぶったときには頭上まで上げさせ、
常に正中線上を移動するようにさせる。

・息の継ぎ方は、基本的には正面打ちの後であ
る。極端に体の上下動が大きくならないように
させる。

・錬度に合わせて、「体当たり」を入れるなどし
て、旺盛な気迫で息の続く限り一息にて体勢を
崩さないよう連続左右面を打たせるようにし、
稽古の前後には必ず行わせる。

【鍔ぜり合い】

【切り返し】
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（12）切り返しの受け方
【指導内容】
・相互に中段の構えから、機を見て剣先を右に開

き正面を打たせ、後退・前進しながら連続左右
面を打たせ、打ち終えたらお互いに中段に構え
られるよう間合を十分にとり、直ちに剣先を開
いて正面を打たせる。連続左右面の受け方には

「引き入れる受け方（初心者・初級者の打ち）」
と「打ち落とす受け方（技量の上達した者の打
ち）」がある。

【留意点】
・受け方により掛かる者の技能向上に大きな影響

を与えるので十分に工夫させる。

・連続左右面打ちは「歩み足」で受け、必ず前…
進・後退を伴わせる。竹刀を垂直にし、左拳は
ほぼ腰の高さ、右拳は胸の高さにして両拳が上
がり過ぎないようにさせる。

・正面を打たせた後の残心を正しく示すようにさ
せる。

・受け方（引き入れる受け方）
・受け方（打ち落とす受け方）

【指導上の留意点】
・初心者・初級者の段階においては、ゆっくりと

大きく正確に、のびのびと行うことが望ましい。

【切り返しの受け方（引き入れる）】 【切り返しの受け方（打ち落とす）】

《引き入れる受け方》 《打ち落とす受け方》
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６. 応用動作（対人的技能）

基本動作から応用動作への移行にあたっての留
意事項は次の通りである
・気剣体一致の打突の指導
・攻め合いの中での打突の指導
・打突の機会をとらえることの指導
・しかけ技に対応した応じ技の指導
・節度のある打たせ方（隙の与え方）の指導

このことから平成 15（2003）年、全日本剣道
連盟が制定した「木刀による剣道基本技稽古法」
を活用した指導を是非とも推奨する。指導者は、
木刀に止まらず竹刀や手刀なども使用して、剣道
具着用の有無に関わらず、習熟度や環境に応じた
様々なバリエーションを考案、工夫を心掛けたい。

（１）しかけ技
全日本剣道連盟『剣道指導要領』で示される９

種類の「しかけ技」のうち、次の５つの技を習得
して稽古に活かしていく。なお、これらの技は全
日本剣道連盟『剣道　社会体育教本』の剣道指導
要綱における初級者（３段以下）の重点事項であ
る。つまり、少年少女の指導では、しかけ技に重
きを置くことが肝要である。

【応用動作】

①一本打ちの技【正面、小手、右胴、突き】 
この技は相対動作のなかで相互の攻め合いのう

ち、積極的な強い攻めによって相手の構えが崩れ
た、その動きをとらえて打ち込む技である。相手
の構えの変化に対する打突は次の通りである。
ア．剣先が開いた場合→面
イ．剣先が上がった場合→小手
ウ．手元が上がった場合→胴
エ．剣先が下がった場合→突き※中学生までは禁じ技

【段階的指導】
・相互に中段に構え攻め合う（遠い間合、一足一

刀の間合）。
・半歩～一歩前へ出て攻める（中心を攻める。剣

先は鳩尾）。
・攻めに対して元立ちは、剣先を開く、上げる、

下げる、手元を上げるなどをする。
・攻めて構えの変化したところをすり足で打突す

る。次の段階では素早く踏み込んで打突する。
【留意点】
・構え、間合のとり方、攻め合い、攻め方、元立

ち（打たせ方）打突の仕方などを正しく行う。
・剣先で攻め、打ち間に入るときに両肩や両手の

内に余分な力を入れ過ぎない。
・剣先で攻め入る際に、力んだり、継ぎ足や跳ね

足にならない。
・剣先の攻めから機をつかみ、打突までの動作が

無理のない一連の動作でできるよう、特に足さ
ばき（体さばき）や腰の入れ方（重心の移動）
を正しくする。

【基本１（一本打ちの技）】
【しかけ技】 【作法と横手】
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②連続技【小手→面】
連続技は二・三段の技ともいい、一つの部位を

打突して、それに対し相手が変化して隙のできた
ところを打突する技である。この技は単なるフェ
イント的な打突では有効な技になりにくい。した
がって、一本一本の打突を正確に打ち切ると効果
的である。この技には小手→面、小手→胴、面→
胴、小手→面→胴などがある。また、体当たりを
行い、引きながら打つ場合もある。

【段階的指導】
・中段に構えている元立ちに対して、各自の打ち

やすい間からすり足で打突部位を打突し、相手
の構えが変化したところを打突する。

・一足一刀の間合から半歩および一歩攻めて前進
し、隙の生じたところをすり足で打突する。さ
らに、構えの崩れたところを打突する。

・一足一刀の間合および遠間からすり足で一足一
刀の間合に攻め込み、あるいは一足一刀の間合
から踏み込んで打突し、構えの変化により続い
て踏み込んで打突する。

【留意点】
・打突部位に視線が移りやすいので常に相手全体

を見る目付をする。
・安定した打突姿勢をとるために、打突時の後足

は早く前足に引きつける。

③払い技【払い面（表）】
払い技は、相手の構えに隙がない場合、竹刀を

表（左側）および裏（右側）から払って構えを崩
し打突する技である。この技は剣先の強い相手に
対して効果的である。また、払い技には、払い面、
払い小手、払い胴があり相手の構えの変化により
それぞれ適切に隙の生じたところを打突する。
ア．払い面（表・裏）
　　払い面は、表または裏から払って面を打つ技

である。払い方は、表あるいは裏から半円を描
くように払い上げすかさず正面を打つ。また、

【基本２（連続技）】

表（裏）から斜め下に払い落として打つ方法も
ある。

【段階的指導】
・中段に構えている元立ちに対して、その場で表

からあるいは裏から大きく半円を描くように払
い上げる。

・一足一刀の間合および遠い間合から一歩前進し
ながらすり足で払い上げ、すり足で面を打つ。
すり足でできるようになってから踏み込んで打
つ。

・表（裏）から斜め下に払い落としてただちに打
つ。

【留意点】
・手先だけで払わないで力強く、竹刀の中程を確

実に払う。
・払う瞬間は弧を描くようにして、振りかぶる過

程のなかで払い、払うことと振りかぶることが
二段モーションにならない。

・円弧の一点で払い、打つときは垂直に打ち下ろ
す。

・払う機会は、相手が出ようとし、または引こう
とする瞬間が効果的であるので、常に先の気持
ちを持って稽古をする。

・払い小手、払い胴も前述に準じて行う。

④引き技【引き胴】
引き技は、体当たりや鍔ぜり合いから機会を見

て引きながら打つ技である。
ア．引き面　　�鍔ぜり合いの体勢または体当たり

の後、送り足または開き足で後方
あるいは斜め後方に引きながら正
面（左面、右面）を打つ。

イ．引き小手　�体当たりの直後または鍔ぜり合い
の体勢から攻撃の機をうかがい、
機を見て手元を相手の左にくずし
斜め左後方へ大きく素早く引きな
がら相手の右小手を打つ。

【基本３（払い技）】
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ウ．引き胴　　体当たりの直後または鍔ぜり合い
の体勢で攻撃の機をうかがい、機
を見て相手の手元が上がったとこ
ろを、送り足または開き足で後方
または斜め左後方に素早く引きな
がら右胴を打つ。

【留意点】
・鍔ぜり合いでは、相手の押してくる力や反動を

利用して引く、かわすなどして相手の腕や体の
伸びたところを打つ。

・体当たりからの引き技は、体当たりの瞬間相手
の体勢の崩れた機会をとらえて技を出す。

・引き技は相手と接近した状態から後退しながら
技を出すので特に素早く正確な足さばき（体さ
ばき）を用いる。

・打突後は、相手に正対した姿勢で下がる。

⑤出ばな技【出ばな小手】
出ばな技は、相手が攻め込もうとしたり打突し

ようとする動作の起こり端をとらえて打ち込む技
である。この場合、先の気で相手を攻め、動きを
よく見ることが大切であり、剣先が中心からはず
れた場合には面、剣先が上がった場合には小手を
打つ技である。

【段階的指導】
・相手の動き（体勢や気勢、剣先や手元）を見て

打突の機会をとらえる。
・機をとらえすり足で打つ。
・機をとらえ踏み込み足で打つ。

【留意点】
・相手が打ってきてからあるいは攻めてきてから

打ち込むというのでは遅いので、相手が打と
う、攻めようとする起こり端をいつでも打てる
ように気力を充実させ、打つときは捨て身の感
じで思い切って打ち込む。

・必ず出て打つ。相手の気勢に押されて引いてい
るようでは技は成功しない。強い気勢を持って

【基本４（引き技）】

少しでも前に出て打つ。
・双方が前に出るので間合も近くなるしスピード

もあるので打つときの動作が複雑であるが、基
本的には打突動作を小さくして体で打つ。

（２）応じ技
応じ技は、単に「受ける」ということではなく、

相手の力を利用して打突することを目的とし、常
に積極的な気持ちで「攻め合い」の中から一連の
動作で応じることが大切である。

①抜き技【面抜き胴】
抜き技は、相手が打ち込んでくるのに対して、

体を開いてかわしたり、後退してあましたりして
空を打たせ、技や体勢の尽きたところを打つ技で
ある。抜く技術には、「あます（体を後ろに引い
て間合をとる方法）」と、「かわす（体を開いて向
きを変える方法）」とがある。

【留意点】
・抜き技は、相手に抜くことを察知されてしまっ

ては失敗する。ゆえに相手にその方向に技を出
させるようにさせる「攻め」や「誘い」が必要
であることを理解する。

・さらに、相手の動作に左右されることなく十分
に相手の動作を見きわめる精神的な余裕と無理
なく自然に応ずる状態を保つことが大切であ
る。

・「返し技」と同様に、相手を十分に引きつけて、
相手が動作を起こし、まさに目的を達しようと
する瞬間に抜くことが要点である。

・①面抜き面（体を引いて抜く、体を右（左）に

【基本７（出ばな技）】

【応じ技】
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さばいて抜く）、②面抜き胴（右に体をさばい
て右胴・左に体をさばいて左胴）、③面抜き小
手（左に体をさばいて抜く）、④）小手抜き面（そ
の場で振りかぶって抜く・体を引いて抜く・左
に体をさばいて抜く）などがある。

②すり上げ技【小手すり上げ面】
すり上げ技とは、相手が攻めて打ち込んできた

竹刀を、こちらの竹刀の左側または右側ですり上
げ、相手の竹刀の方向や体勢の崩れたところを打
ち込む技である。原則として相手の竹刀を受け止
めたり払うのではなく、相手の刀勢（竹刀の勢い）
を体のさばきと手の内の作用（鎬の効果）を利用
してしのぎ、すり上げ、すかさず打ち込む技であ
る。

【留意点】
・肩の力を抜き、下腹に力を込めてリラックスし

た状態ですり上げる。
・右手に力が入り過ぎない。
・すり上げる動作と振り上げる動作が二段動作に

ならないようにして、振りかぶる途中ですり上
げる。

・すり上げの際の剣先の動きは弧を描く。
・後退しながら応じるときには、気は前進させる

ようにして、腰を入れて背すじを伸ばして迎え
るような気持ちですり上げる。

・すり上げは左右（表裏）どちらも自由にできる
ように稽古する。

・技の稽古にあたっては、最初はゆっくりと大き
く、正確にすり上げることを習得し速く動作す
る。

・①面すり上げ面（左鎬、右鎬）、②小手すり上
げ小手（右鎬）、③面すり上げ小手（右鎬）、④
面すり上げ胴（左鎬→左胴・右鎬→右胴）、⑤
小手すり上げ面（右鎬）などがある。

【基本５（抜き技）】

③返し技【面返し胴】
返し技は、打ち込んできた相手の竹刀を迎える

ようにして応じ、ただちに相手の竹刀に対して応
じた反対側の部位を打つ技である。すなわち、返
し技は、相手に技を出させて、勢いのあまったと
ころをその力を利用して一度応じ、返す力を利用
して打つ技である。

【留意点】
・相手の来る方向をよく見きわめて、相手の力を

利用して返す。したがって、応ずるまではゆる
やかに完全に応じ、返しは電光石火の勢いで相
手を制する。

・高いところを打つ場合は高く応じて小さく返し
て打ち、低いところを打つ場合は下から押し上
げるようにして大きく応じて大きく返して打つ。

・手首を柔らかくして、常に相手の力を利用し
て、無理なく自然に返す。

・応じて胴を打つ場合には決して手元を引かない
で前で返して打つ。

・応ずるときは、いつでも迎えるような気持ちで
行う。

・返すときは、できるだけ相手の竹刀から離れな
い。

・足さばき（体さばき）をよくし、体勢を崩さな…
い。

・手ばかりでなく、体全体で打つ。
・①面返し右面（左側で応じる）・面返し左面（右

側で応じる）、②面返し右胴（左側で応じる）・
面返し左胴（右側で応じる）、③面返し小手（左
側で応じる）、④小手返し面（左側で応じる）、
⑤小手返し小手（左側で応じる）、⑥胴返し面（左
側で応じる）などがある。

【基本６（すり上げ技）】

【基本８（返し技）】
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剣道の技のしくみと流れ

■自分の距離・空間に入る

中段の構えに戻る

有効打突
中段の構え

相手との間合をはかる

攻める攻める

チャンスが
できた！

打突のための
　　機会をつくる

（チャンス）

打った後、油断しない
で、素早く相手に対
応できるよう、身構え
と気構えをとる。

■自分から仕掛ける（相手の竹刀を払う・
連続で打ち込む）など

■相手の動きに応じて（相手の打突を…
抜く、返す）など

残心

剣の
操作 
剣の
操作 

（竹刀）（竹刀）

打突部位を竹刀
の打突部で刃筋
正しく打つ！

相手の打突部位
（メン・コテ・ドウ）
を自分の竹刀の
打突部（剣先と中
結の間あたり）で
刃筋正しく打つ！

気持ち
の充実　
気持ち
の充実　

体の
動かし方
体の
動かし方
・正しい姿勢
・タイミングよく
・素早い移動

打突!!打突!!

④打ち落とし技【胴打ち落とし面】
打ち落とし技は、切り落とし技ともいわれ、相

手が構えていたり打ち込んでくる竹刀を右下ある
いは左下に打ち落として、防いだ後、すかさず打
つ技である。

【留意点】
・相手の打ってくる竹刀の軌道や速さに応じて、

体をさばきながら的確に打ち落として打つ。
・打ち落とすとき、体の開きで打ち落とす。手だ

けで打ち落とすことなく、前の方に押さえるよ
うにまたははじくようにして打ち落とす。

・打ち落としの瞬間の手の内の締め方が重要であ
り、手元を崩さず、瞬間的に適切な打ち間をつ
くって打突する。

・①胴打ち落とし面、②小手打ち落とし面、③胴
打ち落とし胴（押さえるように打ち落とし、反
動で相手の手元が上がったところ）などがある。

【基本９（打ち落とし技）】

（３）技のしくみや流れと「有効打突（一本）」
の指導
剣道の運動課題である「有効打突（一本）」は、

いわゆる「気・剣・体の一致」など、いくつかの
要素からその出来栄えを総合的に、かつ瞬時に判
定されるものである。そして、その基準の考え方
は、先に述べたように剣道独自の価値観や指向性
を反映している。

また、剣道の運動技術には、簡素化され洗練さ
れた動き中に、様々な要素・要件が抱合されてい
て、他の運動競技における技術の合理性や経済性
だけからは説明できない側面がある。それは剣道
が「基本」を大切にする理由の一つでもある。

しかしながら、「有効打突（一本）」は、いくつ
かの特徴が重なり合って、初心者にとって、実際
の稽古や試合の中では、分かりにくいことが多い。

例えば、剣道の技は、いわゆる「攻め」から「残
心」までの全体を含んでおり、その評価（判定）
は打突部で打突部位を捉えたか否かという結果の
みでは判定されない。その中には「気・剣・体の
一致」といわれる異なった次元の条件が備わって
いなければならない。これらは、「先の気」とか「間
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合」「機会」といった複雑な相対関係での攻め合
いのなかで成立していくものであるが、これらを
一度に理解し実現することは難しい。基礎的な稽
古（学習）に取り組む初めの段階から、発達の段
階や稽古（学習）の錬度に応じて、攻め合い・流

れ・技のしくみなどの理解を図っていきたい。自
他の技の出来栄えをこれらに照らしながら確認・
評価し、どこでつまずいているのかを具体的に示
すことも大切である。この場合、タブレットなど
のＩＣＴの活用は大変有用である。

７．稽古法

（１）稽古の意義
剣道を含めた日本古来の武道や芸道では、練習

やトレーニングのことを「稽古」と呼ぶことが多
い。稽古とは「古

いにしえ

を稽
かんが

える」という字義の通り「古
いことを学習すること、古いことを習い達する」
という意味を持っている。これは、先人の教えに
ついて工夫・研究するということであり「考える」
という意味が多分に含まれている。

そういった意味でも、一般的に木刀を用いて行
う「日本剣道形」や「木刀による剣道基本技稽古
法」などの形稽古に取り組むことは重要である。
「日本剣道形」は、大正元年、各流派の優れた

技をもとに制定されたもので、太刀の形７本、小
太刀の形３本、計 10 本より成り立っている。最
も理にかなった、刀の操作法が組み込まれてお
り、剣道の神髄を追求し、技の理合を極めた剣道
修錬の基本となるものである。
「木刀による剣道基本技稽古法」は、平成 15

（2003）年、次の３つの基本的な目的で制定され
たものである。
１．竹刀は日本刀であるという観念を理解させ、

日本刀に関する知識を養う。
２．木刀の操作によって、剣道の基本技を習得さ

せ、応用技への発展を可能にする。
３．この稽古法の習得によって、日本剣道形への

移行を容易にする。
（全日本剣道連盟 HP 参照）

（２）基本稽古
「基本稽古」は、剣道の技術を正しく習得し、

技能を高めるためのものであり、古来「打ち込み
３年」などといわれ、基本の稽古に重点がおかれ
ている。剣道の高度で洗練された技も、基本の積
み重ねによって発揮されるものである。

【切り返し】

【約束稽古】

【打ち込み稽古】

【掛かり稽古】

基本稽古には「切り返し」「約束稽古」「打ち込
み稽古」「掛かり稽古」がある。
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（３）互格稽古
「互格稽古」は「地稽古」や「歩合稽古」とも

いわれ、技術や気力の互格な者あるいは互格に近
い者同士が技能のすべてを発揮して、互いに攻め
合って機をはかり、変化に応じて、見事な一本を
争う稽古法である。また、相手との実力の相違が
あっても、互いに間合や機会をはかって対等の気
持ちで稽古をすれば、それは互格稽古と考えられ
る。

見事な一本の判断は自己判定であり、この稽古
法を通して剣道の総合的な技能が磨かれていく。

（４）引き立て稽古
「引き立て稽古」は「元立ち稽古」とも言われ、

指導者が元に立って合気となり、初心者や下位の
者が上達するように引き立てる稽古法である。

【互格稽古】

【引き立て稽古】

（５）試合稽古
「試合稽古」は、習得したすべての技を試合に

おいても発揮できるようにするため、実際の試合
と同じように勝敗を競い合う稽古法である。第三
者による審判で勝敗を判定する場合と、互いの申
し合わせにより自己審判で行う場合がある。

（６）様々な稽古の仕方や形態
①ひとり稽古
「ひとり稽古」は、基本動作や対人的技能の向

上をはかるために一人で工夫・研究する稽古法で
ある。
②見取り稽古
「見取り稽古」は、他の人の稽古を見ることに

よってその人の良い点を学び、自分の剣道を反省
し改善するのに役立てる稽古法である。
③立ち切り稽古

一人の者が一定の時間、何人かの相手と継続し
て稽古を行う特別な稽古法である。また、試合形
式で行う場合もある。
④出稽古・武者修行

精神的にも技術的にも上達を期すことを目的と
して、他の道場や剣士達と稽古や試合をするため
に、自ら出かけていくことである。
⑤合宿

仲間と寝食を共にしながら、短期間に集中して
技能を高めるために行う稽古方法である。

（７）伝統的な稽古法
現在、行われている伝統的な稽古法には「寒稽

古」「暑中稽古」などがある。
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（１）試合の方法
①公式の試合
「剣道試合・審判規則／同細則」に従って実施

する試合である。個人試合、団体試合がありそれ
ぞれトーナメント戦、リーグ戦などの形式がある。
②各種試合
ア．各種試合とは、元立ちに対して「切り返し」
「打ち込み稽古」「掛かり稽古」など、予め定め
られた内容を一定の時間内に行い、技術習得の
達成度や到達度、習熟度などを審判員によって
判定するものである。

イ．「日本剣道形」や「木刀による剣道基本技稽
古法」を例えれば、二組で実施し、内容の出来
栄え、到達度や習熟度などを審判員によって判
定するものもある。

ウ．各種試合は判定だけで終わるのではなく、評
価の内容を説明し、さらに修正・改善に向けた
方向づけをする。

８．試合

試合の目的は、両者が日頃の稽古で培った力を
十分に発揮して、剣の理法を全うしつつ、公明正
大に勝敗を決することにある。それは、第三者（審
判員）によって判定され、その結果により自分の
実力を知ることとなる。

古来より「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不
思議の負けなし」といわれるように、勝敗の結果
には必ずその原因がある。勝敗の結果を真摯に受
け止め、新たな課題に向かって稽古するための材
料となり、また新たな意欲を喚起させるものであ
る。したがって、指導者は「試合は稽古の如く稽
古は試合の如く」という先人の言葉の意味を十分
に理解し、試合と稽古の関連性を指導・助言する
ことが大切である。また、有効打突の要件や要素
をよく理解して指導することが重要である。

Ⅲ章　少年少女の指導



Ⅲ章　少年少女の指導
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１．剣道の指導で目指す少年少女の姿

剣道は、独自の運動技術や歴史的・文化的な背
景をもっているが、そこには、技能の向上だけを
眼目とするのではなく、人間が総合的に鍛えら
れ、成長していくことを目指すといった常に教育
的な側面や考え方が底流にある。

現在、全日本剣道連盟や日本武道協議会などに
おいても、その理念として「人間形成」を掲げて
おり、少年少女（子ども）を対象とした町道場や
剣道教室などで行っている剣道の活動はもちろん
学校で行われる保健体育科の剣道授業や部活動
も、最終的には「人格の完成を目指し、平和で民
主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を
備えた心身ともに健康な国民の育成を期して」行
われるものであることに異論はないと思われる。

そして、指導の現場にはそれぞれ「たくましい
子ども」「思いやりのある子ども」「礼儀正しい子
ども」など、具体的に目指す子どもの姿が示され

ている。もちろん、そのどれが正しく、どれがよ
り素晴らしい子ども像かということではない。大
切なことは、剣道を通してどのような子どもに成
長して欲しいのか、そのためにはどんな指導をし
ていくのか、といった目標や方針を指導者自身が
明確に持っておくことである。

指導にあたっては、このような理想や目標を掲
げ、子どもたちに将来への期待を語るとともに、
日々の活動や稽古のなかで、互いに切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

した
り、指導者からの賞賛を糧にしたりしながら、子
ども自身が成長を実感できるように導きたい。

剣道には、他の競技スポーツとは異なる考え方
や価値観があり、それらは、実際の稽古や技のな
かに息づいている。日々の稽古（学習）を通して、
剣道の良さや奥深さに触れながら、「師弟同行」
で心身ともに成長していくことを期待したい。

２．少年少女期における剣道指導の留意点

（１）少年少女期の発育の特徴
少年少女に指導を行う場合に重要なことは、成

長に伴う身体面と心理面の発育・発達の変化を
個々に把握しておくことである。一般的な発育に
ついては、スキャモンの発育曲線によれば、身長
発達速度のピークは男子よりも女子が 1 〜２年ほ
ど早く、さらにピークは２〜３年の幅に広がって
いることが読み取れる（早熟と晩熟の差）。すな
わち、少年少女期においては、身体的なレディネ
スは数カ月単位で変化し、数年単位の個人差があ
ることになる。これらのことからも、少年少女の
身体面と心理面の成長を個別に観察し、発育・発
達状況を加味した指導が求められる。

（２）少年少女期の指導内容と生涯剣道
剣道は少年少女期から中高年まで幅広く実践さ

れ、それぞれの年代に応じた学びがあり、生涯継
続することのできる武道の一つである。特に少年
少女期からは、数々の大会が開催されることもあ

り、競技性のなかで剣道を学ぶ機会が多くなる。
①小学生の時期

小学生の時期は「楽しみながら基礎づくり」、
「トレーニングの学習」にあたり「積極的で楽し
いアプローチでこれらを身につけることが将来の
競技力を優位に高める」ことや、「簡単なスポー
ツのルールと道徳の紹介」、「コーディネーション
の『窓』が開き、一般的なスポーツ技能の獲得の
準備ができる時期」であることが特徴的である。
②中学生の時期

中学生の時期になると、「基本的なスポーツ固
有技能と戦術を強化する時期」、「骨、腱

けん

、靭
じん

帯
たい

、
筋肉の急激な成長に対応するため、柔軟性のト
レーニングにも重点を置く」ことが特徴的といえ
る。

剣道においても、華やかな大会が多く開催され
ると、保護者や指導者自身が自己実現の一つとし
て競技性を求めた指導を強めるようになり、小学
生、中学生の時期に試合で活躍するものの、その
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ばせると同時に、剣道の基礎や基本をしっかり学
び、その過程で立派な人間へと成長していくこと
をねらいとして指導を行うことが重要である。と
かく技能が高まるにつれて試合における勝敗にこ
だわり、また少年少女たちをとりまく大人たちが
勝利を称賛するあまりに勝利至上主義が蔓

まん

延
えん

し、
あるものは挫折して剣道から離れて行ってしまう
こともある。指導者は、多様性と将来性に富む少
年少女たちを大きく包み、愛情をもって導いてい
くことが大切である。そして、生涯を通して剣道
を愛好し継続して人間形成の道につながるよう段
階的に指導することがきわめて重要である。

（５）技能の向上を実感できる指導の流れと実際
①「できる楽しさ」から「競い合う楽しさ」へ
ア．興味・意欲と稽古メニューの工夫
「基本」を重要視する少年少女剣道の指導にお

いて散見されるのが、礼法に始まり、まずは竹刀
一本で足さばき（体さばき）や素振りを繰り返す
というメニューや、「基本」→「技の練習」→「試
合」といったように、一つの段階（ステージ）の
習得が完了して次の段階（ステージ）に進み、最
後に試合をするという流れである。

こうした指導も教え方の工夫によっては、少年
少女たちが意欲的に取り組むこともあるかもしれ
ない。しかし、好むと好まざるとに関わらず、す
べての生徒を対象とした保健体育科の授業や入門
動機が本人より保護者の意向が強いといった場合
は、少年少女たちの興味や意欲はなかなか持続し
ないことも少なくない。

初学者にとっては、対人性を重視した基礎・
基本の徹底とともに、引き立て稽古や自由稽古

（互格稽古）、簡単な試合などをスパイラルに組み
合わせながら、攻防の楽しさを味わえる稽古メ
ニューを提供していきたい。
イ．「できる楽しさ」が実感できる指導
「怖い」「痛い」とか、剣道具による不自由さな

どの忌避要因が少なくない剣道の場合は、初めか
ら勝敗を競う競技性を前面に出すと「たたき合
い」や「力勝負」の不愉快な攻防を味わわせる結
果になって、意欲や体力に自信のない少年少女に
とっては、剣道嫌いを生んでしまう可能性もある。

初学者においては、対人性の深まりを大切にし

後の剣道の成長がみられない、あるいは剣道継続
をやめてしまう事例も散見される。

（３）我が国固有の運動文化である剣道の指導
剣道においては、我が国固有の運動文化とし

て、その歴史的・文化的な価値を特性として捉え
ており、その価値観や指向性がより重要視され
て、剣道の奥深さが楽しさにもつながっている。
例えば稽古や試合においては、勝敗を競い合うだ
けに留まらない相手との交流を大切にしたり（交
剣知愛）、勝敗の結果にはその過程や礼法・所作、
立ち振る舞いについても重要な評価の対象となっ
ていたりすることなどがあげられる。

また、剣道の愛好家は、老若男女、様々な世代
におよび、長年の修錬は身体能力を超えて技能や
感覚を培っていく（生涯剣道）。年配の高段者に
若者が直接稽古をつけてもらうといった指導場面
は、他の競技スポーツではほとんど見られない。
このように剣道は、独自の運動技術や歴史的・文
化的な背景とともに、他の競技スポーツとは異な
る価値観や指向性をもっている。

指導にあたっては、剣道の歴史や文化を含めた
我が国固有の運動文化財としての魅力や特性を、
発達の段階に応じ、大切な知識として学べるよう
設定したい。特に、「礼」に代表される「態度」
としての要素や「潔さ」「正々堂々」、「思いやり

（惻
そく

隠
いん

の情
じょう

）」などの徳目的な考え方については、
発達の段階に応じて、それが表出される場や状況
などについて具体的な例をあげながら理解させる
ことが有効である。

（４）少年少女の剣道指導のねらい
少年少女の多くは、保護者からの勧めにより剣

道を学び始めることが多いと考えられる。躾
しつけ

教育
としての保護者の期待もさることながら、初めて
剣道を学ぶ少年少女たちには不安もあると同時に
好奇心が旺盛であり、剣道を学ぶことに大きな興
味関心があるものと考えられる。剣道学習の導入
段階での少年少女たちには、剣道についての明る
く楽しく面白いというイメージを抱かせ、継続し
て学んでいきたいと感じるような指導が望まれ
る。
　躾教育の一環として、挨拶や礼儀作法などを学
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適度に織り交ぜながら、メリハリのある稽古（学
習）を仕組み、真剣になれる場の中で、呼吸や気
持ちを合わせて対人性の深まりを求めていきた
い。

指導にあたっては、稽古（学習）での約束事や
規律を予め示しておくとともに、稽古（学習）の

「はじめ（導入）」の段階で、ペアでの体操など仲
間とのかかわりを深められる簡単な運動を取り入
れる工夫も有効である。

（６）体罰とハラスメント
①体罰

指導上の暴力は「愛のムチ」と表現され、ひと
昔前には目にすることもあった。しかし、それら
は全て暴力であり、暴力をふるった指導者には暴
行罪や傷害罪、死に至るような場合は傷害致死罪
などの刑事責任や損害賠償責任などの民事責任が
問われる。体罰は明らかな違法行為であり、暴力
に頼るような指導は決して許されない。
②ハラスメント

ハラスメントも違法行為となる。代表的なハラ
スメントであるパワーハラスメント（パワハラ）
は暴行罪や傷害罪、脅迫罪、強要罪など、セクシャ
ルハラスメント（セクハラ）は強制性交等罪や強
制わいせつ罪に問われ、民事責任として損害賠償
責任を負う。日本スポーツ協会ではスポーツにお
けるパワハラについて、厚生労働省が示したパワ
ハラの６種型を以下のように置き換えて示してい
る。
ア．身体的な攻撃（暴行・傷害）
イ．精神的な攻撃（脅迫・名誉毀損・侮辱・ひど

い暴言）
ウ．人間関係からの切り離し（練習から隔離した

り、無視することなど）
エ．過大な要求（本人の能力から明らかにできな

いことを強制することなど）
オ．過少な要求（合理的な理由なく本人の能力に

比して著しく程度の低い練習しかさせないこと
など）

カ．個の侵害（私的なことに過度に立ち入ること
［進学先や就職先の強要など］）
③体罰・ハラスメントの根絶
「師弟同行」が示すように生涯に亘る修行が可

ながら、「競い合う楽しさ（競技性）」より、技の
表現や出来栄えなど「技ができる楽しさ（演武
性）」に重点を置く指導を仕組んでいきたい。
ウ．「できる（有能感）」を高める～褒める指導～

剣道の所作や運動は、日常生活の動きや他のス
ポーツにはない動作が多く、初めの段階では、そ
の動きができたり慣れたりすることが大切になっ
てくる。また、少年少女にとっては、初めて経験
する動きの獲得には新鮮さがあり、それができる
ようになること自体が面白いものである。

この段階での指導は、特に分かりやすく丁寧な
指導とともに、「褒める指導」を心がけたい。「自
分はできる」「できた」という感覚（有能感）は、
喜びとともに、褒められること、認められること
でさらなる意欲へとつながっていく。

このとき、ややともすると、できないことや欠
点ばかりに目が行ってしまい「ダメ」「違う」「悪
い」などの否定的な言葉になったり、指導者の「強
くしたい」「心身を鍛える」といった思いから、
体力や技量を超えた課題を背負わせてしまったり
することがある。

最初から高いハードルを課すと、少年少女はど
うしてもつまずいてしまい、「できる」をつなげ
ていくことは難しくなる。単純なことから複雑な
こと、ゆっくりから早く、大きくから小さくなど、
スモールステップで褒める機会を増やす工夫を図
りたい。
エ．稽古（学習）の場の雰囲気を大切にする
　　～真剣になれる場づくり～
a. 稽古目標と内容の教示

初めて剣道と出会う少年少女たちにとって、稽
古や学習に興味を抱かせ意欲の喚起を図ることと
併せて、これからの稽古や学習に見通しをもたせ
ることも大切である。その日の稽古や授業の流れ
はもちろんのこと、中・長期的にも大まかな稽古

（学習）の目標や内容を示し、何に向かって稽古（学
習）をするのか理解ができているか否かは、少年
少女のパフォーマンスに大きな違いを生む。
b. 凜

りん

とした緊張感とリラックス
稽古（学習）にあっては、お互いを認め合える

温かい雰囲気の中にも、凜とした緊張感が漂う雰
囲気をベースとしたい。常に張りつめた緊張のみ
の雰囲気では息苦しいので、集中とリラックスを
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尋ねるようにきくことである。特に、一方的にき
くのではなく、この尋ねるようにしてきくことが
指導者にとっては必要不可欠である。

最後に、さとすについては、「郷す」「悟す」「諭
す」の３つを挙げたい。「郷す」は、郷愁にある
ように故郷のような安らぎのある相手との会話で
あること。「悟す」は、相手に気づかせるように
話して悟らせること。「諭す」は、教諭にあるよ
うに教え諭す指導者であり、まさに指して導くの
が諭す指導者である。

（８）剣道の指導者として
①日常の基本的な指導者の心構え

全日本剣道連盟は、指導者の日常の心構えにつ
いて 10 項目を掲げており、剣道の指導者として
の日常の在り方が示されている。この10項目は、
どれもこれからの剣道の指導者として、心して取
り組まなければならない内容のものばかりであ
る。
ア．確固たる信念と情熱の持ち主であること
イ．愛情を持って誠心誠意指導にあたること
ウ．教えることに喜びをもつこと
エ．人格を養い、技術の向上に努力すること
オ．能率的・合理的な指導法の研究を常に心がけ

ること
カ．学習者とともに修錬すること
キ．上手に表現する能力をもつこと
ク．学習者の才能を見抜く指導者の目をもつこと
ケ．審判技術の熟達に努めること
コ．指導のし過ぎにならぬよう留意すること
②これからの剣道の指導者

剣道の指導者は、段位や上下関係を重視しすぎ
たり、試合に関しては結果を求めすぎると指摘す
る声もある。これからの剣道の指導者を考えると
き、ぜひ以下の６項目を見つめ直してほしい。
ア．対象者の意志と個性を尊重すること
イ．結果よりも経過を大切に考えること
ウ．共に楽しみ、共に考えること
エ．スポーツ医科学を活用すること
オ．教える意識よりも育てる意識をもつこと
カ．人としての良きモデルとなること

特に最後の「人としての良きモデルとなる」に
は、指導者である前に一人の社会人であり、一人

能で素晴らしい特性をもつ剣道である。その半
面、師弟関係を重視し過ぎることで指導者の優位
性が高くなりやすい環境とも捉えられる。その優
位性が常識を超え、不当な手法などによって少年
少女に身体的・精神的苦痛を与えている状態に
なっても指導者自身が気づかないことがある。さ
らに、気づいたとしても指導者自身が「過去に受
けた指導の経験」を根拠に、不適切な指導を繰り
返す場合がある。

体罰・ハラスメントはいうまでもなく犯罪であ
り、剣道指導だからといって許されることは何一
つない。指導者は強く認識した上で人間性を磨
き、まずは国や中央団体が示すガイドラインを熟
知することが肝要である。そして、少年少女やそ
の保護者と共通理解できる時代に合ったルールづ
くりをしていくことが大切である。とどのつま
り、体罰・ハラスメントの根絶は今後の剣道の普
及・発展のための絶対条件である。

（７）理想の指導者像
①指導者に必要な「みる眼」「きく耳」「さとす口」

指導者には、みる眼（７つ）、きく耳（５つ）、
さとす口（３つ）が必要と考える。

まず、みる眼の眼は、まなざしという意味があ
るが、愛情をもって相手をみるという意味合いが
根底にある。そして、みるには、「見る」「観る」「看
る」「診る」「視る」「回る」「鑑みる」の７つを挙
げたい。見ると観るは、観見の目付といわれるよ
うに、内面をみる観と外面をみる見である。看る
は、看護師さんのように病気で弱っている人をみ
ることであり、診るは、お医者さんが患者を診る
ようなみるを意味している。視るは、いろいろな
眼鏡をかけてみる見方を示している。回るは、回
想的に過去を踏まえてみることである。そして、
鑑みるは、鑑賞で使われるように芸術的な観点で
みることであり、指導者にも感動や感激がある見
方である。

次に、きく耳のきくについては、「聞く」「聴く」
「利く」「効く」「訊く」の５つを挙げたい。「聞く」
は、受動的にきくということ。「聴く」は、能動
的にきくということ。「利く」は、相手の利益を
考慮してきくこと。「効く」は、こちらの意図をもっ
て、効果的にきくということ。また、「訊く」は、
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ウ．少年少女指導の妙味とは
ａ．指導者の心の余裕が「待つ」「許す」「信じる」
「聴く」構えを創る。

ｂ．指示と命令からは、少年少女の自立心や自律
心は育たない。

ｃ．話す声のトーン・リズム・テンポは、少年少
女に合わせる。

ｄ．少年少女の内なる声に聴き耳を立てて、聴き
上手になる。

ｅ．相づちやうなずきは、目を見て話に合わせる。
ｆ．「どうして？」「なぜ？」の問いかけに応える。
ｇ．「何度言ってもできないね」「がんばりが足り

ない」「どうせ次もできないよ」など、やる気
をなくす言葉を使わない。

ｈ．行動を予測して指摘するのが「叱る（理性
的）」、行動を予測せずに指摘するのが「怒る（感
情的）」、できるだけ理性的に行動を予測して指
摘するよう心がける。

ｉ．少年少女に「安心」「リズム」「夢」を与えら
れるようにする。

ｊ．気にかける、眼をかける、声をかける、３つ
の「かける」指導を大切にする。
指導者に注がれる少年少女の目の輝きを心の糧

として指導に携わり、少年少女剣道の発展に寄与
していきたいものである。

の求道者であることを忘れないようにしたい。剣
道の指導者は、まず人としての生き方を基盤とし
て率先垂範、師弟同行の精神で対象者とともに精
進していく姿勢が最も大切である。具体的には、
指導者は、対象者の年齢、性別、剣道経験年数、
剣道に対する意識および剣道の習熟度などを踏ま
えて、対象者のモチベーションを高めるための創
意工夫をするということである。そして、その前
提として、指導者自らが段位の向上や指導法の改
善のために精進努力し、対象者が憧れる良きモデ
ルとしての指導者を目指すとともに、信頼関係の
絆の構築が重要である。
③魅力的な少年少女剣道の指導者を目指して

これからの少年少女剣道の指導者は、人とし
て、指導者として魅力的であってほしいとともに
少年少女たちにとって、生き方のモデルであるこ
とを忘れないようにしたい。そして、少年少女た
ちからは、畏敬の念を持って一緒に歩みたいと思
われる指導者でありたい。以下に少年少女の剣道
指導者の役割などについて述べる。
ア．少年少女剣道の指導者の役割とは
ａ．やる気を引き出す。少年少女の可能性を信じ

る。
ｂ．魂を揺さぶる言葉をもつ。（少年少女の心を

忘れない）
ｃ．ヘルプよりもサポートをする。（少年少女の

心に寄り添う）
ｄ．伸びない原因は、指導者側にある。（少年少

女の願いを読み取る）
ｅ．良き憧れのモデルとなる。（師弟同行）
イ．少年少女を夢中にさせるコツとは
ａ．名前を呼んで、具体的に話す。
ｂ．努力のプロセスを視る。
ｃ．得意なところを認める。
ｄ．遊びのサプライズをたまに行う。
ｅ．横から目線を大切にする。
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日本武道館で毎夏に開催される全日本少年少女
武道（剣道）錬成大会は、約 5,000 人の少年少女
剣士が参加する憧れの全国大会であり、武道（剣
道）を通して心身の錬磨と相互の親睦を図り、我
が国の将来を担う青少年の健全な育成を目的とし
ている。その意味から、少年少女剣士を立派に育
成するためには指導者の資質や指導力などに依存
するところが大きい。指導者は、昨今問題視され
ている少年少女剣士に対する勝利至上主義に傾倒
し過ぎた指導は、厳に慎むべきであり、基本錬成
を主眼とした生涯剣道につながる教育的指導を心
がけることが重要である。

一方、町道場などでの剣道を通した人間形成の
意義や魅力はますます高まっている。その町道場
などの大きな特性として挙げられるのが、地域に
根ざした老若男女が集ってできるアットホームな
剣道修行の場としての役割であり、学校教育にお
ける課外活動とは異なった魅力と意義がある。そ
の町道場などの魅力には、幼稚園児から高齢者が

ともに剣道に汗を流し、親子で剣道を志すことが
でき、師弟同行を精神的基盤としていることなど
が挙げられる。また、町道場などは、地域のコミュ
ニティとともにあることから、地域社会の一員と
しての社会性を育む環境にもあり、少年少女の青
少年期の人格形成に大きな意義をもたらすものと
考えられる。

町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導者は、地
域コミュニティに支えられた物的、人的環境にあ
ることを踏まえ、生涯剣道を目途とした剣道の教
育的・文化的価値を重視していく指導を目指すこ
とが肝要である。そのために指導者は、全日本剣
道連盟が唱えている「剣道指導の心構え」に基づ
き、生涯剣道に向けての指導目標である「剣道は、
世代を超えて学び合う道である。『技』を通して

『道』を求め、社会活力を高めながら、豊かな生
命感を育み、文化としての剣道を実践していくこ
とを指導の目標とする」を念頭においた指導を心
がけたい。

他にもスポーツ少年団などで学んでいる少年少女
たちも多く存在している。剣道界にとっては、こ
れらの少年少女剣士を大切にして正しく導くこと
がきわめて重要であり、このことは剣道指導者の
大きな役割であり使命といえよう。

１．剣道指導者の現状と課題

日本の少年少女人口（15 歳未満）は、2024 年
現在で 43 年間連続して減少し続け、少子化現象
が進み大きな社会的問題となっている。同様に少
年少女の剣道人口も減少しているが、町道場で剣
道を学んでいる少年少女は推定で５万人を超し、

全日本少年少女武道（剣道）錬成大会開会式の様子全日本少年少女武道（剣道）錬成大会開会式の様子
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に陥り少年少女剣士を勝負だけに走らせ、燃え尽
き症候群による剣道離れにつながらないように留
意しなければならない。剣道の教育的価値を再確
認して少年少女の将来の成長につながるよう、自
らも指導力・資質の向上に努め、良き指導者にな
れるよう心がけることが大切である。

全剣連は、これらの課題を解決すべく 1995 年
から社会体育委員会において剣道社会体育指導員
制度を立ち上げ、剣道指導者の指導力と資質向上
を図っている。

指導に携わっている指導者の技量のレベルは
様々であるが、その地域に根差した剣道指導者は
剣道界にとっては大変重要な役割を担っている。
地域社会には、剣道経験者は多く存在するもの
の、指導者としての資質や指導力が必ずしも高い
とは限らない。剣道の技能が優れている有段者で
も、剣道の理念や指導上の心構えを正しく理解
し、自分の経験だけを頼りに少年少女に自分の主
観的な考え方を押し付けることなく、年齢・性別
そして技能レベルなどに応じて段階的な指導を行
うことが重要である。また、行き過ぎた鍛錬主義

・体力、礼儀を身につけてひとつのことを上
達するための努力を覚えて欲しい。

・「継続は力なり」を教えたい。
・すぐに諦めたり泣いたりするので、メンタ

ル面が強くなって欲しい。
・何か困難な事がおきても、前に進める強い

精神力がつくことを期待している。

以上のように、子ども自身が希望して入門する
場合もあるかもしれないが、総じて、入門のきっ
かけは、子どもの成長を求める保護者の願いや期
待からの場合が少なくない。そして、剣道を通じ
た保護者の願いや期待は、心身の成長とともに、

「礼儀」に代表される社会性の涵養にも及んでい
ることが分かる。こうした願いや期待は、一保護
者の願いというより、国民の一人一人が社会の形
成者として目指す重要な課題でもあり、剣道には
そういった人づくりとしての教育の可能性をもっ
ていることの裏返しとも言える。

（２）保護者の理解
指導にあたっては、保護者の願いや期待を踏ま

えつつ、最初に、指導の目標や方針などについて
の理解を図り、共有することが重要なことであ
る。具体的には、日々の稽古を参観してもらうこ
とが最も近道であると考える。長い待ち時間の
後、数分内に勝敗の結果が出てしまう試合を参観
してもらうより、年長者も年少者も、男女の区別

２．目指す指導者像と指導者の務め

（１）保護者の子どもへの願いや期待感
町道場や剣道教室に子どもを入門させるきっか

けには、どのようなものがあるだろうか。
以下は、「保護者が剣道に求めるもの」として

記述されたものである。

・精神面も強くなって欲しい。
・厳しさに耐え、集中力を養い、努力するこ

とを惜しまないことを身につけてほしい。
・心身ともに鍛えられるように。
・武道の精神を身につけてほしい。
・同世代だけでなく、いろいろな世代と話を

してグローバルな考えをして欲しい。
・元気で体力をもてあましているような毎日

なので何かさせたいと考えた。また、話を
聴いたり待ったり「静」も身につけて欲し
かった。これまでは「動」ばかりだった。

・声が出るように。自信と勇気を持って堂々
と行動できることを願って。

・剣道を習うことで礼儀作法を身に付け、相
手を尊重できる優しい人間に育って欲しい
と思っている。そして、休まずお稽古を続
けて行くことで体力を付け、身も心も強い
人になって欲しい。競い合うことを嫌う息
子には、勝敗ではなく、一生懸命全力を出
す事を目標に頑張って欲しい。

・目標をもってその目標を達成できるような
努力する気持ちを持って欲しい。
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イ．共生
個人的な判断や思い込み、偏見の中で、適切な

支援がないままだと、少年少女は自信や意欲を失
い、情緒が不安定になったり、稽古に行き渋った
りする可能性がある。

こうした、誰もが相互に人格と個性を尊重し、
支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合え
る「共生」の視点は、自他を尊重する「礼」の考
え方を大切にし、老若男女が多様なステージで稽
古を楽しむことができる剣道は、もともと有して
いるといえる。

②少年少女一人一人の人格を尊重
対人的な格闘技である剣道が、ややもすれば「暴

力性」につながってしまう危険性を孕
はら

んでいると
いうことである。

厳しい稽古や修錬は、技能の向上のみならず、
心身を鍛えるために、避けて通ることはできな
い。指導者も「より強く、より逞

たくま

しくしたい…」
との思いから、少年少女たちに厳しい稽古を課す
こともある。しかしそれが、その子にとって耐え
うる課題（負荷）であるのかの判断は、慎重でな
ければならない。

指導にあたっては、個々に応じた適切な運動量
であるとともに、少年少女が立ち向かっていこう
とする気力を鼓舞し、確かに支えながら、少年少
女のもっている心身の力を最大限に引き出す工夫
が必要である。

体罰や暴言などは言うに及ばず、精神的な恐怖
感や威圧につながるような稽古は決してあっては
ならない。剣道を学ぶすべての少年少女を一人の
人間として尊重し、道を求める仲間として大切に
しながら指導にあたることがきわめて重要であ
る。

なく一緒に活動ができる剣道の稽古のなかで、子
どもが指導者とともに汗を流して真剣に稽古する
姿、仲間と切磋琢磨する姿、自ら勇気を出して立
ち向かう姿、そして、少しずつ成長していく姿を
見てもらったとき、多くの保護者から支援・協力
を期待できる。

（３）少年少女たちを取り巻く諸課題として
①特別な配慮を要する少年少女たちへの支援
ア．配慮の工夫、連携など

現在、少年少女たちを取り巻くいくつかの問題
についても、指導者としてその実態を認識し、配
慮をしていくことが求められる。

学校教育では、いわゆる発達障がい（LD・ADHD・…
高機能自閉症等）の可能性があり、特別な配慮を
要する児童生徒が、通常の学校において 6.5％程
度の率で存在しているといわれている。

このように、独特のこだわりをもち、みんなと
一緒に集中することが難しかったり、対人関係に
困難さを感じていたりする少年少女たちが、町道
場や剣道教室、部活動にも存在していることを認
識する必要がある。

外見上見えるもの、見えないものを含めた障が
いの有無、性差（ジェンダー）、また、身体能力
や技能などの差など、剣道には、様々な違いを超
えてその良さや楽しさを享受できる器がある。

指導にあたっては、できれば複数の指導者で指
導・支援にあたったり、条件や課題を調整したり
するなど、適切な配慮を工夫する必要がある。そ
の場合、保護者や関係機関等との連携がきわめて
大切である。
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ウ．試合（大会）から学ぶ
ａ．稽古目標の動機づけ

試合、特に対外的に行われる大会には、これま
での稽古の成果を試す機会としての意味を持って
いるが、少年少女たちにとっては、稽古の目標や
動機づけになるとともに、これまでの稽古を振り
かえる良い機会でもある。
ｂ．評価・改善

何より、稽古と試合を繰り返しながら、これま
での修錬の評価や改善を行っていく過程が、上達
の秘訣とも言える。
ｃ．さらなる修錬に向けて

特に剣道では、試合に臨むにあたって「稽古は
試合の如く、試合は稽古の如く」といった教えや、
試合の結果からは「打って反省、打たれて感謝」、

「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不思議の負け
なし」など、これまでの修錬を振りかえることの
大切さを教える考え方がある。

指導にあたっては、「最善を尽くす」ことや「公
明正大」「正々堂々」と試合に臨むことの価値を
理解させることが重要である。
エ．試合内容の評価と課題の考察
ａ．試合内容の評価

試合の結果や課題に対しては、勝敗の結果のみ
に執着するのではなく、技術的な攻防の過程（様
相）はもとより、戦いぶりや試合態度、および前
後の所作なども含めて、稽古の成果や成長をしっ
かりと認めて評価をし、その内容を今後の修錬の
糧となるよう導くことが重要である。
ｂ．課題の掘り起こし

指導者からの一方的なアドバイスだけではな
く、「なぜ、一本取れた（取られた）のか」「なぜ、
練習の成果が発揮できた（できなかった）のか」
を考えさせることが大切である。そして、今後そ
の課題を克服するためには「どうすれば良いか」

「どんなところに気をつけて稽古をするか」など
について、チームや個人自ら考えたり、話し合っ
たりする機会を設定することも成長につながる。

３．実際の指導にあたって

（１）課題に応じた指導形態の工夫
①目的別

剣道は相手と正対して稽古するのが基本である
が、複数で稽古を行う場合には、場所の広さや稽
古の目的によって安全で効率の良い様々な工夫を
する。
②グループ別

稽古の効率、少年少女の意欲や興味を喚起する
ためには、男女差、技能差、体力差、習熟度など
を考慮し、同質や異質グループに分けて稽古のね
らいや方向性を示しながら協力して、稽古の質を
高めるようにする。

（２）試合を活用した指導
①試合の位置づけ
ア．試合実施の配慮

互格稽古や試合は、子どもたちにとっては大変
興味や魅力ある内容であるが、その位置づけや実
施方法を誤ると、意欲を失ったり、怖い・痛いな
どの忌避要因に直接結びついてしまうこともあ
る。

また、剣道の勝負は、当然のことながら一対一
で行うが、それは勝ち負けの結果を、そのまま試
合者自身はもちろん、周りの仲間や保護者にさら
すことでもあり、就学前や小学校低学年の少年少
女など、発達段階によっては十分に受け入れられ
ない場合もあることを心得ておく必要がある。
イ．意欲の喚起

日々の稽古においては、基本動作や対人技能が
ある程度に習得できた段階から、一対一の勝負で
はなく、グループやペアごとに出来栄えを競う「基
本の判定試合」、ルールを工夫した「簡単な試合」
を仕組んで意欲を喚起する。

また、身につけた技能を評価したり、試し合っ
たりする機会（発表会など）は複数回設定して、「挑
戦」と「到達度」「達成感」「充実感」などを繰り
返し味わうことができるようにするなど、少年少
女の実態に応じて様々な工夫を図ることが大切で
ある。
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ｃ．観察
剣道には「見取り稽古」があるように、試合に

おいても、他者、特に自分より上級者の試合を見
ることは大変有益である。少年少女の錬度（習熟
度）に応じて、見る視点を与えたり、理想を描か
せるなど、具体的で大きな目標を持たせることが
上達への近道である。

（３）指導過程と方法の工夫　
指導にあたっては、様々な技能の全体像を示し

ながらも、そのポイントを発達の段階や技能の程
度などに応じて内容を精選し、動きのコツを単純
化して示すなどの工夫をすることが大切である。

例えば、「木刀による剣道基本技稽古法」を活
用したり、素振りをはじめ、動きや技をパターン
化して指導したりすることは有効な方法である。
この場合、向かい合ってやりとりをする流れや動
きの仕組み、いわゆる「理合」を理解させること
と併せて、単調な繰り返しになることのないよ
う、少年少女が意欲的に取り組める段階的な指導
を心がける。

（４）少年少女に対する指導のねらいと留意点
心身ともに発達途上にある少年少女たちを指導

するにあたっては、特に次のような指導のねらい
と留意点に配慮することが重要である。
①基本重視の指導

試合に勝つ技術のみを教えることなく、対人技
術を考慮し基本の錬成に重点を置く。
②礼儀の指導

正しい礼儀作法を徹底して指導する。
礼儀を正すことの本来の意味を理解させ、道場

内での正しい礼法が身につき、社会や家庭におい
ても爽やかな挨拶が行えるよう指導する。
③基本的な躾の指導

道場内外において、やらねばならないこと、して
はならないことの基本的な躾について指導する。
④学業と剣道が両立する指導

ア．稽古時間の配分では、短時間で効果の上が
る稽古法を工夫研究する。

イ．自発的に稽古に参加できる環境や雰囲気づ
くりを工夫研究する。

⑤自立心、独立心の養成
真っ正面から取り組む姿勢・態度や自立心、独

立心を養成する。
⑥社会性の養成

礼儀、信義、勇気、協力と、師や父母・友への
敬愛など、社会生活を送るために踏まえるべき基
本的徳目について指導する。特に社会的協調性が
育つよう指導する。

以下の、指導の留意点に配慮することが重要で
ある。
・指導の方針を示し、興味を持たせながら意欲的

に学習させることの配慮をする。
・基本の段階から対人的技能を意識した学習をす

るように留意する。
・基本に忠実な技能を身につけさせる工夫をす

る。
・健康や安全に留意して学習するよう指導する。
・学習したことを日常の生活に活

い

かせる指導をす
る。

・生涯をとおして剣道に親しみをもつように指導
する。

・学習者同士がお互いに高め合うことの喜びを教
え指導する。

（５）指導隊形と興味を持たせる指導内容の工夫
剣道の技能は、体力、技術、精神力等が総合さ

れたものと考えられるが、向上させる一つの方法
として反復練習が挙げられる。元来、剣道は修行
的な意味合いから鍛錬的に行われてきた。気力の
向上や再現性のある動作の習得、動きのぎこちな
さを洗練化する等、効果が見られることは確かで
ある。しかしながら、ただ単に反復させることで
身につく訳ではなく、さらに辛く面白味もないこ
とから意欲が低下することにもつながりやすい。
そこで学習者が興味を持って意欲的に取り組める
ような内容や隊形を工夫することが大切である。
指導する際の隊形は、学習者の技能の進度や実
態、学習の場をはじめとする環境などによって最
適化すべきであり、指導内容や活動時間によって
も効果的に指導できるよう選択する必要がある。
指導者はこれらのことに十分に配慮することが大
切である。
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②興味を持たせる指導内容の工夫
ア．ここで注意すべき点は、本人の意志で剣道を

始めたか否かである。小学生高学年以下は、親
の意志によるものが多いと考える。剣道への導
入を分かりやすく行うほうが望ましい。

イ．小学生高学年以下に対する興味を持たせる工
夫としては、次のようなものがある。

・ぞうきんがけ競争
・送り足鬼ごっこ（送り足リレー）
・おしくらまんじゅう
・相撲
・片足跳び
・着装の早さと正確さの競争
・新聞切り
・新聞球打ちなど

（６）剣道指導計画の立案（年間、月間計画等の
工夫）
①年間計画作成の留意点

年間計画作成の目的は、剣道の指導を、年間を
通して効果的に進めるための見通しを立てること
である。それは単に年間の見通しをもつだけでな
く、剣道の学習内容を指導の立場から再編成しな
おすところに重要な意味がある。すなわち、剣道
の指導のねらいを達成できるように学習内容を構
成しなおし、それに従って学習を進めることによ
り、剣道として学習させたい事柄を効果的に理解
させることができる。

年間計画を作成する上で留意しなければならな
いことは、以下の通りである。
ア．指導目標の明確化

年間計画の作成にあたってまず重要なことは、
指導目標を明確にすることである。剣道がもつ技
能の学習を通して、健康の増進や体力の向上を図
るようにすることは当然である。さらに重要なこ
とは、剣道がもつ本来的な楽しさや喜びを味わわ
せ、生涯を通して剣道に親しむ態度や能力を育て
ることにある。その中で相手を尊重する態度や公
正な態度の育成などの人間形成につながる目標も
達成できるように意図的・計画的に作成しなけれ
ばならない。

加えて、指導の対象集団の技術的段階によっ…

①指導の隊形（▼指導者　○学習者）
　ここでは、学習内容別の指導隊形を例示する。
指導内容に合わせてこれらの隊形から適宜選択す
ること。

①指導者に対して横隊の形（基本動作の指導）
▼

○　○　○　○　○　○

○　○　○　○　○　○

○　○　○
○　○　○
○　○　○
○　○　○
○　○　○

○→○→○→○→○→○
↑　　　　　　　　　↓
○←○←○←○←○←○

▶←○←○←○←○←○←○
↓　　　　　　　　　　　↑

○→○→○→○→○→○
↑　　　　　　　　　↓

●　●　●　●　●　●

○　　　　　　　　　○

○　　　　　　　○
○　　　○

○

▼

▼
②指導者に対して扇の形（幼少年の指導）

③指導者に対して縦隊の形（基本動作の指導など）

④回り稽古（A形式）（技能別、年齢別など）

⑤回り稽古（B形式）（切り返し、掛かり稽古など）

※上位者は
　黒丸

⑥回り稽古（C形式）（新しい技の習得の指導法）
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　・応用動作（対人的技能）
しかけ技…�一本打ちの技、連続技、払い技、

出ばな技、引き技

応じ技……�抜き技、すり上げ技、返し技、
打ち落とし技

　・�基本動作から対人的技能へ移行する段階の指
導（攻め）

　・�稽古法（約束稽古・打ち込み稽古・掛かり稽
古・互格稽古）

　・試合（簡易な試合から正式試合まで）
　・審判法

（７）少年少女剣道指導計画の一例
指導計画における時間配当や教える順序など

は、対象者の年齢、体力、技術程度など個人の特
性に応じて内容を精選し、指導にあたり「理解さ
せる・経験させる・実践できるようにする」とい
う指導者の指導上の視点および計画が必要とな
る。

本指導計画案は、町道場、教室およびスポーツ
少年団において指導されている剣道指導者に向け
て、小学生（低学年、中学年、高学年）と中学生
を対象とした指導計画の一例を示すものである。
剣道について正しく理解させ、個人の目的を明確
にして、技能、体力などを十分に考慮し、安全で
伸び伸びと剣道できるように指導計画を立案し、
常に評価・振り返りを行いつつ必要に応じて計画
の変更を行いながら学習者の目標達成にむけて共
に尽力することが肝要である。
①年間指導計画例（小学生・中学生対象）
�②小学生１・２年（初心者、未就学児含む）対象…
　指導計画例
③小学生３・４年対象 指導計画例
④小学生５・６年対象 指導計画例
⑤中学生初心者対象 指導計画例
⑥中学生経験者対象 指導計画例

て、その目標・内容・指導方法が違ってくるこ
とにも留意する必要がある。
イ．学習内容の具体化

学習者の実態、剣道場や剣道用具などの整備状
況、指導者などの諸条件を考慮して学習内容を構
成する。その際、技能については、基本動作、対
人的技能、試合などの観点から、また、態度や行
動については、社会的態度、健康・安全に対する
態度などの観点から、それぞれ学習内容を具体化
する必要がある。しかも、対象別に内容の精選を
図ることを忘れてはならない。そして、それを実
行した結果、目標が達成されるように構成しなけ
ればならない。
ウ．指導時間・場所の確保

剣道指導の計画には、指導時間、場所の問題は
大きい。指導時間や場所が、先に決められてい
て、それに合わせて計画を作るということが意外
と多いのである。週一回というのと週三回という
のとでは全く計画が違ってくるし指導法も違う、
効果も当然違ってくる。いろいろな制限や条件を
全部洗い出してみてから計画を作らなければ、机
上の空論となりかねない。特にその集団の平均的
能力、年齢の違いや男女差には配慮したい。　
エ．剣道指導計画立案の基本的事項
ａ．指導計画にあたり
　・指導の日数、時間と場所
　・指導対象者の実態と人数
　・指導スタッフの人数とその力量　
ｂ . 対象に応じた指導内容の精選（第３章参照）
　・剣道の基礎知識（歴史、特性など）
　・�剣道着・袴

はかま

および剣道用具（竹刀、剣道具）
の取り扱い

　・礼法
　・基礎体力
　・基本動作
　　　姿勢、構え、足さばき（体さばき）、素…
　　　振り、掛け声（発声）、間合、打突の仕方・…
　　　打たせ方および受け方、有効打突、体当…
　　　たり、鍔

つば

ぜり合い、切り返し、残心
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年間指導計画例（小学 生・中学生対象）

小
学
生

時配 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

学校行事 入学式 家庭訪問 夏休み 運動会 冬休み 卒業式 春休み

剣道行事 暑中
稽古

スポーツ少年団大会 道場内
昇級
審査

寒稽古
道場内
昇級
審査

道場内
試合

稽古納
め

鏡開き
など

１・２年生
（初心者・未就

学児含む）

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20

30 礼法・所作の稽古／構え方、素振り 剣道具着装

昇級
審査

木刀による基本技稽古法（基本１・２） 木刀による基本技稽古法
（基本１～基本５）

昇級
審査

木刀による基本技稽古法
（基本１～基本５）

竹刀打ち 剣道具を着装して素振り、送り足、面打ちなど
剣道具着装 木刀による基本技稽古法を

竹刀で 木刀による基本技稽古法を竹刀で
40 剣道具を着装して素振り

剣道につながる運動
見取り稽古

指導者への面打ち

礼法・所作の稽古
送り足の稽古

面打ち、小手打ち
指導者・上級生に面打ち

胴打ち、踏み込み足への導入

剣道具を着装して面打ち、
小手打ち 剣道具を着装して面打ち、小手打ち

50
送り足の稽古

指導者・上級生に面打ち
見取り稽古

送り足の稽古
面打ち、小手打ち

指導者・上級生に面打ち
胴打ち、踏み込み足への

導入

送り足の稽古
面打ち、小手打ち

指導者・上級生に面打ち
胴打ち、踏み込み足への導入

指導者への打ち込み稽古
60

70 　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ

３・４年生

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30

木刀による基本技稽古法
昇級
審査

木刀による基本技稽古法
昇級
審査

木刀による基本技稽古法
40
50 木刀による基本技稽古法を竹刀で 剣道具を着装して竹刀で基本技稽古法 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して竹刀で基本稽古
60 剣道具を着装して基本動作の稽古 約束稽古 約束稽古 約束稽古
70 見取り稽古 切り返し 引き立て稽古 引き立て稽古・互格稽古 引き立て稽古・互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古 引き立て稽古・互格稽古・打ち込み・掛かり稽古
80

　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ
90

５・６年生

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30 木刀による剣道基本技稽古法

昇級
審査

木刀による剣道基本技稽古法

昇級
審査

木刀による剣道基本技稽古法
40 日本剣道形 日本剣道形 日本剣道形
50 木刀による基本技稽古法を竹刀で 木刀による基本技稽古法を竹刀で 木刀による基本技稽古法を竹刀で
60 約束稽古 引き立て稽古（元立ち） 引き立て稽古（元立ち） 引き立て稽古（元立ち）
70 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して竹刀で基本稽古
80 切り返し 切り　返し 切り返し・引き立て稽古 応用動作（対人的技能） 応用動作（対人的技能）
90 引き立て稽古 引き立て稽古 引き立て稽古

100 互格稽古 試合稽古・打ち込み稽古・掛かり稽古
試合　稽古

・打ち込　み稽古
・掛かり　稽古

打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古
・引き立て稽古・互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古

110
　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ

120

中
学
生

時配 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

学校行事 入学式 家庭訪問 中間テスト 期末テスト 夏休み 体育祭 中間
テスト 期末テスト 進路面接 冬休み 学年末テスト 卒業式 春休み

剣道行事

少年少女武道
錬成大会

中体連総合体育大会（市・郡→地区→都道府県→ブロック・全国） 中体連新人戦（市・郡→地区→都道府県）
段級
審査 夏季合宿 段級審査 稽古

納め
鏡開き
など 寒稽古 段級

審査

初心者

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30

木刀による剣道基本技稽古法
木刀による剣道基本技稽古法

40 日本剣道形
50 剣道具を着装せずに基本動作の稽古 木刀による基本技稽古法を竹刀で 剣道具を着装して基本技の稽古／切り返し
60 木刀による基本技稽古法を竹刀で 剣道具を着装して基本動作の稽古 応用動作（対人的技能） 引き立て稽古（元立ち）
70 剣道具を着装して基本動作の稽古 切り返し

打ち込み稽古・掛かり稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古、切り返し、応用動作
80 切り返し 応用動作（対人的技能）
90 見取り稽古 引き立て稽古・互格稽古
100 約束稽古 約束稽古・打ち込み稽古・掛かり稽古 互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古
110

　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ
120

経験者

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30

木刀による剣道基本技稽古法
木刀による剣道基本技稽古法

40 日本剣道形
50 日本剣道形 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して基本技の稽古／切り返し
60 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古 応用動作（対人的技能） 引き立て稽古（元立ち）
70

切り返し
切り返し・打ち込み稽古・掛かり稽古

打ち込み稽古・掛かり稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古、切り返し、応用動作
80 応用動作（対人的技能）
90 　　　引き立て稽古（元立ち）
100 引き立て稽古・互格稽古 互格稽古・試合稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古
110

　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ
120
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年間指導計画例（小学 生・中学生対象）

小
学
生

時配 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

学校行事 入学式 家庭訪問 夏休み 運動会 冬休み 卒業式 春休み

剣道行事 暑中
稽古

スポーツ少年団大会 道場内
昇級
審査

寒稽古
道場内
昇級
審査

道場内
試合

稽古納
め

鏡開き
など

１・２年生
（初心者・未就

学児含む）

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20

30 礼法・所作の稽古／構え方、素振り 剣道具着装

昇級
審査

木刀による基本技稽古法（基本１・２） 木刀による基本技稽古法
（基本１～基本５）

昇級
審査

木刀による基本技稽古法
（基本１～基本５）

竹刀打ち 剣道具を着装して素振り、送り足、面打ちなど
剣道具着装 木刀による基本技稽古法を

竹刀で 木刀による基本技稽古法を竹刀で
40 剣道具を着装して素振り

剣道につながる運動
見取り稽古

指導者への面打ち

礼法・所作の稽古
送り足の稽古

面打ち、小手打ち
指導者・上級生に面打ち

胴打ち、踏み込み足への導入

剣道具を着装して面打ち、
小手打ち 剣道具を着装して面打ち、小手打ち

50
送り足の稽古

指導者・上級生に面打ち
見取り稽古

送り足の稽古
面打ち、小手打ち

指導者・上級生に面打ち
胴打ち、踏み込み足への

導入

送り足の稽古
面打ち、小手打ち

指導者・上級生に面打ち
胴打ち、踏み込み足への導入

指導者への打ち込み稽古
60

70 　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ

３・４年生

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30

木刀による基本技稽古法
昇級
審査

木刀による基本技稽古法
昇級
審査

木刀による基本技稽古法
40
50 木刀による基本技稽古法を竹刀で 剣道具を着装して竹刀で基本技稽古法 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して竹刀で基本稽古
60 剣道具を着装して基本動作の稽古 約束稽古 約束稽古 約束稽古
70 見取り稽古 切り返し 引き立て稽古 引き立て稽古・互格稽古 引き立て稽古・互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古 引き立て稽古・互格稽古・打ち込み・掛かり稽古
80

　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ
90

５・６年生

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30 木刀による剣道基本技稽古法

昇級
審査

木刀による剣道基本技稽古法

昇級
審査

木刀による剣道基本技稽古法
40 日本剣道形 日本剣道形 日本剣道形
50 木刀による基本技稽古法を竹刀で 木刀による基本技稽古法を竹刀で 木刀による基本技稽古法を竹刀で
60 約束稽古 引き立て稽古（元立ち） 引き立て稽古（元立ち） 引き立て稽古（元立ち）
70 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して竹刀で基本稽古
80 切り返し 切り　返し 切り返し・引き立て稽古 応用動作（対人的技能） 応用動作（対人的技能）
90 引き立て稽古 引き立て稽古 引き立て稽古

100 互格稽古 試合稽古・打ち込み稽古・掛かり稽古
試合　稽古

・打ち込　み稽古
・掛かり　稽古

打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古
・引き立て稽古・互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古

110
　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ

120

中
学
生

時配 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

学校行事 入学式 家庭訪問 中間テスト 期末テスト 夏休み 体育祭 中間
テスト 期末テスト 進路面接 冬休み 学年末テスト 卒業式 春休み

剣道行事

少年少女武道
錬成大会

中体連総合体育大会（市・郡→地区→都道府県→ブロック・全国） 中体連新人戦（市・郡→地区→都道府県）
段級
審査 夏季合宿 段級審査 稽古

納め
鏡開き
など 寒稽古 段級

審査

初心者

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30

木刀による剣道基本技稽古法
木刀による剣道基本技稽古法

40 日本剣道形
50 剣道具を着装せずに基本動作の稽古 木刀による基本技稽古法を竹刀で 剣道具を着装して基本技の稽古／切り返し
60 木刀による基本技稽古法を竹刀で 剣道具を着装して基本動作の稽古 応用動作（対人的技能） 引き立て稽古（元立ち）
70 剣道具を着装して基本動作の稽古 切り返し

打ち込み稽古・掛かり稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古、切り返し、応用動作
80 切り返し 応用動作（対人的技能）
90 見取り稽古 引き立て稽古・互格稽古
100 約束稽古 約束稽古・打ち込み稽古・掛かり稽古 互格稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古
110

　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ
120

経験者

10
　目標確認…・…健康観察…・…礼法の　確認…・…着装の点検・剣道用具の安全点検…・…準備運動

20
30

木刀による剣道基本技稽古法
木刀による剣道基本技稽古法

40 日本剣道形
50 日本剣道形 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して基本技の稽古／切り返し
60 剣道具を着装して基本動作の稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古 応用動作（対人的技能） 引き立て稽古（元立ち）
70

切り返し
切り返し・打ち込み稽古・掛かり稽古

打ち込み稽古・掛かり稽古 剣道具を着装して基本動作の稽古、切り返し、応用動作
80 応用動作（対人的技能）
90 　　　引き立て稽古（元立ち）
100 引き立て稽古・互格稽古 互格稽古・試合稽古 打ち込み稽古・掛かり稽古・互格稽古
110

　整理運動…・…講話…・…整理　整頓…・…ノート記入・後片づけ・稽古着片づけ
120
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剣　　道剣　　道

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月

→
習
熟
度
に
応
じ
て

ねらい

道場の雰囲気に慣れる／大きな声や音への恐怖心をなくす

ねらい

剣道着と袴をつけて練習できるようになる

ねらい

剣道具を着装した仲間と一緒に準備運動などができ
るようになる

ねらい

剣道具を着装して打たれることに慣れる

道場で楽しく過ごすことができるようになる／稽古への興味を持たせる 仲間と一緒に集団行動ができるようになる 剣道具を着けて稽古ができるようになる 木刀による基本技稽古法を竹刀で行うことができる
道場で学んだことを道場の外でも活かせるようになる／竹刀が振れるようになる 反復練習を集中してできるようになる 上手になるにはどうしたらよいか、自発的に考えら

えるようになる
打ち込み稽古：打つべき好機を捉えて打てるように
なる

反復の練習が根気よくできるようになる 剣道の基本的な礼法や動作（３つの礼、蹲踞、足さ
ばき（体さばき）など）ができるようになる

木刀による基本技稽古法への導入：形稽古が大きな
声と大きな技でできるようになる

連続して打ち込むための足や体の使い方を覚え始め
る

仲間の気持ちを尊重しながら行動できるようになる 剣道具を着けて所作ができるようになる 木刀による基本技稽古法を通して、間合や攻めにつ
いて学び始める

剣道具を着装して打ち込み稽古ができるようになる

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 稽古に来るまでの話を聞き、集中力などを確認 前回の稽古後の本人の様子を確認

同左 同左 同左

大きな声で返事ができるかどうか一人一人確認 稽古当日の本人の様子を確認
前回の稽古内容を憶えているかを確認 個別の健康事情（家でのケガ、家族内の風邪感染など）を確認する

着装の点検 剣道着とは限らない 一緒に点検してもらう
T シャツの裾など、危険の可能性を点検する 何が危険か、説明しながら理解してもらう
靴下を履いていないか。履いていたら脱いでもらう 個別の健康事情（家でのケガ、家族内の風邪感染など）を確認する
剣道着と袴の解説 着せ方を覚えてもらう
着装の不備による危険の可能性を点検する 何が危険か、説明しながら理解してもらう

竹刀の点検 分解して組み立ててみせる。竹刀の仕組みを見せる 竹刀の仕組み、点検方法、点検のポイントなどを理解してもらう。

20

準備運動、素振り 道場全員と一緒に行動する 一緒に運動してもらう

同左 同左 同左

経験者はお喋りなどを注意されるはずなので、厳しい雰囲気も感じてもらう
竹刀を振れない子は隣で話しかけながら一緒に見学
どういう子の素振りが上手いか。どこが上手いと思うかを言わせる
剣道の動作に興味を向ける
大きな声で発声できるようにする

稽古前の整列 道場全員と一緒に行動する 整列を手伝ってもらう
先生のお話を聞くときの態度を学ばせる

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

30

礼法・所作 ３つの礼の練習 礼の方法、意味などを理解してもらう 剣道具着
装

面を速く正確に着けることの大
切さを理解させる

家でも必ず練習して
ください、と保護者
にも伝わるように話
す

木刀によ
る基本技
稽古法

（基本１
と２）

基本 1 が大きな声と大きな技で
できるようになる

木刀が重いようなら
新聞紙をまるめて
振ってもよい…
子どもの背丈と体力
に合う新聞刀（刃と
峰の区別がつくも
の）の作成をお願い
する（鍔もあるとよ
い）

木刀によ
る基本技
稽古法

（基本１
～５）

大きな声と大きな技でできるよ
うになる

蹲踞の練習：両手を前に出して（→竹刀を持って）ゆっくり座る、ゆっくり立つ 大事なポイントや意味を理解してもらう 習熟に
従って
胴・垂の
み→面着
装までを
段階的に
剣道具の
重量に
徐々に慣
れさせる

指導者が前に座って一緒に面を
着ける…
速い子を褒めながら競争する

面を着ける場合は手
伝ってくれるように
お願いする

刃と峰の区別を理解して、帯刀、
抜刀などの作法ができるように
なる

竹刀の構え方指導 竹刀保持、腕、足など構え方を丁寧に見る 面を着けるときの注意点を大き
な動作で示しながら、全体に目
を配る

素振りの点検と指導 素振りの種類別に、素振りがしっかりできるように指導していく

40

竹刀打ち 構え→発声→竹刀を打つを指導者に向かってできるようにする なぜ大きな声で発声することが大切なのか、竹刀を打つときの足や手
の動作の必要性を理解してもらう

剣道具着
装への導
入

剣道具を着装して素振り（構え・
蹲踞もチェックする）

面の紐がほどけてし
まった子どもをフォ
ローしてくれるよう
お願いする

剣道具着
装

指導者が前に座って一緒に面を
着ける…
速い子を褒めながら競争する…
面を着けるときの注意点を大き
な動作で示しながら、全体に目
を配る

面を着ける場合は手
伝ってくれるように
お願いする

剣道具着
装

木刀による基本技稽古法（基本
１と２）を竹刀で稽古

面を着ける場合は手
伝ってくれるように
お願いする

竹刀を打って送り足 竹刀を打って送り足で抜け、振り返って残心をとるところまでできるようになる 剣道具を着装して竹刀打ち、送
り足…
剣道具を着装して面打ち

剣道具を着装して素振り（構え・
蹲踞もチェックする）

面の紐がほどけてし
まった子どもをフォ
ローしてくれるよう
お願いする

休憩（水分の摂取、着装の再点
検）

60

→
習
熟
度
、
体
格
・
発
育
段
階
な
ど
に
応
じ
て

休憩 水分の摂取、着装の再点検 休憩（水分の摂取、着装の再点
検）

休憩（水分の摂取、着装の再点
検）

稽古への
導入

剣道具を着装して竹刀打ち、送
り足

面の紐がほどけてし
まった子どもをフォ
ローしてくれるよう
お願いする

剣道につながる運動 両腕を伸ばして手を合わせ、新聞紙を真ん中で裂く→竹刀で行う 両側で新聞紙を持ってもらう 昇級審査
準備

礼法、所作の確認をする 説明を聞いてもら
い、家でも一緒に練
習してもらう

送り足の
稽古

姿勢に注意しながらできるよう
にする

送り足の
稽古

姿勢良く、速く動けるように
なったら、相手の動きに合わせ
て臨機応変に足を送れるように
する

両手で丸めた新聞紙を投げる 雪合戦のように一緒に投げて遊んでもらう 送り足の
稽古

前後左右に自在に動けるように
行う

稽古への
導入

剣道具を着装して竹刀打ち（送
り足で）

紐がほどけたり、着
装が危険な状態に
なっていないか、常
に見守ってもらう…
指導者の目が届かな
いところへのフォ
ローをお願いする

稽古への
導入

剣道具を着装して竹刀打ち（送
り足で）

紐がほどけたり、着
装が危険な状態に
なっていないか、常
に見守ってもらう…
指導者の目が届かな
いところへのフォ
ローをお願いする

床に線を２本引き、飛んでまたぐ。前進は右足で着地、左足もしっかり伴っているか
を確認。できるようになったら段階的に速くしていく、手の振りをつけていく

一緒に参加してもらう 速度にも緩急をつけて行う 剣道具を着装して面打ち 剣道具を着装して面打ち

送り足で道場往復：かかとを少し上げることを習慣づける。ゆっくり往復させる。姿
勢を崩さないように注意する

指導者や保護者も一緒に参加する 面打ち 最初は友達に打たれるのを怖が
る子もいるので様子を見ながら
徐々に子ども同士の稽古に移行
する

剣道具を着装して小手打ち 剣道具を着装して小手打ち

テープなどで作ったコース上を送り足で進む：足運びがいいかげんにならないように
注意する

コース作りなどを手伝ってもらう もし３、４年生や高学年の子が
参加できるなら面打ちを受ける
役を手伝ってもらってもよい

胴打ちへの導入：十分な説明と
示範が必要

一緒に説明を聞いて
もらい、危険のない
ように行うことの大
切さを理解してもら
う

胴打ちへの導入：実際に胴を打
つ

紙で作った円筒を踏みつぶす：踏み込み足への恐怖心をなくす 踏み込み足への導入であることを説明する。真上から踏むことが大切
であることを理解してもらう

ひととおり面打ちをしたら、発
表会形式で皆の前で面を打って
もらう

発表会の手伝いをし
てもらう

踏み込み足への導入：十分な説
明と示範が必要

踏み込み足への導入：徐々に稽
古の中に踏み込み足を導入する

見取り稽古 上級生の稽古、大人の稽古を見学する…
剣道は何段まであるのかな？あの先生は何段くらい？それはどうして？など、いろい
ろ聞きながら剣道そのものへの興味を持たせる

一緒に見学してもらう 発表した子どもの面はどこが良
かったか？挙手を募る

発表会形式で皆の前で面や小手
を披露させる

発表会の手伝いをし
てもらう

指導者に打ち込み稽古…
声が出ているか注意する

一通り終わったら保
護者も一緒に集合し
て、一人一人良いと
ころを褒めてあげ
る。保護者にもどう
いう剣道が良いのか
理解してもらい、見
る目を養ってもらう

面打ち 面を着けた指導者に面を打つ（面を着けた人への恐怖心をなくす） いつもより大きな声で頑張れた子は、保護者にも「今のはすごかった
ですね」などと話しかけ、保護者も注目している中で稽古しているこ
とを自覚してもらう

良い面打ち、普通の面打ち、ダ
メな面打ちを大げさにしてみせ
て、当てさせる

発表した子どもの面はどこが良
かったか？挙手を募る

慣れてきたら間合を切らないよ
うにして休まない稽古をする習
慣をつける

構えて向かい合った指導者に大きな声で「ヤー」と発声できるか。指導者も一緒に声
を出すこと。自分より大きな声だったら竹刀を横にして打ってよいと示す

集合して全員によく聞こえるよ
うに話す…
自分の打ちを良くしようという
意識を芽生えさせる

良い打ち、普通の打ち、ダメな
打ちを大げさにしてみせて、当
てさせる

それぞれの良いところを見つけ
て、大きな声で褒めること

稽古が散漫になりやすいので、時々全員を集合させ、上手にできている子を皆の前で
演武させるなどの工夫が必要

見取り稽
古

稽古の見方を学ばせる…
剣道への憧れや、一生懸命に稽
古する姿を評価できる視点を養
う

一緒に見学してもら
う

昇級審査
準備

大きな声と大きな技でで面や小
手を打つ練習をする

説明を聞いてもら
い、家でも一緒に練
習してもらう

残心をとったら走って戻ってまた列に並んで打つ、を繰り返す

70

整理運動 整理運動の大切さを理解する 散漫にならないように手伝ってもらう 同左 同左 同左講話 先生のお話を集中して聞けるようになる
後片づけ 仲間と協力して行う 片づけに集中できていない子どもに声かけをしてもらう

同左 同左 同左

稽古中に使ったゴミなどを仲間と協力して片づけられるようになる 注意散漫にならないよう声かけなど協力してもらう
稽古の服をたたむ T シャツなどで稽古している場合もあるが、自分の服を自分でたたむ習慣を身につける 手伝ってもらい、家庭でも実践してもらう
剣道着と袴をたたむ 指導者が一動作ずつ一緒にたたむ…

ついてこられない子が出ないようにゆっくり進める
保護者にも見学してもらい、袴のたたみ方を理解してもらう

たたんだ道着と袴を
持って来させてチェ
ックする

褒めて達成感を感じてもらう 子どもを手伝ってもらい、家でも練習してもらうようにする…
たたみ方のプリントを配るなどの配慮も必要

小学生 1・２年（初心者・　　　　未就学児含む）対象　指導計画例
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Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月

→
習
熟
度
に
応
じ
て

ねらい

道場の雰囲気に慣れる／大きな声や音への恐怖心をなくす

ねらい

剣道着と袴をつけて練習できるようになる

ねらい

剣道具を着装した仲間と一緒に準備運動などができ
るようになる

ねらい

剣道具を着装して打たれることに慣れる

道場で楽しく過ごすことができるようになる／稽古への興味を持たせる 仲間と一緒に集団行動ができるようになる 剣道具を着けて稽古ができるようになる 木刀による基本技稽古法を竹刀で行うことができる
道場で学んだことを道場の外でも活かせるようになる／竹刀が振れるようになる 反復練習を集中してできるようになる 上手になるにはどうしたらよいか、自発的に考えら

えるようになる
打ち込み稽古：打つべき好機を捉えて打てるように
なる

反復の練習が根気よくできるようになる 剣道の基本的な礼法や動作（３つの礼、蹲踞、足さ
ばき（体さばき）など）ができるようになる

木刀による基本技稽古法への導入：形稽古が大きな
声と大きな技でできるようになる

連続して打ち込むための足や体の使い方を覚え始め
る

仲間の気持ちを尊重しながら行動できるようになる 剣道具を着けて所作ができるようになる 木刀による基本技稽古法を通して、間合や攻めにつ
いて学び始める

剣道具を着装して打ち込み稽古ができるようになる

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 稽古に来るまでの話を聞き、集中力などを確認 前回の稽古後の本人の様子を確認

同左 同左 同左

大きな声で返事ができるかどうか一人一人確認 稽古当日の本人の様子を確認
前回の稽古内容を憶えているかを確認 個別の健康事情（家でのケガ、家族内の風邪感染など）を確認する

着装の点検 剣道着とは限らない 一緒に点検してもらう
T シャツの裾など、危険の可能性を点検する 何が危険か、説明しながら理解してもらう
靴下を履いていないか。履いていたら脱いでもらう 個別の健康事情（家でのケガ、家族内の風邪感染など）を確認する
剣道着と袴の解説 着せ方を覚えてもらう
着装の不備による危険の可能性を点検する 何が危険か、説明しながら理解してもらう

竹刀の点検 分解して組み立ててみせる。竹刀の仕組みを見せる 竹刀の仕組み、点検方法、点検のポイントなどを理解してもらう。

20

準備運動、素振り 道場全員と一緒に行動する 一緒に運動してもらう

同左 同左 同左

経験者はお喋りなどを注意されるはずなので、厳しい雰囲気も感じてもらう
竹刀を振れない子は隣で話しかけながら一緒に見学
どういう子の素振りが上手いか。どこが上手いと思うかを言わせる
剣道の動作に興味を向ける
大きな声で発声できるようにする

稽古前の整列 道場全員と一緒に行動する 整列を手伝ってもらう
先生のお話を聞くときの態度を学ばせる

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

30

礼法・所作 ３つの礼の練習 礼の方法、意味などを理解してもらう 剣道具着
装

面を速く正確に着けることの大
切さを理解させる

家でも必ず練習して
ください、と保護者
にも伝わるように話
す

木刀によ
る基本技
稽古法

（基本１
と２）

基本 1 が大きな声と大きな技で
できるようになる

木刀が重いようなら
新聞紙をまるめて
振ってもよい…
子どもの背丈と体力
に合う新聞刀（刃と
峰の区別がつくも
の）の作成をお願い
する（鍔もあるとよ
い）

木刀によ
る基本技
稽古法

（基本１
～５）

大きな声と大きな技でできるよ
うになる

蹲踞の練習：両手を前に出して（→竹刀を持って）ゆっくり座る、ゆっくり立つ 大事なポイントや意味を理解してもらう 習熟に
従って
胴・垂の
み→面着
装までを
段階的に
剣道具の
重量に
徐々に慣
れさせる

指導者が前に座って一緒に面を
着ける…
速い子を褒めながら競争する

面を着ける場合は手
伝ってくれるように
お願いする

刃と峰の区別を理解して、帯刀、
抜刀などの作法ができるように
なる

竹刀の構え方指導 竹刀保持、腕、足など構え方を丁寧に見る 面を着けるときの注意点を大き
な動作で示しながら、全体に目
を配る

素振りの点検と指導 素振りの種類別に、素振りがしっかりできるように指導していく

40

竹刀打ち 構え→発声→竹刀を打つを指導者に向かってできるようにする なぜ大きな声で発声することが大切なのか、竹刀を打つときの足や手
の動作の必要性を理解してもらう

剣道具着
装への導
入

剣道具を着装して素振り（構え・
蹲踞もチェックする）

面の紐がほどけてし
まった子どもをフォ
ローしてくれるよう
お願いする

剣道具着
装

指導者が前に座って一緒に面を
着ける…
速い子を褒めながら競争する…
面を着けるときの注意点を大き
な動作で示しながら、全体に目
を配る

面を着ける場合は手
伝ってくれるように
お願いする

剣道具着
装

木刀による基本技稽古法（基本
１と２）を竹刀で稽古

面を着ける場合は手
伝ってくれるように
お願いする

竹刀を打って送り足 竹刀を打って送り足で抜け、振り返って残心をとるところまでできるようになる 剣道具を着装して竹刀打ち、送
り足…
剣道具を着装して面打ち

剣道具を着装して素振り（構え・
蹲踞もチェックする）

面の紐がほどけてし
まった子どもをフォ
ローしてくれるよう
お願いする

休憩（水分の摂取、着装の再点
検）

60

→
習
熟
度
、
体
格
・
発
育
段
階
な
ど
に
応
じ
て

休憩 水分の摂取、着装の再点検 休憩（水分の摂取、着装の再点
検）

休憩（水分の摂取、着装の再点
検）

稽古への
導入

剣道具を着装して竹刀打ち、送
り足

面の紐がほどけてし
まった子どもをフォ
ローしてくれるよう
お願いする

剣道につながる運動 両腕を伸ばして手を合わせ、新聞紙を真ん中で裂く→竹刀で行う 両側で新聞紙を持ってもらう 昇級審査
準備

礼法、所作の確認をする 説明を聞いてもら
い、家でも一緒に練
習してもらう

送り足の
稽古

姿勢に注意しながらできるよう
にする

送り足の
稽古

姿勢良く、速く動けるように
なったら、相手の動きに合わせ
て臨機応変に足を送れるように
する

両手で丸めた新聞紙を投げる 雪合戦のように一緒に投げて遊んでもらう 送り足の
稽古

前後左右に自在に動けるように
行う

稽古への
導入

剣道具を着装して竹刀打ち（送
り足で）

紐がほどけたり、着
装が危険な状態に
なっていないか、常
に見守ってもらう…
指導者の目が届かな
いところへのフォ
ローをお願いする

稽古への
導入

剣道具を着装して竹刀打ち（送
り足で）

紐がほどけたり、着
装が危険な状態に
なっていないか、常
に見守ってもらう…
指導者の目が届かな
いところへのフォ
ローをお願いする

床に線を２本引き、飛んでまたぐ。前進は右足で着地、左足もしっかり伴っているか
を確認。できるようになったら段階的に速くしていく、手の振りをつけていく

一緒に参加してもらう 速度にも緩急をつけて行う 剣道具を着装して面打ち 剣道具を着装して面打ち

送り足で道場往復：かかとを少し上げることを習慣づける。ゆっくり往復させる。姿
勢を崩さないように注意する

指導者や保護者も一緒に参加する 面打ち 最初は友達に打たれるのを怖が
る子もいるので様子を見ながら
徐々に子ども同士の稽古に移行
する

剣道具を着装して小手打ち 剣道具を着装して小手打ち

テープなどで作ったコース上を送り足で進む：足運びがいいかげんにならないように
注意する

コース作りなどを手伝ってもらう もし３、４年生や高学年の子が
参加できるなら面打ちを受ける
役を手伝ってもらってもよい

胴打ちへの導入：十分な説明と
示範が必要

一緒に説明を聞いて
もらい、危険のない
ように行うことの大
切さを理解してもら
う

胴打ちへの導入：実際に胴を打
つ

紙で作った円筒を踏みつぶす：踏み込み足への恐怖心をなくす 踏み込み足への導入であることを説明する。真上から踏むことが大切
であることを理解してもらう

ひととおり面打ちをしたら、発
表会形式で皆の前で面を打って
もらう

発表会の手伝いをし
てもらう

踏み込み足への導入：十分な説
明と示範が必要

踏み込み足への導入：徐々に稽
古の中に踏み込み足を導入する

見取り稽古 上級生の稽古、大人の稽古を見学する…
剣道は何段まであるのかな？あの先生は何段くらい？それはどうして？など、いろい
ろ聞きながら剣道そのものへの興味を持たせる

一緒に見学してもらう 発表した子どもの面はどこが良
かったか？挙手を募る

発表会形式で皆の前で面や小手
を披露させる

発表会の手伝いをし
てもらう

指導者に打ち込み稽古…
声が出ているか注意する

一通り終わったら保
護者も一緒に集合し
て、一人一人良いと
ころを褒めてあげ
る。保護者にもどう
いう剣道が良いのか
理解してもらい、見
る目を養ってもらう

面打ち 面を着けた指導者に面を打つ（面を着けた人への恐怖心をなくす） いつもより大きな声で頑張れた子は、保護者にも「今のはすごかった
ですね」などと話しかけ、保護者も注目している中で稽古しているこ
とを自覚してもらう

良い面打ち、普通の面打ち、ダ
メな面打ちを大げさにしてみせ
て、当てさせる

発表した子どもの面はどこが良
かったか？挙手を募る

慣れてきたら間合を切らないよ
うにして休まない稽古をする習
慣をつける

構えて向かい合った指導者に大きな声で「ヤー」と発声できるか。指導者も一緒に声
を出すこと。自分より大きな声だったら竹刀を横にして打ってよいと示す

集合して全員によく聞こえるよ
うに話す…
自分の打ちを良くしようという
意識を芽生えさせる

良い打ち、普通の打ち、ダメな
打ちを大げさにしてみせて、当
てさせる

それぞれの良いところを見つけ
て、大きな声で褒めること

稽古が散漫になりやすいので、時々全員を集合させ、上手にできている子を皆の前で
演武させるなどの工夫が必要

見取り稽
古

稽古の見方を学ばせる…
剣道への憧れや、一生懸命に稽
古する姿を評価できる視点を養
う

一緒に見学してもら
う

昇級審査
準備

大きな声と大きな技でで面や小
手を打つ練習をする

説明を聞いてもら
い、家でも一緒に練
習してもらう

残心をとったら走って戻ってまた列に並んで打つ、を繰り返す

70

整理運動 整理運動の大切さを理解する 散漫にならないように手伝ってもらう 同左 同左 同左講話 先生のお話を集中して聞けるようになる
後片づけ 仲間と協力して行う 片づけに集中できていない子どもに声かけをしてもらう

同左 同左 同左

稽古中に使ったゴミなどを仲間と協力して片づけられるようになる 注意散漫にならないよう声かけなど協力してもらう
稽古の服をたたむ T シャツなどで稽古している場合もあるが、自分の服を自分でたたむ習慣を身につける 手伝ってもらい、家庭でも実践してもらう
剣道着と袴をたたむ 指導者が一動作ずつ一緒にたたむ…

ついてこられない子が出ないようにゆっくり進める
保護者にも見学してもらい、袴のたたみ方を理解してもらう

たたんだ道着と袴を
持って来させてチェ
ックする

褒めて達成感を感じてもらう 子どもを手伝ってもらい、家でも練習してもらうようにする…
たたみ方のプリントを配るなどの配慮も必要

小学生 1・２年（初心者・　　　　未就学児含む）対象　指導計画例
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剣　　道剣　　道

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい 所作、基本の動作を確認し、正確に行えるようになる ねらい 自分のことを自分で、自発的にできるようになる ねらい 木刀の刃や鎬の意味を理解し、所作や保持について考えられ

るようになる
ねらい 木刀の発表会などを通じて評価する目を養う

稽古着や剣道具の着装、片づけなどを自分でできるようにな
る

体格差が出てくる時期なので、力で押さない剣道を身につけ
る

試合稽古に強い気持ちで臨めるようになる 指導者に出された課題について自分で考え、努力できるよう
になる

道場の一員としてチームワークを意識できるようになる 基本の稽古を地稽古で出せるようになる 自分の稽古を評価できるようになる 積極的に技をしかけていく稽古ができるようになる
一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 学校の話なども聞き、心身の状態
を確認する

家庭での様子を確認する

同左 同左 同左

稽古の目標などを確認しながら、
気持ちを稽古に向けていく

着装の点検 正しい着装ができているかを点検 一人でできるようになる
よう支援してもらう紐の結び方（縦結びになっていな

いか）などが正確にできるように
なる
剣道具を自分で出して準備する

竹刀の点検 竹刀の仕組みを理解し、自分で目
視点検ができるようになる

分解や組み立て、手入れ
などを子どもと一緒にで
きるようになってもらう

20

準備運動、
素振り

自発的に整列し、周囲に合わせて
集団行動ができるようになる 同左 同左 同左稽古に向かう気持ちを自発的に整
えていけるようになる

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

40

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
新しく入った、剣道を知
らない保護者へのフォ
ローをお願いする…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする…
道場全体の健康と安全に
ついて、季節を通じて配
慮・工夫をお願いする

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
熱中症などに注意して、
団員一人一人に細やかに
目を配ってもらうように
お願いする…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする…

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
試合後の子どもたちの
フォローや、見守ってい
る、応援していることの
表明をしてもらう…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
寒い時期になるので、稽
古時間の短縮や、開始時
刻の変更など、指導者と
相談しながら調整する…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする

指導者を相手に細かいところ（姿
勢・足さばき（体さばき）・間合・
打突・残心など）まで意識する習
慣をつけていく

注意するポイントを意識して行え
るようになる

所作について再確認する 発表会や級審査を通じて評価する
目を養う

同級生を相手に真摯な態度で取り
組めるようになる

緩急強弱の意味と意義を理解して
行えるようになる

細部を丁寧に復習し、正確に技を
出せるようになる

木刀で行う体得した技を竹刀稽古
でも出せるようになる

50

剣道具を着
装して基本
技稽古法

竹刀を用いて実際に打突する 剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）・
切り返し（体当たりを除く。左右
面の連続）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合いの基本を習
得する

剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）・
切り返し（体当たりを除く。左右
面の連続）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合いの基本を習
得する

剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）・
切り返し（体当たりを除く。左右
面の連続）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合いの基本を習
得する

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しく
できるようになる

体が崩れない体の動かし方を体得
していく…
正しい足さばき（体さばき）を体
得する

体が崩れない体の動かし方を体得
していく…
正しい足さばき（体さばき）を体
得する

木刀による基本技稽古法の技も稽
古する

60

剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり　鍔ぜり合い

約束稽古 上級生に掛かる稽古 約束稽古 上級生に掛かる稽古 約束稽古 上級生に掛かる稽古

体が崩れない体の動かし方を体得
していく…
正しい足さばき（体さばき）を体
得する

大きな声と大きな技で行えるよう
になる…
打ち切る技を体得する

いろいろな技を試せるようになる…
打突の好機を理解できるようにな
る

いろいろな技を試せるようになる…
打突の好機を理解できるようにな
る

70

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
切り返し 切り返しの目的、稽古のポイント

を把握する…
引き立て稽
古

指導者に掛かる稽古…
集中力を切らさずに間断なく打て
るようになる

引き立て稽
古

良い打ちができたときに褒めても
らうことによって、自分の打突を
自己評価できるようになる

打ち込み稽
古・掛かり
稽古

短時間集中して休まない稽古がで
きるようになる

大きな声と大きな技で、正しい切
り返しができるようになる

互格稽古 体格差を利用して押したり力で解
決しようとしたりしないようにさ
せる

自分の打突を評価し、改善に繋げ
ていけるようになる

引き立て稽
古

前回指導された点を改善して稽古
で実現できるようになる

引き立て稽
古

指導者に掛かる稽古…
集中力を切らさずに間断なく打て
るようになる

互格稽古 相手のくせや技量を見て技を出し
ていけるようになる

互格稽古 稽古で会得したことを総合的に稽
古に活かせるようになる

見取り稽古 上級生の稽古を見学して、どうい
う稽古がよいのか、評価する目を
養う

お互いに気勢十分で充実した稽古
ができるようになる

80

整理運動 集中力を切らさずにクールダウン
する 同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く態度を身に
つける

90

後片づけ 周囲の状況を見ながら、仲間と協
力して自発的に行動できるように
なる

子どもに声をかけながら、
作業がスムーズに進むよ
う協力してもらう

同左 同左 同左
剣道着と袴
をたたむ

自分で剣道着や袴がたためるよう
になる

自分でできるように、家
庭でも支援してもらう

剣道ノート
の記入

教わったことを思い出して簡単に
書く…
指導者が指導や感想を加筆しても
よい

家で書かないで済むよう
に声をかけるようお願い
する

小学生３・4 年　　　　対象　指導計画例
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Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい 所作、基本の動作を確認し、正確に行えるようになる ねらい 自分のことを自分で、自発的にできるようになる ねらい 木刀の刃や鎬の意味を理解し、所作や保持について考えられ

るようになる
ねらい 木刀の発表会などを通じて評価する目を養う

稽古着や剣道具の着装、片づけなどを自分でできるようにな
る

体格差が出てくる時期なので、力で押さない剣道を身につけ
る

試合稽古に強い気持ちで臨めるようになる 指導者に出された課題について自分で考え、努力できるよう
になる

道場の一員としてチームワークを意識できるようになる 基本の稽古を地稽古で出せるようになる 自分の稽古を評価できるようになる 積極的に技をしかけていく稽古ができるようになる
一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 学校の話なども聞き、心身の状態
を確認する

家庭での様子を確認する

同左 同左 同左

稽古の目標などを確認しながら、
気持ちを稽古に向けていく

着装の点検 正しい着装ができているかを点検 一人でできるようになる
よう支援してもらう紐の結び方（縦結びになっていな

いか）などが正確にできるように
なる
剣道具を自分で出して準備する

竹刀の点検 竹刀の仕組みを理解し、自分で目
視点検ができるようになる

分解や組み立て、手入れ
などを子どもと一緒にで
きるようになってもらう

20

準備運動、
素振り

自発的に整列し、周囲に合わせて
集団行動ができるようになる 同左 同左 同左稽古に向かう気持ちを自発的に整
えていけるようになる

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

40

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
新しく入った、剣道を知
らない保護者へのフォ
ローをお願いする…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする…
道場全体の健康と安全に
ついて、季節を通じて配
慮・工夫をお願いする

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
熱中症などに注意して、
団員一人一人に細やかに
目を配ってもらうように
お願いする…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする…

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
試合後の子どもたちの
フォローや、見守ってい
る、応援していることの
表明をしてもらう…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする

木刀による
基本技稽古
法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為
などがないかを注意して
もらう…
寒い時期になるので、稽
古時間の短縮や、開始時
刻の変更など、指導者と
相談しながら調整する…
道場の行事への参加を通
じて道場の理念などを理
解し、その浸透に協力を
お願いする

指導者を相手に細かいところ（姿
勢・足さばき（体さばき）・間合・
打突・残心など）まで意識する習
慣をつけていく

注意するポイントを意識して行え
るようになる

所作について再確認する 発表会や級審査を通じて評価する
目を養う

同級生を相手に真摯な態度で取り
組めるようになる

緩急強弱の意味と意義を理解して
行えるようになる

細部を丁寧に復習し、正確に技を
出せるようになる

木刀で行う体得した技を竹刀稽古
でも出せるようになる

50

剣道具を着
装して基本
技稽古法

竹刀を用いて実際に打突する 剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）・
切り返し（体当たりを除く。左右
面の連続）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合いの基本を習
得する

剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）・
切り返し（体当たりを除く。左右
面の連続）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合いの基本を習
得する

剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）・
切り返し（体当たりを除く。左右
面の連続）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合いの基本を習
得する

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しく
できるようになる

体が崩れない体の動かし方を体得
していく…
正しい足さばき（体さばき）を体
得する

体が崩れない体の動かし方を体得
していく…
正しい足さばき（体さばき）を体
得する

木刀による基本技稽古法の技も稽
古する

60

剣道具を着
装して基本
動作の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり　鍔ぜり合い

約束稽古 上級生に掛かる稽古 約束稽古 上級生に掛かる稽古 約束稽古 上級生に掛かる稽古

体が崩れない体の動かし方を体得
していく…
正しい足さばき（体さばき）を体
得する

大きな声と大きな技で行えるよう
になる…
打ち切る技を体得する

いろいろな技を試せるようになる…
打突の好機を理解できるようにな
る

いろいろな技を試せるようになる…
打突の好機を理解できるようにな
る

70

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
切り返し 切り返しの目的、稽古のポイント

を把握する…
引き立て稽
古

指導者に掛かる稽古…
集中力を切らさずに間断なく打て
るようになる

引き立て稽
古

良い打ちができたときに褒めても
らうことによって、自分の打突を
自己評価できるようになる

打ち込み稽
古・掛かり
稽古

短時間集中して休まない稽古がで
きるようになる

大きな声と大きな技で、正しい切
り返しができるようになる

互格稽古 体格差を利用して押したり力で解
決しようとしたりしないようにさ
せる

自分の打突を評価し、改善に繋げ
ていけるようになる

引き立て稽
古

前回指導された点を改善して稽古
で実現できるようになる

引き立て稽
古

指導者に掛かる稽古…
集中力を切らさずに間断なく打て
るようになる

互格稽古 相手のくせや技量を見て技を出し
ていけるようになる

互格稽古 稽古で会得したことを総合的に稽
古に活かせるようになる

見取り稽古 上級生の稽古を見学して、どうい
う稽古がよいのか、評価する目を
養う

お互いに気勢十分で充実した稽古
ができるようになる

80

整理運動 集中力を切らさずにクールダウン
する 同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く態度を身に
つける

90

後片づけ 周囲の状況を見ながら、仲間と協
力して自発的に行動できるように
なる

子どもに声をかけながら、
作業がスムーズに進むよ
う協力してもらう

同左 同左 同左
剣道着と袴
をたたむ

自分で剣道着や袴がたためるよう
になる

自分でできるように、家
庭でも支援してもらう

剣道ノート
の記入

教わったことを思い出して簡単に
書く…
指導者が指導や感想を加筆しても
よい

家で書かないで済むよう
に声をかけるようお願い
する

小学生３・4 年　　　　対象　指導計画例
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剣　　道剣　　道

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい 所作、基本の動作を確認し、正確に行えるようになる ねらい 稽古仲間と励まし合いながら道場としてのチームワークを意識でき

るようになる
ねらい 攻めを意識して稽古ができるようになる ねらい 木刀の発表会などを通じて評価する目を養う

上級生としての自覚を持ち、下級生の様子に気を配れるようになる 剣道形を通して刀の扱い方、所作の確認を覚える 剣道形を通して竹刀保持、応じ技、鎬の使い方などを覚える 稽古で応じ技を出せるようになる
稽古仲間を認め合い、高め合う工夫が自発的にできるようになる 試合の結果を前向きに捉えて自発的に改善できるようになる 正しい足さばき（体さばき）で稽古ができるようになる 呼吸や足さばき（体さばき）などを稽古を通じて錬成する

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 寝不足など、ケガにつながる要因がな
いか確認する

家庭での様子を確認する

同左 同左 同左

着装の点検 一人で正しい着装ができているかを点
検
紐の結び方（縦結びになっていないか）
など、重点的に点検する
剣道具に壊れたりほころびたりしてい
るところがないか点検する

竹刀の点検 竹刀を分解して組み立てることができ
るか

竹刀削りなどを安全に使え
るようになるよう、家庭で
の練習に協力を依頼する

下級生の支援 着装や竹刀の点検のポイントを押さ
え、初心者や下級生の点検の支援を行
えるようになる

20

準備運動、素
振り

下級生のお手本となるような動き、発
声 同左 同左 同左稽古に向かう雰囲気作りを手伝えるよ
うになる

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

30
木刀による基
本技稽古法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為な
どがないかを注意してもら
う…
道場の運営について、保護
者側の中心的な立場となっ
て意見や要望をまとめても
らう…
道場行事などを積極的に参
画してもらう

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

40

指導者を相手に細かいところ（姿勢・
足さばき（体さばき）・間合・打突・
残心など）まで意識する習慣をつけて
いく

日本剣道形
（三本目まで）

日本剣道形の歴史と意義を学ぶ…
五つの構えを習い、理解する

日本剣道形
（四本目～七
本目）

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…

日本剣道形 剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

同級生を相手に真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

木刀の扱い方、木刀を持ったときの所
作を習い始める

鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

木刀稽古の発表会などを行ってもよい…
下級生の木刀稽古を評価できるように
なる

50

剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する 剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する 剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する 剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する
一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

60

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
相手の背丈や練度によって間合を考え
ることができるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
相手の背丈や練度によって間合を考え
ることができるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

相手の状態を見て、適切な対応や励ま
しを行うことができるようになる

相手の良いところを認め、声をかけた
りアドバイスができるようになる

相手の練度を見ながら受け方を変えた
り、負荷をかけたりの調整ができるよ
うになる

80

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把
握する…
正確に切り返しができるようになる

（体当たりを入れる場合と入れない場
合があるー体格や習熟度などを考慮す
る）

切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把
握する…
正確に切り返しができるようになる

（体当たりを入れる場合と入れない場
合があるー体格や習熟度などを考慮す
る）

切り返し 正しい呼吸法を意識できるようになる…
次の技に備える足を意識できるように
なる

切り返し 大きな技で打つことを再確認する…
指導者の指導を仰ぎながら、様々な形
の切り返しができるようになる

切り返しの受け方…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

切り返しの受け方…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

引き立て稽古 出がしらの技（出ばな）を出せるよう
になる…
抜き技（間合で抜く、体さばきで抜く）
を体得する

応用動作 対人的技能を習得する…
正確な応じ技を体得していく

90

引き立て稽古 指導者に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
中学生に対して思いきった技で打ち切
れるようになる

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
前回指導されたポイントを改善して稽
古で実現できるようになる

100

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
互格稽古 積極的に技を仕掛けられるようになる…

攻め合うことができるようになる
試合稽古 結果を前向きに捉え、反省を活かした

稽古目標を自発的に策定できるように
なる

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

間合を切らずに打ち込んでいくことが
できるようになる…
集中力を切らさずに稽古を持続する

互格稽古 攻めて、打つべき好機を捉えて打突す
ることができるようになる

引き立て稽古…
互格稽古

これまで習得したことを活かしながら
稽古できるようになる

110

整理運動 集中力を切らさずにクールダウンする
同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く態度を下級生に

示す

120

後片づけ 中学生とも協力して道場の保全を意識
できるようになる

同左 同左 同左
剣道着と袴を
たたむ

自発的に、素早く作業できるようにな
る

剣道ノートの
記入

教わったことの他に、自分の感じたこ
とも書き添えられるとよい…
指導者がその時期のテーマに合った課
題を出してもよい

家で書かないで済むように
支援してもらう

小学生５・６年　　　　対象　指導計画例
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Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい 所作、基本の動作を確認し、正確に行えるようになる ねらい 稽古仲間と励まし合いながら道場としてのチームワークを意識でき

るようになる
ねらい 攻めを意識して稽古ができるようになる ねらい 木刀の発表会などを通じて評価する目を養う

上級生としての自覚を持ち、下級生の様子に気を配れるようになる 剣道形を通して刀の扱い方、所作の確認を覚える 剣道形を通して竹刀保持、応じ技、鎬の使い方などを覚える 稽古で応じ技を出せるようになる
稽古仲間を認め合い、高め合う工夫が自発的にできるようになる 試合の結果を前向きに捉えて自発的に改善できるようになる 正しい足さばき（体さばき）で稽古ができるようになる 呼吸や足さばき（体さばき）などを稽古を通じて錬成する

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 寝不足など、ケガにつながる要因がな
いか確認する

家庭での様子を確認する

同左 同左 同左

着装の点検 一人で正しい着装ができているかを点
検
紐の結び方（縦結びになっていないか）
など、重点的に点検する
剣道具に壊れたりほころびたりしてい
るところがないか点検する

竹刀の点検 竹刀を分解して組み立てることができ
るか

竹刀削りなどを安全に使え
るようになるよう、家庭で
の練習に協力を依頼する

下級生の支援 着装や竹刀の点検のポイントを押さ
え、初心者や下級生の点検の支援を行
えるようになる

20

準備運動、素
振り

下級生のお手本となるような動き、発
声 同左 同左 同左稽古に向かう雰囲気作りを手伝えるよ
うになる

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

30
木刀による基
本技稽古法

木刀で行う 稽古を通じて危険な行為な
どがないかを注意してもら
う…
道場の運営について、保護
者側の中心的な立場となっ
て意見や要望をまとめても
らう…
道場行事などを積極的に参
画してもらう

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

40

指導者を相手に細かいところ（姿勢・
足さばき（体さばき）・間合・打突・
残心など）まで意識する習慣をつけて
いく

日本剣道形
（三本目まで）

日本剣道形の歴史と意義を学ぶ…
五つの構えを習い、理解する

日本剣道形
（四本目～七
本目）

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…

日本剣道形 剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

同級生を相手に真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

木刀の扱い方、木刀を持ったときの所
作を習い始める

鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

木刀稽古の発表会などを行ってもよい…
下級生の木刀稽古を評価できるように
なる

50

剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する 剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する 剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する 剣道具を着装
して基本技稽
古法

竹刀で行い、実際に打突する
一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

60

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
相手の背丈や練度によって間合を考え
ることができるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
相手の背丈や練度によって間合を考え
ることができるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

相手の状態を見て、適切な対応や励ま
しを行うことができるようになる

相手の良いところを認め、声をかけた
りアドバイスができるようになる

相手の練度を見ながら受け方を変えた
り、負荷をかけたりの調整ができるよ
うになる

80

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）…
打たせ方、受け方…
体当たり／鍔ぜり合い（要領を十分に
説明して指導する）

切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把
握する…
正確に切り返しができるようになる

（体当たりを入れる場合と入れない場
合があるー体格や習熟度などを考慮す
る）

切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把
握する…
正確に切り返しができるようになる

（体当たりを入れる場合と入れない場
合があるー体格や習熟度などを考慮す
る）

切り返し 正しい呼吸法を意識できるようになる…
次の技に備える足を意識できるように
なる

切り返し 大きな技で打つことを再確認する…
指導者の指導を仰ぎながら、様々な形
の切り返しができるようになる

切り返しの受け方…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

切り返しの受け方…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

引き立て稽古 出がしらの技（出ばな）を出せるよう
になる…
抜き技（間合で抜く、体さばきで抜く）
を体得する

応用動作 対人的技能を習得する…
正確な応じ技を体得していく

90

引き立て稽古 指導者に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
中学生に対して思いきった技で打ち切
れるようになる

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
前回指導されたポイントを改善して稽
古で実現できるようになる

100

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
互格稽古 積極的に技を仕掛けられるようになる…

攻め合うことができるようになる
試合稽古 結果を前向きに捉え、反省を活かした

稽古目標を自発的に策定できるように
なる

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

間合を切らずに打ち込んでいくことが
できるようになる…
集中力を切らさずに稽古を持続する

互格稽古 攻めて、打つべき好機を捉えて打突す
ることができるようになる

引き立て稽古…
互格稽古

これまで習得したことを活かしながら
稽古できるようになる

110

整理運動 集中力を切らさずにクールダウンする
同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く態度を下級生に

示す

120

後片づけ 中学生とも協力して道場の保全を意識
できるようになる

同左 同左 同左
剣道着と袴を
たたむ

自発的に、素早く作業できるようにな
る

剣道ノートの
記入

教わったことの他に、自分の感じたこ
とも書き添えられるとよい…
指導者がその時期のテーマに合った課
題を出してもよい

家で書かないで済むように
支援してもらう

小学生５・６年　　　　対象　指導計画例
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剣　　道剣　　道

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい 剣道の歴史と文化を理解し、伝統的な考え方や行動の仕方があるこ

とを理解する
ねらい 稽古仲間と励まし合いながら道場としてのチームワークを意識でき

るようになる
ねらい 攻めを意識して稽古ができるようになる ねらい シニアリーダーとしての自覚を持ち、下級生の支援ができるように

なる
剣道用具を大切にし、正しい着装と稽古後の始末ができるようにな
る

しかけ技から応じ技を学び、体得した技を稽古で出せるようになる 剣道形を通して竹刀保持、応じ技、鎬の使い方などを覚える 稽古で応じ技を出せるようになる

剣道の基本的な動作に慣れ、適切な竹刀さばき、足さばき（体さばき）
を体得する

試合の結果を前向きに捉え、改善に向けて稽古ができるようになる 集中力を切らさずに稽古が続けられるようになる 呼吸や足さばき（体さばき）などを稽古を通じて錬成する

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 部活動での様子も確認する 家庭での様子を確認する 健康観察 学校生活や部活動での様子も確認する 家庭での様子を確認する

同左 同左

着装の点検 正しい着装ができているかを点検 着装の点検 素早く正しく着装できるように練習す
る

紐の結び方（縦結びになっていないか）
など、重点的に点検する

剣道具に壊れたりほころびたりしてい
るところがないか点検する

剣道具に壊れたりほころびたりしてい
るところがないか点検する

下級生の支援 着装や点検について下級生を支援でき
るようになる

竹刀の点検 竹刀の仕組みを理解し、自分で手入れ
ができるようになる

竹刀削りなどを安全に使え
るようになるよう、家庭で
の練習に協力を依頼する

竹刀の点検 自発的に竹刀を点検し、手入れができ
るようになる

道場の保全 道場の保全について理解し、稽古開始
に向けて環境を整備する

道場の保全 道場の保全について理解し、稽古開始
に向けて環境を整備する

20

準備運動、素
振り

稽古に向けた道場の雰囲気作りをする
同左 同左 同左

大きな発声、大きな技で正確に行う
メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

40

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う 心身ともに大きく変化する
中学生の…
・家庭での躾…
・返事…
・整理整頓…
・家庭での会話…
などについて、指導者と情
報を共有しあい、協力して
見守れる態勢を作る。…
進路や学校での悩みなどに
ついても本人が話しやすい
方法を模索できるとよい

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

指導者を相手に細かいところまで意識
する習慣をつけていく

指導者と行い細かいところまで意識す
る習慣をつけていく

日本剣道形
（三本目まで）

日本剣道形の歴史と意義を学ぶ…
五つの構えを習い、理解する

日本剣道形
（四本目～七
本目）

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

同級生を相手に真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

同級生と行い、真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

刀の扱い方、刀を持ったときの所作を
習い始める

木刀稽古の発表会などを行ってもよい

50

剣道具を着装
せずに基本動
作の稽古

姿勢、構え、構え方と納め方…
足さばき（体さばき）、素振り、掛け
声（発声）、間合

剣道具を着装
して基本技稽
古法

剣道具を自分で正しく着装できるよう
になる

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領を説明した上で形のみ実施）

下級生の木刀稽古を評価できるように
なる

剣道の歴史と文化についても説明し、
理解させる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

切り返し 大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

60

剣道具を着装
して基本技稽
古法

剣道具を自分で正しく着装できるよう
になる

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の説明のみ）

応用動作（対
人的技能）

木刀の稽古から鎬の使い方などを理解
し、竹刀稽古に応用できるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

切り返し 大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
足さばき（体さばき）も正しくできる
ように注意する

相手の練度を見ながら受け方を変えた
り、負荷をかけたりの調整ができるよ
うになる

80

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の説明のみ）

応用動作（対
人的技能）

基本動作から応用動作への移行 打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領を説明した上で実施）

切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把
握する…
正確に切り返しができるようになる

打つべき好機について理解し、機を捉
えて技を出せるようになる

切り返し 大きな技で打つことを再確認する…
指導者の指導を仰ぎながら、様々な形
の切り返しができるようになる

大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる

集中力を切らさずに稽古が続けられる
ようになる

応用動作 対人的技能を習得する…
正確な応じ技を体得していく

90

見取り稽古 指導者や経験者の稽古を見て、剣道の
稽古について理解する

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
思いきった技で打ち切れるようになる

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
前回指導されたポイントを改善して稽
古で実現できるようになる

100

約束稽古 基本の技を正確に打てるようになる 約束稽古 指導者に掛かる稽古…
その日の稽古を振り返り、習った技を
出してみられるようになる

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検

指導者や上級生に掛かる稽古 打ち込み稽
古・掛かり稽
古

間合を切らずに打ち込んでいくことが
できるようになる…
集中力を切らさずに稽古を持続する

互格稽古 攻めについて考えられるようになる 打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

相手をしっかり見て、相手の動きに応
じられるようになる

互格稽古 これまで習得したことを活かしながら
稽古できるようになる

110
整理運動 集中力を切らさずにクールダウンする 同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く

120

後片づけ 教場（道場）に対しての心構えを理解
し、掃除、剣道具の整理と点検などを
自発的に行えるようになる

同左 同左 同左剣道着と袴を
たたむ

剣道着と袴のたたみ方を学び、自分で
行えるようになる

剣道ノートの
記入

教わったことの他に、自分の感じたこ
とも書き添えられるとよい

中学生初心者　　　　対象　指導計画例



6767

Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導Ⅳ章　町道場などに学ぶ少年少女剣士の指導

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい 剣道の歴史と文化を理解し、伝統的な考え方や行動の仕方があるこ

とを理解する
ねらい 稽古仲間と励まし合いながら道場としてのチームワークを意識でき

るようになる
ねらい 攻めを意識して稽古ができるようになる ねらい シニアリーダーとしての自覚を持ち、下級生の支援ができるように

なる
剣道用具を大切にし、正しい着装と稽古後の始末ができるようにな
る

しかけ技から応じ技を学び、体得した技を稽古で出せるようになる 剣道形を通して竹刀保持、応じ技、鎬の使い方などを覚える 稽古で応じ技を出せるようになる

剣道の基本的な動作に慣れ、適切な竹刀さばき、足さばき（体さばき）
を体得する

試合の結果を前向きに捉え、改善に向けて稽古ができるようになる 集中力を切らさずに稽古が続けられるようになる 呼吸や足さばき（体さばき）などを稽古を通じて錬成する

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 部活動での様子も確認する 家庭での様子を確認する 健康観察 学校生活や部活動での様子も確認する 家庭での様子を確認する

同左 同左

着装の点検 正しい着装ができているかを点検 着装の点検 素早く正しく着装できるように練習す
る

紐の結び方（縦結びになっていないか）
など、重点的に点検する

剣道具に壊れたりほころびたりしてい
るところがないか点検する

剣道具に壊れたりほころびたりしてい
るところがないか点検する

下級生の支援 着装や点検について下級生を支援でき
るようになる

竹刀の点検 竹刀の仕組みを理解し、自分で手入れ
ができるようになる

竹刀削りなどを安全に使え
るようになるよう、家庭で
の練習に協力を依頼する

竹刀の点検 自発的に竹刀を点検し、手入れができ
るようになる

道場の保全 道場の保全について理解し、稽古開始
に向けて環境を整備する

道場の保全 道場の保全について理解し、稽古開始
に向けて環境を整備する

20

準備運動、素
振り

稽古に向けた道場の雰囲気作りをする
同左 同左 同左

大きな発声、大きな技で正確に行う
メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

40

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う 心身ともに大きく変化する
中学生の…
・家庭での躾…
・返事…
・整理整頓…
・家庭での会話…
などについて、指導者と情
報を共有しあい、協力して
見守れる態勢を作る。…
進路や学校での悩みなどに
ついても本人が話しやすい
方法を模索できるとよい

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

指導者を相手に細かいところまで意識
する習慣をつけていく

指導者と行い細かいところまで意識す
る習慣をつけていく

日本剣道形
（三本目まで）

日本剣道形の歴史と意義を学ぶ…
五つの構えを習い、理解する

日本剣道形
（四本目～七
本目）

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

同級生を相手に真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

同級生と行い、真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

刀の扱い方、刀を持ったときの所作を
習い始める

木刀稽古の発表会などを行ってもよい

50

剣道具を着装
せずに基本動
作の稽古

姿勢、構え、構え方と納め方…
足さばき（体さばき）、素振り、掛け
声（発声）、間合

剣道具を着装
して基本技稽
古法

剣道具を自分で正しく着装できるよう
になる

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領を説明した上で形のみ実施）

下級生の木刀稽古を評価できるように
なる

剣道の歴史と文化についても説明し、
理解させる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

切り返し 大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

60

剣道具を着装
して基本技稽
古法

剣道具を自分で正しく着装できるよう
になる

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の説明のみ）

応用動作（対
人的技能）

木刀の稽古から鎬の使い方などを理解
し、竹刀稽古に応用できるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

一つ一つの技を丁寧に行う…
送り足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

切り返し 大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
足さばき（体さばき）も正しくできる
ように注意する

相手の練度を見ながら受け方を変えた
り、負荷をかけたりの調整ができるよ
うになる

80

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の説明のみ）

応用動作（対
人的技能）

基本動作から応用動作への移行 打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領を説明した上で実施）

切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把
握する…
正確に切り返しができるようになる

打つべき好機について理解し、機を捉
えて技を出せるようになる

切り返し 大きな技で打つことを再確認する…
指導者の指導を仰ぎながら、様々な形
の切り返しができるようになる

大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる

集中力を切らさずに稽古が続けられる
ようになる

応用動作 対人的技能を習得する…
正確な応じ技を体得していく

90

見取り稽古 指導者や経験者の稽古を見て、剣道の
稽古について理解する

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
思いきった技で打ち切れるようになる

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
前回指導されたポイントを改善して稽
古で実現できるようになる

100

約束稽古 基本の技を正確に打てるようになる 約束稽古 指導者に掛かる稽古…
その日の稽古を振り返り、習った技を
出してみられるようになる

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検

指導者や上級生に掛かる稽古 打ち込み稽
古・掛かり稽
古

間合を切らずに打ち込んでいくことが
できるようになる…
集中力を切らさずに稽古を持続する

互格稽古 攻めについて考えられるようになる 打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

相手をしっかり見て、相手の動きに応
じられるようになる

互格稽古 これまで習得したことを活かしながら
稽古できるようになる

110
整理運動 集中力を切らさずにクールダウンする 同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く

120

後片づけ 教場（道場）に対しての心構えを理解
し、掃除、剣道具の整理と点検などを
自発的に行えるようになる

同左 同左 同左剣道着と袴を
たたむ

剣道着と袴のたたみ方を学び、自分で
行えるようになる

剣道ノートの
記入

教わったことの他に、自分の感じたこ
とも書き添えられるとよい

中学生初心者　　　　対象　指導計画例
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剣　　道剣　　道

４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい シニアリーダーとしての自覚を持ち、下級生や剣道未経験者の支援

が適切にできるようになる
ねらい 稽古仲間と励まし合いながら道場としてのチームワークを意

識できるようになる
ねらい 剣道形を通して竹刀保持、応じ技、鎬の使い方などを覚え、説明で

きるようになる
ねらい シニアリーダーとして稽古仲間を尊重し、励まし合いながら、道場

全体の士気を高め、雰囲気作りに貢献できるようになる
剣道の文化について理解し、伝統的な考え方や行動様式を示せるよ
うになる

稽古仲間を認め合い、高め合う工夫が自発的にできるように
なる

シニアリーダーとして稽古の内容を自発的に決めていけるようにな
る

自分に足りない部分を自発的に考察し、改善していけるようになる

稽古に向けた道場の雰囲気作りをリードできるようになる 試合の結果を前向きに捉え、改善に向けて稽古ができるよう
になる

集中力を切らさずに稽古が続けられるようになる 稽古仲間の稽古を評価して、相互に適切な助言ができるようになる

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 学校生活や部活動での様子も確認する 家庭での様子を確認する

同左 同左 同左

着装の点検 正しい着装ができているかを点検
下級生の支援 着装や竹刀の点検のポイントを押さ

え、下級生や未経験者の点検の支援を
行えるようになる

竹刀の点検 竹刀の点検を自発的に、安全に行える
ようになる

道場の保全 教場（道場）に対しての心構えを理解
し、掃除、剣道具の整理と点検などを
自発的に行えるようになる
道場の保全について、指示を出しなが
ら自発的に行えるようになる

20

準備運動、素
振り

稽古に向けた道場の雰囲気作りをリー
ドする 同左 同左 同左下級生にも目を配り、安全に行えるよ
うにする

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

40

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う 心身ともに大きく変化する
中学生の…
・家庭での躾…
・返事…
・整理整頓…
・家庭での会話…
などについて、指導者と情
報を共有しあい、協力して
見守れる態勢を作る。…
進路や学校での悩みなどに
ついても本人が話しやすい
方法を模索できるとよい

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基本技稽古法の要点を理解
し、それを説明しながら初心者や下級
生の支援が適切にできるようになる

木刀による基本技稽古法の要点
を理解し、それを説明しながら
初心者や下級生の支援、指導が
適切にできるようになる

日本剣道形
（四本目～七
本目）

日本剣道形の歴史と意義を学ぶ…
五つの構えを習い、理解する…
刀の扱い方、刀を持ったときの所作に
ついて説明できるようになる

日本剣道形
（四本目～七
本目）

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

同級生を相手に真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

同級生と行い、真摯な態度で取
り組めるようになる…
自発的に木刀の稽古を改善して
いけるようになる

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

木刀稽古の発表会などを行ってもよい

50

日本剣道形
（三本目まで）

剣道形の稽古を通じて…
刀の扱い方、鎬の使い方、間合などを
学ぶ

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／
鍔ぜり合い（要領の確認、指導）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の確認、指導）

下級生の木刀稽古を評価し、適切な指
導ができるようになる

剣道の歴史と文化についても説明でき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
すり足、踏み込み足の両方で行
う…
気剣体の一致、発声などが正し
くできるようになる

切り返し 大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

60

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の確認、指導）

切り返し 大きな技で正確な切り返しがで
きるようになる…
姿勢と間合に注意して、相手と
の関係を考慮しながら切り返し
を受けられるようになる

応用動作（対
人的技能）

木刀の稽古から鎬の使い方などを理解
し、竹刀稽古に応用できるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

一つ一つの技を丁寧に行う…
すり足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

打ち込み稽
古・掛かり稽
古

間合を切らずに打ち込んでいく
ことができるようになる…
集中力を切らさずに稽古を持続
する

一つ一つの技を丁寧に行う…
足さばき（体さばき）も正しくできる
ように注意する

相手の練度を見ながら受け方を変えた
り、負荷をかけたりの調整ができるよ
うになる

80

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把

握する…
正確に切り返しができるようになる

応用動作（対
人的技能）

攻め合いについて理解する…
気・剣・技を制する方法につい
て考察できるようになる

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の確認、指導）

切り返しの受け方…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

しかけ技から応じ技への移行…
一つ一つの技が足や体をとも
なって正確に行えるようになる

打つべき好機について理解し、機を捉
えて技を出せるようになる

切り返し 大きな技で打つことを再確認する…
指導者の指導を仰ぎながら、様々な形
の切り返しができるようになる

集中力を切らさずに稽古が続けられる
ようになる

応用動作 対人的技能を習得する…
正確な応じ技を体得していく

90

引き立て稽古 下級生の元立ち…
間合に気をつけながら相手の良い打ち
を引き出せるようになる

引き立て稽古 下級生の元立ち…
相手の良いところを見つけて伸
ばしてやれる稽古について考察
できるようになる

引き立て稽古 下級生の元立ち…
相手の様子や技量を観察し、適切な負
荷をかけて引き立てて行えるようにな
る

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
前回指導されたポイントを改善して稽
古で実現できるようになる

100

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自
己審判ができるような意識と目
を養う

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検

互格稽古 自己審判をしながら稽古し、自分の改
善点について自発的に考察できるよう
になる

互格稽古 自己審判をしながら稽古し、自
分の改善点について自発的に考
察できるようになる

互格稽古 稽古の中でも攻め合いを実現できるよ
うになる

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

試合稽古 相手をしっかり見て、相手の動きに応
じられるようになる

互格稽古 これまで習得したことを活かしながら
稽古できるようになる

110
整理運動 集中力を切らさずにクールダウンする 同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く

120

後片づけ 教場（道場）に対しての心構えを理解
し、掃除、剣道具の整理と点検などを
自発的に行えるようになる

同左 同左 同左剣道着と袴を
たたむ

剣道着と袴のたたみ方を学び、自分で
行えるようになる

剣道ノートの
記入

教わったことの他に、自分の感じたこ
とも書き添えられるとよい

中学生経験　　　　者対象　指導計画例
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４月〜６月 ７月〜９月 10 月〜 12 月 １月〜３月
ねらい シニアリーダーとしての自覚を持ち、下級生や剣道未経験者の支援

が適切にできるようになる
ねらい 稽古仲間と励まし合いながら道場としてのチームワークを意

識できるようになる
ねらい 剣道形を通して竹刀保持、応じ技、鎬の使い方などを覚え、説明で

きるようになる
ねらい シニアリーダーとして稽古仲間を尊重し、励まし合いながら、道場

全体の士気を高め、雰囲気作りに貢献できるようになる
剣道の文化について理解し、伝統的な考え方や行動様式を示せるよ
うになる

稽古仲間を認め合い、高め合う工夫が自発的にできるように
なる

シニアリーダーとして稽古の内容を自発的に決めていけるようにな
る

自分に足りない部分を自発的に考察し、改善していけるようになる

稽古に向けた道場の雰囲気作りをリードできるようになる 試合の結果を前向きに捉え、改善に向けて稽古ができるよう
になる

集中力を切らさずに稽古が続けられるようになる 稽古仲間の稽古を評価して、相互に適切な助言ができるようになる

一日の稽古メニュー例
時配 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

10

健康観察 学校生活や部活動での様子も確認する 家庭での様子を確認する

同左 同左 同左

着装の点検 正しい着装ができているかを点検
下級生の支援 着装や竹刀の点検のポイントを押さ

え、下級生や未経験者の点検の支援を
行えるようになる

竹刀の点検 竹刀の点検を自発的に、安全に行える
ようになる

道場の保全 教場（道場）に対しての心構えを理解
し、掃除、剣道具の整理と点検などを
自発的に行えるようになる
道場の保全について、指示を出しなが
ら自発的に行えるようになる

20

準備運動、素
振り

稽古に向けた道場の雰囲気作りをリー
ドする 同左 同左 同左下級生にも目を配り、安全に行えるよ
うにする

メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者 メニュー 本人 保護者

40

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う 心身ともに大きく変化する
中学生の…
・家庭での躾…
・返事…
・整理整頓…
・家庭での会話…
などについて、指導者と情
報を共有しあい、協力して
見守れる態勢を作る。…
進路や学校での悩みなどに
ついても本人が話しやすい
方法を模索できるとよい

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基
本技稽古法

木刀で行う

同左

木刀による基本技稽古法の要点を理解
し、それを説明しながら初心者や下級
生の支援が適切にできるようになる

木刀による基本技稽古法の要点
を理解し、それを説明しながら
初心者や下級生の支援、指導が
適切にできるようになる

日本剣道形
（四本目～七
本目）

日本剣道形の歴史と意義を学ぶ…
五つの構えを習い、理解する…
刀の扱い方、刀を持ったときの所作に
ついて説明できるようになる

日本剣道形
（四本目～七
本目）

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

同級生を相手に真摯な態度で取り組め
るようになる…
自発的に木刀の稽古を改善していける
ようになる

同級生と行い、真摯な態度で取
り組めるようになる…
自発的に木刀の稽古を改善して
いけるようになる

剣道形の稽古を通じて：…
応じ技について正しく理解する…
鎬の使い方を覚える…
竹刀保持の大切さを理解する

木刀稽古の発表会などを行ってもよい

50

日本剣道形
（三本目まで）

剣道形の稽古を通じて…
刀の扱い方、鎬の使い方、間合などを
学ぶ

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／
鍔ぜり合い（要領の確認、指導）

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の確認、指導）

下級生の木刀稽古を評価し、適切な指
導ができるようになる

剣道の歴史と文化についても説明でき
るようになる

一つ一つの技を丁寧に行う…
すり足、踏み込み足の両方で行
う…
気剣体の一致、発声などが正し
くできるようになる

切り返し 大きな技で正確な切り返しができるよ
うになる…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

60

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の確認、指導）

切り返し 大きな技で正確な切り返しがで
きるようになる…
姿勢と間合に注意して、相手と
の関係を考慮しながら切り返し
を受けられるようになる

応用動作（対
人的技能）

木刀の稽古から鎬の使い方などを理解
し、竹刀稽古に応用できるようになる

下級生の元立
ち

自分も大きな声で気勢を示す…
間を切らない稽古をリードできるよう
になる

一つ一つの技を丁寧に行う…
すり足、踏み込み足の両方で行う…
気剣体の一致、発声などが正しくでき
るようになる

打ち込み稽
古・掛かり稽
古

間合を切らずに打ち込んでいく
ことができるようになる…
集中力を切らさずに稽古を持続
する

一つ一つの技を丁寧に行う…
足さばき（体さばき）も正しくできる
ように注意する

相手の練度を見ながら受け方を変えた
り、負荷をかけたりの調整ができるよ
うになる

80

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検
切り返し 切り返しの目的、稽古のポイントを把

握する…
正確に切り返しができるようになる

応用動作（対
人的技能）

攻め合いについて理解する…
気・剣・技を制する方法につい
て考察できるようになる

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

剣道具を着装
して基本動作
の稽古

基本打突（小手・面・胴・連続技）、
打たせ方、受け方、体当たり／鍔ぜり
合い（要領の確認、指導）

切り返しの受け方…
姿勢と間合に注意して、相手との関係
を考慮しながら切り返しを受けられる
ようになる

しかけ技から応じ技への移行…
一つ一つの技が足や体をとも
なって正確に行えるようになる

打つべき好機について理解し、機を捉
えて技を出せるようになる

切り返し 大きな技で打つことを再確認する…
指導者の指導を仰ぎながら、様々な形
の切り返しができるようになる

集中力を切らさずに稽古が続けられる
ようになる

応用動作 対人的技能を習得する…
正確な応じ技を体得していく

90

引き立て稽古 下級生の元立ち…
間合に気をつけながら相手の良い打ち
を引き出せるようになる

引き立て稽古 下級生の元立ち…
相手の良いところを見つけて伸
ばしてやれる稽古について考察
できるようになる

引き立て稽古 下級生の元立ち…
相手の様子や技量を観察し、適切な負
荷をかけて引き立てて行えるようにな
る

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
前回指導されたポイントを改善して稽
古で実現できるようになる

100

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自己審判
ができるような意識と目を養う

引き立て稽古 指導者・上級生に掛かる稽古…
評価してもらうことにより、自
己審判ができるような意識と目
を養う

休憩 水分の補給・着装の再点検 休憩 水分の補給・着装の再点検

互格稽古 自己審判をしながら稽古し、自分の改
善点について自発的に考察できるよう
になる

互格稽古 自己審判をしながら稽古し、自
分の改善点について自発的に考
察できるようになる

互格稽古 稽古の中でも攻め合いを実現できるよ
うになる

打ち込み稽古…
・掛かり稽古

体の崩れないしかけ技を体得する…
次の技に備える足を体得する

試合稽古 相手をしっかり見て、相手の動きに応
じられるようになる

互格稽古 これまで習得したことを活かしながら
稽古できるようになる

110
整理運動 集中力を切らさずにクールダウンする 同左 同左 同左講話 先生の話を真摯に聴く

120

後片づけ 教場（道場）に対しての心構えを理解
し、掃除、剣道具の整理と点検などを
自発的に行えるようになる

同左 同左 同左剣道着と袴を
たたむ

剣道着と袴のたたみ方を学び、自分で
行えるようになる

剣道ノートの
記入

教わったことの他に、自分の感じたこ
とも書き添えられるとよい

中学生経験　　　　者対象　指導計画例
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Ⅴ章　学校授業での指導

メモ



Ⅴ章　学校授業での指導

【Ⅴ章】



7272

剣　　道剣　　道

１．中学校における剣道授業

（１）学習指導要領の目指す方向性と剣道
平成 24（2012）年度から武道が必修となり、

令和６（2024）年度で 13 年目を迎えた。全国約
１万校の中学校で柔道・剣道・相撲のいずれかを
選択し授業を実施しており、さらに加えて空手
道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法、銃剣
道を実施することができる。これにより、競技経
験や指導経験が少ない保健体育科教員も、武道
の授業を実施することとなり、より安全で効果的
に進められるよう工夫を凝らしながら、これまで
実施してきた。文部科学省が平成 29（2017）年
３月に改訂した中学校学習指導要領は、令和３

（2021）年度から全面実施となった。
学習指導要領改訂では、知・徳・体にわたる「生

きる力」を子どもたちが育むために、「何のため
に学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、
授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出
していくことができるように、全ての教科などの
目標及び内容を三つの柱で再整理された。（学習
指導要領解説 P ３参照）

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

思考力・判断力・表現力など

学びに向かう力、人間性 など

理解していること・できる
ことをどう使うか

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

武道の新しい学習内容では、①基礎的・基本的
な「知識及び技能」②課題解決をするために必要
な「思考力、判断力、表現力など」③「学びに向
かう力、人間性など」子どもたちが、学習内容を
人生や社会の在り方と結びつけて深く理解し、こ
れからの時代に求められる資質・能力を身につ
け、生涯にわたって能動的に学び続けることがで
きるようにするためには、これまでの学校教育の
蓄積を活

い

かし、学習の質を一層高める授業改善の

取り組みを活性化していくことが必要であり、「主
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改
善を推進することが求められる。

武道の授業においては、引き続き、第 1 学年
及び第２学年において必修とされ、「技能」の内
容が、「基本となる技ができる」から「簡易な攻
防を展開することができる」に変更されるととも
に、例示される技が精選された。武道の特性は一
対一の攻防にあるので、生徒一人一人に攻防する
楽しさを味わわせることが強調されての変更と考
えられる。

さらに、令和２（2020）年３月に文部科学省
国立教育政策研究所教育課程研究センターより示
された「『指導と評価の一体化』のための学習評
価に関する参考資料」として、評価に関する具体
的な考え方が示された。

学習評価とは、学校における教育活動に関し、
生徒の学習状況を評価するものである。「生徒に
どういった力が身についたか」という学習評価を
的確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、
生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向
かうことができるようにするためにも、学習評価
の在り方は重要であり、教育課程や学習・指導方
法の改善と一貫性のある取り組みを進めることが
求められる。学習評価の基本的な考え方として以
下の２つが示された。
①「カリキュラム・マネジメントの一環としての
指導と評価」
各学校は、日々の授業において生徒の学習状況

を評価し、その結果を生徒の学習や教師による指
導の改善や学校全体としての教育課程の改善など
に活かす中で、学校全体として組織的かつ計画的
に教育活動の質の向上を図らなければならない。

「学習指導」と「学習評価」は学校教育活動の根
幹であり、教育課程に基づいて組織的かつ計画的
に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マ
ネジメント」の中核的な役割を担っている。
②「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業
改善と評価」
指導と評価の一体化を図るためには、生徒一人
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ておくことが大切である。
①中学生は思春期であることから身体的・精神的

な悩みを抱えている生徒も存在する。個々の生
徒の学習意欲には違いがあるなど、様々な生徒
の実態に配慮することが必要である。

②指導内容と生徒の実態を合致させ、担当教員と
の事前の打ち合わせや次の指導の確認を行うこ
と。

③説明は一度に多くのことを指導せずに、生徒の
理解度に合わせて端的に分かりやすく説明し、
褒めて伸ばす指導を心がけること。

④授業協力者は生徒の評価・評定は行わないが、
教員から相談された場合は適切に助言するこ
と。

⑤生徒の個人情報や学校で知り得た情報などを漏
らさないこと（守秘義務があることを自覚す
る）。

⑥威圧や腕力で指導を行わない。特に体罰・暴言
は、生徒の心身に深い傷を残すことを理解して
指導にあたること。

⑦生徒の多くは、初めて剣道を経験することにな
るので、剣道はおもしろい、楽しいと感じ、剣
道を継続して行ってみたいと思えるよう指導す
ることが望ましい。

⑧剣道具の不備や竹刀の破損などが無いよう、授
業前のみならず授業中においても安全管理には
十分に留意して指導にあたること。

一人の学習の成立を促すための評価という視点を
一層重視することによって、教師が自らの指導の
ねらいに応じて授業の中での生徒の学びを振り返
り、学習や指導の改善に活かしていくことが大切
である。特に、今回の改定で重視している「主体
的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を
通じて各教科などにおける資質・能力を確実に育
成する上で、学習評価は重要な役割を担っている。

全日本剣道連盟では、より多くの中学生が剣道
の授業を経験することを期待しており、保健体育
科教員や授業協力者の先生方が本指導書の活用に
より、武道（剣道）の必修化の目的を達成できる
ことが望まれる。

（２）授業協力者の指導や支援の心得
学校は、教育目標を明確にして、知・徳・体の

バランスのとれた人間の育成に向け、組織的、か
つ計画的に教育活動を進めている。グローバル社
会・高度情報化社会といわれ非常に便利になった
ものの功罪相半ばし、少子高齢化問題など先行き
不安な現況があるからこそ、将来を展望してこれ
からの世の中を担っていく、清く正しく逞

たくま

しい人
材を育てていくことが求められている。学校での
学びはもとより、生涯を通じた学びに視野を広げ
つつ、知恵と品格を備えさせ、人と人とのつなが
り、支え合うことの大切さを学ばせることで「生
きる力」の育成を目指している。中学校における
保健体育の授業で剣道を学ぶ生徒は、保健体育が
苦手な生徒や剣道に対して興味・関心のない生徒
も当然存在する。生徒が「楽しい、もっと学びた
い」という意欲につながる指導や支援をすること
は、生徒自身に専門的な知識や技能が身につくこ
とで自信につながり、学校生活により一層明るく
積極的に取り組むなどの効果が期待できる。授業
協力者は生徒の有意義な学習活動に貢献できるよ
うに、学校の教育方針に基づき「生徒一人一人を
大切にする」という考えを持ち指導および支援が
望まれる。

（３）授業協力者の指導における留意点
学校の教育方針に基づいた指導の一翼を担える

よう支援に努め、担当教員との相談や連携、生徒
に関する情報交換など、担当教員と連携を密にし
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中学校学習指導要領の内容　剣道

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　技ができる楽しさや喜びを味わい、武道の特性や
成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、そ
の運動に関連して高まる体力などを理解するととも
に、基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を
展開すること。

技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、伝統的
な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高
め方などを理解するとともに、基本動作や基本とな
る技を用いて攻防を展開すること。

―身につけさせたい具体的な内容（動きの様相）―

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　剣道では、相手の動きに応じた基本動作や基本と
なる技を用いて、打ったり受けたりするなどの簡易
な攻防をすること。

　剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や
基本となる技を用いて、相手の構えを崩し、しかけ
たり応じたりすることなどの攻防をすること。

❶ 知識 及び 技能　―質の高まり―

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己
の考えたことを他者に伝えること。

　攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝えること。

❷ 思考力、判断力、表現力など

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担
した役割を果たそうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、禁
じ技を用いないなど、健康・安全に気を配ること。

　武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保すること。

❸ 学びに向かう力、人間性など

発達の段階に応じた指導内容の整理1

中学校学習指導要領の内容　剣道

剣道の単元目標2

第１学年及び第２学年

❶ 知識 及び 技能

技を高め勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい、伝統的な考え方、技の
名称や見取り稽古の仕方、体力の
高め方などを理解するとともに、
相手の動きの変化に応じた基本動
作や基本となる技を用いて、相手
の構えを崩し、しかけたり応じた
りするなどの攻防ができるように
する。

第３学年

攻防などの自己の課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに自己の
考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。

第１学年及び第２学年

❷ 思考力、判断力、表現力など

攻防などの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。

第３学年

剣道に積極的に取り組むとともに、
相手を尊重し、伝統的な行動の仕
方を守ろうとすること、分担した
役割を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を
認めようとすることなどや、禁じ
技を用いないなど健康・安全に気
を配ることができるようにする。

第１学年及び第２学年

❸ 学びに向かう力、人間性など

剣道に自主的に取り組むととも
に、相手を尊重し、伝統的な行動
の仕方を大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保する
ことができるようにする。

第３学年

技ができる楽しさや喜びを味わ
い、特性や成り立ち、伝統的な考
え方、技の名称や行い方、その運
動に関連して高まる体力などを理
解するとともに、相手の動きに応
じた基本動作や基本となる技を用
いて、打ったり受けたりするなど
の簡易な攻防ができるようにする。
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中学校学習指導要領の内容　剣道

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　技ができる楽しさや喜びを味わい、武道の特性や
成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、そ
の運動に関連して高まる体力などを理解するととも
に、基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を
展開すること。

技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、伝統的
な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高
め方などを理解するとともに、基本動作や基本とな
る技を用いて攻防を展開すること。

―身につけさせたい具体的な内容（動きの様相）―

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　剣道では、相手の動きに応じた基本動作や基本と
なる技を用いて、打ったり受けたりするなどの簡易
な攻防をすること。

　剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や
基本となる技を用いて、相手の構えを崩し、しかけ
たり応じたりすることなどの攻防をすること。

❶ 知識 及び 技能　―質の高まり―

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己
の考えたことを他者に伝えること。

　攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝えること。

❷ 思考力、判断力、表現力など

中学校第１学年及び第２学年 中学校第３学年　高等学校入学年次

　武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担
した役割を果たそうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、禁
じ技を用いないなど、健康・安全に気を配ること。

　武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保すること。

❸ 学びに向かう力、人間性など

発達の段階に応じた指導内容の整理1

中学校学習指導要領の内容　剣道

剣道の単元目標2

第１学年及び第２学年

❶ 知識 及び 技能

技を高め勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい、伝統的な考え方、技の
名称や見取り稽古の仕方、体力の
高め方などを理解するとともに、
相手の動きの変化に応じた基本動
作や基本となる技を用いて、相手
の構えを崩し、しかけたり応じた
りするなどの攻防ができるように
する。

第３学年

攻防などの自己の課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに自己の
考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。

第１学年及び第２学年

❷ 思考力、判断力、表現力など

攻防などの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。

第３学年

剣道に積極的に取り組むとともに、
相手を尊重し、伝統的な行動の仕
方を守ろうとすること、分担した
役割を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を
認めようとすることなどや、禁じ
技を用いないなど健康・安全に気
を配ることができるようにする。

第１学年及び第２学年

❸ 学びに向かう力、人間性など

剣道に自主的に取り組むととも
に、相手を尊重し、伝統的な行動
の仕方を大切にしようとするこ
と、自己の責任を果たそうとする
こと、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや、健康・安全を確保する
ことができるようにする。

第３学年

技ができる楽しさや喜びを味わ
い、特性や成り立ち、伝統的な考
え方、技の名称や行い方、その運
動に関連して高まる体力などを理
解するとともに、相手の動きに応
じた基本動作や基本となる技を用
いて、打ったり受けたりするなど
の簡易な攻防ができるようにする。



7676

剣　　道剣　　道

第１学年及び第２学年 第３学年

知　
識

●剣道の特性や成り立ち
●伝統的な考え方
●技の名称や行い方
●その運動に関連して高まる体力

●伝統的な考え方
●技の名称や見取り稽古の仕方
●体力の高め方　など（例・試合の行い方）

技　
　
能

相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用い
て、打ったり受けたりするなどの簡易な攻防をする
こと。

〔例示〕
●基本動作
・構えでは、相手の動きに応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きに応じて歩み足や送り

足
・基本打突の仕方と受け方では、中段の構えから体

さばきを使って、面や胴（右）や小手（右）の部
位を打ったり受けたりする

●しかけ技
＜連続技（二段の技）＞　・小手―面　　・面―胴
＜引き技＞　・引き胴
●応じ技
＜抜き技＞　・面抜き胴

「形」の取扱いを工夫することも効果的である

相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相手
を崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防をすること。

〔例示〕
●基本動作
 ・構えでは、相手の動きの変化に応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きの変化に応じて体の移動
・基本打突の仕方と受け方では、体さばきや竹刀操作を用いて打っ

たり、応じ技へ発展するように受けたりする
●しかけ技
＜連続技（二段の技）＞　・面―面
＜引き技＞　　・引き面
＜出ばな技＞　・出ばな面
＜払い技＞　　・払い面
●応じ技
＜抜き技＞　　・小手抜き面

思
考
、
判
断
、
表
現 

な
ど

●攻防などの自己の課題を発見する
●合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

する
●自己の考えたことを他者に伝える

〔例示〕
・提示された動きのポイントやつまずきの事例を参

考に、仲間の課題や出来栄えを伝えること
・提供された練習方法から、自己の課題に応じた練

習方法を選ぶこと
・学習した安全上の留意点を他の学習場面に当ては

め、仲間に伝えること
・練習の場面で、仲間の伝統的な所作などのよい取

り組みを見つけ、理由を添えて他者に伝えること
・体力や技能の程度、性別などの違いを踏まえて、

仲間とともに楽しむための練習や簡易な試合を行
う方法を見つけ、仲間に伝えること

●攻防などの自己や仲間の課題を発見する
●合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する
●自己の考えたことを他者に伝える

〔例示〕
・見取り稽古などから、合理的な動きと自己や仲間の動きを比較し

て、練習の成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝える
こと

・自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有効な練習方法の選
択について、自己の考えを伝えること

・選択した運動に必要な準備運動や自己が取り組む補助運動を選ぶ
こと

・健康や安全を確保するために、体調や環境に応じた適切な練習方
法などについて振り返ること

・相手を尊重するなどの伝統的な行動をする場面で、よりよい所作
について、自己や仲間の活動を振り返ること

・体力や技能の程度、性別などの違いに配慮して、仲間とともに武
道を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見つけること

・武道の学習成果を踏まえて自己に適した「する、みる、支える、知
る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見つけること

学
び
に
向
う
力
、
人
間
性
な
ど

●武道に積極的に取り組む
●相手を尊重し伝統的な行動の仕方を守ろうとする
●分担した役割を果たそうとする
●一人一人の違い応じた課題や挑戦を認めようとする
●禁じ技（突き技）を用いない
●健康・安全に気を配る

●武道に自主的に取り組む
●相手を尊重し伝統的な行動の仕方を大切にしようとする
●自己の責任を果たそうとする
●一人一人の違い応じた課題や挑戦を大切にしようとする
●健康・安全を確保する

指導内容3

●は重要指導の時期として設定したもの
中学校

１・２年 ３年

基
本
動
作

構え
自然体

中段の構え

●

●

○

○

体さばき

歩み足

送り足

体の移動

竹刀操作

●

●

○

○

●

●

基本打突の
打ち方
（打たせ方）と
受け方

面

胴

小手

打突の受け方

間合の取り方

応じ技の受け方

●

●

●

●

○

○

○

○

●

●

基
本
と
な
る
技

し
か
け
技

連続技
（二段の技）

面―胴

小手―面

面―面

●

●

○

○

●

引き技
引き面

引き胴 ●

●

○

出ばな技 出ばな面 ●

払い技 払い面 ●

応
じ
技

抜き技
面抜き胴

小手抜き面

● ○

●

攻防の展開

自由練習 ● ●

ごく簡易な試合 ● ○

簡易な試合 ●

指導内容の技能について4
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Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

第１学年及び第２学年 第３学年

知　
識

●剣道の特性や成り立ち
●伝統的な考え方
●技の名称や行い方
●その運動に関連して高まる体力

●伝統的な考え方
●技の名称や見取り稽古の仕方
●体力の高め方　など（例・試合の行い方）

技　
　
能

相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用い
て、打ったり受けたりするなどの簡易な攻防をする
こと。

〔例示〕
●基本動作
・構えでは、相手の動きに応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きに応じて歩み足や送り

足
・基本打突の仕方と受け方では、中段の構えから体

さばきを使って、面や胴（右）や小手（右）の部
位を打ったり受けたりする

●しかけ技
＜連続技（二段の技）＞　・小手―面　　・面―胴
＜引き技＞　・引き胴
●応じ技
＜抜き技＞　・面抜き胴

「形」の取扱いを工夫することも効果的である

相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相手
を崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防をすること。

〔例示〕
●基本動作
 ・構えでは、相手の動きの変化に応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きの変化に応じて体の移動
・基本打突の仕方と受け方では、体さばきや竹刀操作を用いて打っ

たり、応じ技へ発展するように受けたりする
●しかけ技
＜連続技（二段の技）＞　・面―面
＜引き技＞　　・引き面
＜出ばな技＞　・出ばな面
＜払い技＞　　・払い面
●応じ技
＜抜き技＞　　・小手抜き面

思
考
、
判
断
、
表
現 

な
ど

●攻防などの自己の課題を発見する
●合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

する
●自己の考えたことを他者に伝える

〔例示〕
・提示された動きのポイントやつまずきの事例を参

考に、仲間の課題や出来栄えを伝えること
・提供された練習方法から、自己の課題に応じた練

習方法を選ぶこと
・学習した安全上の留意点を他の学習場面に当ては

め、仲間に伝えること
・練習の場面で、仲間の伝統的な所作などのよい取

り組みを見つけ、理由を添えて他者に伝えること
・体力や技能の程度、性別などの違いを踏まえて、

仲間とともに楽しむための練習や簡易な試合を行
う方法を見つけ、仲間に伝えること

●攻防などの自己や仲間の課題を発見する
●合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する
●自己の考えたことを他者に伝える

〔例示〕
・見取り稽古などから、合理的な動きと自己や仲間の動きを比較し

て、練習の成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝える
こと

・自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有効な練習方法の選
択について、自己の考えを伝えること

・選択した運動に必要な準備運動や自己が取り組む補助運動を選ぶ
こと

・健康や安全を確保するために、体調や環境に応じた適切な練習方
法などについて振り返ること

・相手を尊重するなどの伝統的な行動をする場面で、よりよい所作
について、自己や仲間の活動を振り返ること

・体力や技能の程度、性別などの違いに配慮して、仲間とともに武
道を楽しむための活動の方法や修正の仕方を見つけること

・武道の学習成果を踏まえて自己に適した「する、みる、支える、知
る」などの運動を継続して楽しむための関わり方を見つけること

学
び
に
向
う
力
、
人
間
性
な
ど

●武道に積極的に取り組む
●相手を尊重し伝統的な行動の仕方を守ろうとする
●分担した役割を果たそうとする
●一人一人の違い応じた課題や挑戦を認めようとする
●禁じ技（突き技）を用いない
●健康・安全に気を配る

●武道に自主的に取り組む
●相手を尊重し伝統的な行動の仕方を大切にしようとする
●自己の責任を果たそうとする
●一人一人の違い応じた課題や挑戦を大切にしようとする
●健康・安全を確保する

指導内容3

●は重要指導の時期として設定したもの
中学校

１・２年 ３年

基
本
動
作

構え
自然体

中段の構え

●

●

○

○

体さばき

歩み足

送り足

体の移動

竹刀操作

●

●

○

○

●

●

基本打突の
打ち方
（打たせ方）と
受け方

面

胴

小手

打突の受け方

間合の取り方

応じ技の受け方

●

●

●

●

○

○

○

○

●

●

基
本
と
な
る
技

し
か
け
技

連続技
（二段の技）

面―胴

小手―面

面―面

●

●

○

○

●

引き技
引き面

引き胴 ●

●

○

出ばな技 出ばな面 ●

払い技 払い面 ●

応
じ
技

抜き技
面抜き胴

小手抜き面

● ○

●

攻防の展開

自由練習 ● ●

ごく簡易な試合 ● ○

簡易な試合 ●

指導内容の技能について4
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剣　　道剣　　道

評価について
学習評価について1

■ 指導と評価の一体化

● 学習評価の基本的な考え方
  （１）カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価
  （2）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価 
● 学習評価の基本構造　（令和２年３月：文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター）
  （１）観点別学習状況の評価における観点別の整理

改訂では、各教科等の目標を資質・能力の三つの柱で再整理しており、目標に準拠した評価を推進するた
め、観点別評価について、３観点に整理された。(中学校学習指導要領解説総則編より)　

【参考】学校教育法第30条第2項

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的
な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活
用して課題を解決するために必要な思考力、判断
力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習
に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなけれ
ばならない。

「思考・判断・表現」
思考・判断・表現

「関心・意欲・態度」 知識・技能

「知識・理解」

「技能」
主体的に学習に取り組む態度

［ 平成20年改訂版 ］ ［ 平成29年改訂版 ］

ア「知識・技能」の評価
・学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価する。
・それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程
度に概念などとして理解したり、技能を習得したりしているかについて評価する。

イ「思考・判断・表現」の評価
・知識及び技能を活用して課題を解決するなどのために必要な「思考力、判断力、表現力など」を身につけて
いるかどうかを評価する。

ウ「主体的に学習に取り組む態度」の評価
・知識及び技能を習得したり、「思考力、判断力、表現力など」を身につけたりすることに向けた粘り強い取  
り組みの中で、自らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。
※なお、各教科によって、評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば、体育・保健体育科の運動に関する
　領域においては、公正や協力などを、育成する「態度」として学習指導要領に位置付けており、各教科などの目標や内容
　に対応した学習評価が行われることとされている。

● 学習評価の基本構造　（令和２年３月：文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

学習指導要領に示す目標や内容

観点別学習状況評価の各観点

知識及び技能 思考力、判断力、表現力など 学びに向かう力、人間性など

各教科における評価の基本構造

評定 個人内
評価

・各教科における評価は、学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの(目標準拠評価) 
・したがって、目標準拠評価は、集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

・観点ごとに評価し、
　児童生徒の学習状況を分析的に捉えるもの
・観点ごとにABCの3段階で評価

・視点別学習状況の評価の結果を総括するもの 
・5段階で評価(小学校は3段階。小学校低学年は行わない)

・観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒
　一人一人のよい点や可能性、進歩の状況について評価するもの。

感性、思いやりなど

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

評価について
評価規準について2

■ 武道（剣道)〔第１学年及び第２学年〕

〔学習指導要領の内容〕
（1）次の運動について、技ができる楽しさや喜びを味わい、武道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称

や行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに、基本動作や基本となる技を用いて簡易
な攻防を展開すること。剣道では、相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて、打ったり受けた
りするなどの簡易な攻防をすること。

（2）攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えること。

（3）武道に積極的に取り組むとともに相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を
果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、禁じ技を用いない
など健康・安全に気を配ること。

●武道内容のまとまりごとの評価規準　（令和２年３月：文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇知識
武道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の
名称や行い方、その運動に関連して高まる体力
などについて理解している。
〇技能
剣道では、相手の動きに応じた基本動作や基本
となる技を用いて、打ったり受けたりするなど
の簡易な攻防をすることができる。

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己の考えたことを他者に伝えている。

武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、
分担した役割を果たそうとすること、一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を認めようとするこ
となどをしたり、禁じ技を用いないなど健康・
安全に気を配ったりしている。

●武道の単元の評価規準の設定例　

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①武道は対人的な技能を基にした
運動で、我が国固有の文化であ
ることについて、言ったり書き
出したりしている。

②武道には技能の習得を通じて、
人間形成を図るという伝統的な
考え方があることについて、
言ったり書き出したりしている。

③武道の技には名称があり、それ
ぞれの技を身につけるための技
術的なポイントについて、学習
した具体例を挙げている。

④武道に関連して高まる体力につ
いて、学習した具体例を挙げて
いる。

⑤試合の行い方について、ごく簡
易な試合におけるルール、審判
及び運営の仕方があることにつ
いて、学習した具体例を挙げて
いる。

〇基本動作
①構えでは、相手の動きに応じて

自然体で中段に構えることがで
きる。

②体さばきでは、相手の動きに応
じて歩み足や送り足をすること
ができる。

③基本打突の仕方と受け方では、
中段の構えから体さばきを使っ
て、面や胴（右）や小手（右）
の部位を打ったり受けたりする
ことができる。

〇しかけ技
＜二段の技＞
④最初の小手打ちに相手が対応し

たとき、隙ができた面を打つこ
とができる。(小手－面）

⑤最初の面打ちに相手が対応した
とき、隙ができた胴を打つこと
ができる。（面－胴）

＜引き技＞
⑥相手と接近した状態にあるとき、

隙ができた胴を退きながら打つ
ことができる。（引き胴）

〇応じ技
＜抜き技＞
⑦相手が面を打つとき、体をかわ

して隙ができた胴を打つことが
できる。（面抜き胴）

①提示された動きのポイントやつま
ずきの事例を参考に、仲間の課
題や出来栄えを伝えている。

②提供された練習方法から、自己の
課題に応じた練習方法を選んで
いる。

③学習した安全上の留意点を、他の
学習場面に当てはめ、仲間に伝
えている。

④練習の場面で、仲間の伝統的な所
作等のよい取り組みを見つけ、
理由を添えて他者に伝えている。

⑤体力や技能の程度、性別などの違
いを踏まえて、仲間とともに楽
しむための練習や簡易な試合を
行う方法を見つけ、仲間に伝え
ている。

①武道の学習に積極的に取り組もう
としている。

②相手を尊重し、伝統的な行動の仕
方を守ろうとしている。

③用具などの準備や後片づけ、審判
などの分担した役割を果たそう
としている。

④一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を認めようとしている。

⑤禁じ技を用いないなど健康・安全
に留意している。
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剣　　道剣　　道

■ 武道（剣道）〔第３学年〕

〔学習指導要領の内容〕
（１）次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古　　　

の仕方、体力の高め方などを理解するとともに、基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開すること。
　　　剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相手の構えを崩し、しかけたり

応じたりするなどの攻防をすること。
（２）攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝えること。
（３）武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること、自己

の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや、健康・
安全を確保すること。

●武道内容のまとまりごとの評価規準　（令和２年３月：文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

知識　・　技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇知識
伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、
体力の高め方などについて理解している。
〇技能
剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作
や基本となる技を用いて、相手の構えを崩し、
しかけたり応じたりするなどの攻防をすること
ができる。

攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己の考えたことを他者に伝えている。

武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとする
こと、自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどをしたり、健康・安全を確保し
たりしている。

●武道の単元の評価規準の設定例　

知識　・　技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①武道を学習することは、自国の
文化に誇りをもつことや、国際
社会で生きていくうえで有意義
であることについて、言ったり
書き出したりしている。

②武道には、各種目で用いられる
技の名称や剣道特有の運動観察
の方法である見取り稽古の仕方
があることについて、学習した
具体例を挙げている。

③武道では、攻防に必要な補助運
動や部分練習を繰り返したり、
継続して行ったりすることで、
結果として体力ができることに
ついて、学習した具体例を挙げ
ている。

④試合の行い方には、簡易な試合
におけるルール、審判及び運営
の仕方があることについて、学
習した具体例を挙げている。

〇基本動作
①構えで、相手の動きの変化に応

じた自然体で中段に構えること
ができる。

②体さばきでは、相手の動きの変
化に応じて体の移動を行うこと
ができる。

③基本打突の仕方と受け方では、
体さばきや竹刀操作を用いて
打ったり、応じ技へ発展するよ
う受けたりすることができる。

〇しかけ技
＜二段の技＞。
④最初の面打ちに相手が対応した

とき、隙ができた面を打つこと
ができる（面－面）

＜引き技＞
⑤相手と接近した状態にあるとき、

隙ができた面を退きながら打つ
ことができる。（引き面）

＜出ばな技＞
⑥相手が打とうとして竹刀の先が上

下に動いたとき、隙ができた面
を打つことができる。（出ばな面）

＜払い技＞
⑦相手の竹刀を払ったとき、隙が

できた面を打つことができる。
（払い面）

〇応じ技
＜抜き技＞
⑧相手が小手を打つとき、体をか

わしたり、竹刀を頭上に振りか
ぶったりして面を打つことがで
きる。（小手抜き面）

①見取り稽古などから、合理的な動
きと自己や仲間の動きを比較し
て、練習の成果や改善すべきポ
イントとその理由を仲間に伝え
ている。

②自己や仲間の技術的な課題やその
課題解決に有効な練習方法の選
択について、自己の考えを伝え
ている。

③選択した運動に必要な準備運動や
自己が取り組む補助運動を選ん
でいる。

④健康や安全を確保するために、体
調や環境に応じた適切な練習方
法などについて振り返っている。

⑤相手を尊重するなどの伝統的な行
動をする場面で、よりよい所作
について、自己や仲間の活動を
振り返っている。

⑥体力や技能の程度、性別などの違
いに配慮して、仲間とともに武
道を楽しむための活動の方法や
修正の仕方を見つけている。

⑦武道の学習成果を踏まえて、自己
に適した「する・みる・支える・
知る」などの運動を継続して楽
しむための関わり方を見つける
ことができる。

①武道の学習に自主的に取り組もう
としている。

②相手を尊重し、伝統的な行動の仕
方を大切にしようとしている。

③仲間と互いに合意した役割につい
て自己の責任を果たそうとして
いる。

④一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとしている。

⑤健康・安全を確保している。
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Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

メモ
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集
合

、
挨

拶
目

標
確

認
※

安
全

確
認

集
合

、
挨

拶
目

標
確

認
※

安
全

確
認

着
装

、
集

合
挨

拶
　

礼
（

相
手

を
尊

重
し

伝
統

的
な

行
動

の
仕

方
を

守
る

）、
目

標
確

認
　

※
安

全
確

認
（

健
康

・
安

全
に

気
を

配
る

）

❶
準
備
運
動

（
体

操
、

敏
捷

性
な

ど
を

高
め

る
体

力
つ

く
り

、
体

ほ
ぐ

し
、

手
刀

の
攻

防
で

基
本

動
作

に
つ

な
が

る
動

き
づ

く
り

）
※

剣
道

に
必

要
な

基
本

動
作

・
発

声
、

送
り

足
（

前
進

後
退

左
右

）、
踏

み
切

り
、

踏
み

込
み

動
作

（
発

声
）

面
、

小
手

、
胴

、
小

手
→

面
、

引
き

胴
な

ど
・

基
本

と
な

る
技

　
　

＜
し

か
け

技
＞

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
＜

応
じ

技
＞

❶
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

剣
道

の
歴

史
剣

、
鎧

、
刀

剣
道

の
特

性
剣

道
用

具
竹

刀
の

名
称

※
安

全
指

導
D

VD
な

ど

❷
礼
法

立
礼

、
座

礼

❸
剣
道
体
験

・
手

拭
い

切
り

・
新

聞
切

り
・

新
聞

球
打

ち
　

な
ど

❶
基
本
動
作

・
自

然
体

・
足

さ
ば

き
　（

体
さ

ば
き

）
・

送
り

足
・

踏
み

込
み

足

※
 竹

刀
の

安
全

な
取

り
扱

い
・

構
え

方
・

中
段

の
構

え

❷
素
振
り

・
正
面
、
小
手
、

　
胴

・
斜
め
振
り

・
リ

ズ
ム

剣
道

・
師

匠
と

弟
子

❸
着
装

・
胴

、
垂

・
結

び
の

文
化

❷
基
本
動
作

●
基

本
打

突

 ❸
竹
刀
打
ち

そ
の

場
打

ち

踏
み

切
り

動
作

踏
み

込
み

動
作

残
　

心

・
リ

ズ
ム

剣
道

・
師

匠
と

弟
子

❷
面
の
着
装

●
基

本
打

突

・
一

連
の

動
作

で
打

つ

❷
基
本
打
突

正
面

、
小

手
、

胴

・
有
効
打
突
1
本

｢気
剣
体
の
一
致
」
を
め
ざ
す

・
既
習
技
練
習

❷
連
続
技

小
手

→
面

＊
面

→
胴

❷
引
き
技

鍔
ぜ

り
合

い
引

き
胴

❷
抜
き
技

面
抜

き
胴

❷
既
習
技

か
か

り
練

習
グ

ル
ー

プ
別

❹
簡
易
な
試
合

・
正

面
、

小
手

、
胴

、
小

手
→

面
　

　
　

　
　

　
＊

面
→

胴
　

　
＊

引
き

胴
　

　
　

　
　

面
抜

き
胴

❹
判
定
試
合
　
　
ア
.技
の
出
来
栄
え
を
競
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
.応
じ
技
の
試
合

●
判
定
基
準

（
5

人
組

判
定

・
評

価
）　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
●
判
定
基
準

・
ポ

イ
ン

ト
制

の
試

合
   

1分
間

   試
合

(30
秒～

45
秒

)
   交

代
(15

秒
)

・
５

人
組

 判
定

評
価

  （
個

人
リ

ー
グ

戦
）

整
理
運
動
、
本
時
の
ま
と
め
、
評
価
（
教
師
の
評
価
、
生
徒
の
自
己
評
価
な
ど
）、
 健
康
安
全
の
確
認
、
礼
、
片
づ
け
（
剣
道
用
具
の
安
全
・
管
理
）

具 体 的 な 指 導 内 容 と 単 元 の 評 価 規 準　 ※ 第 ２ 学 年 の 例

知 識 ・ 技 能

剣
道
は
対
人
的
な

技
能
を
基
に
し
た

運
動
で
、
我
が
国

固
有
の
文
化
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、

理
解
し
た
こ
と
を

言
っ
た
り
書
き
出

し
た
り
し
て
い
る
。

剣
道
に
は
技
能
の

習
得
を
通
じ
て
、

人
間
形
成
を
図
る

と
い
う
伝
統
的
な

考
え
方
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
理

解
し
た
こ
と
を

言
っ
た
り
書
き
出

し
た
り
し
て
い
る
。

剣
道
の
技
に
は
名

称
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
技
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
技

術
的
な
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
理
解

し
た
こ
と
を
言
っ

た
り
書
き
出
し
た

り
し
て
い
る
。

有
効
打
突
の
条
件

を
言
っ
た
り
、
書

き
出
し
た
り
し
て

い
る
。

試
合
の
行
い
方
に

つ
い
て
、
ご
く
簡

易
な
試
合
に
お
け

る
ル
ー
ル
、
審
判

及
び
運
営
の
仕
方

な
ど
、
学
習
し
た

具
体
例
を
挙
げ
て

い
る
。

相
手
の
動
き
に
応

じ
た
基
本
動
作
が

で
き
る
。

相
手
の
動
き
に
応

じ
た
基
本
と
な
る

技
が
で
き
る
。

し
か
け
技
や
応
じ

技
を
用
い
て
打
っ

た
り
、
受
け
た
り

し
て
い
る
。

相
手
の
動
き
に
応
じ

て
打
っ
た
り
受
け
た

り
す
る
な
ど
の
簡
易

な
攻
防
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

有
効
打
突
の
ポ
イ

ン
ト
や
つ
ま
ず
き

の
事
例
を
参
考
に
、

仲
間
の
課
題
や
出

来
栄
え
を
伝
え
て

い
る
。

学
習
し
た
安
全
上

(禁
じ
技
な
ど
)の

留
意
点
を
、
他
の

学
習
場
面
に
当
て

は
め
、
仲
間
に
伝

え
て
い
る
。

体
力
や
技
能
の
程

度
、
性
別
な
ど
の

違
い
を
踏
ま
え
て
、

仲
間
と
と
も
に
楽

し
む
た
め
の
練
習

や
簡
易
な
試
合
を

行
う
方
法
を
見
つ

け
、
仲
間
に
伝
え

て
い
る
。

主 体 的 に 学 習 に

取 り 組 む 態 度

相
手
を
尊
重
し
、

伝
統
的
な
行
動
の

仕
方
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る
。

剣
道
の
学
習
に
積

極
的
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
。

場
所
、
用
具
の
安

全
に
留
意
し
、
仲

間
と
協
力
し
て
安

全
に
剣
道
具
を
着

け
て
い
る
。

記
録
や
審
判
な
ど
、

分
担
し
た
役
割
を

果
た
そ
う
と
し
て

い
る
。

禁
じ
技
を
用
い
な

い
な
ど
健
康
・
安

全
に
留
意
し
て
い

る
。

一
人
一
人
の
違
い

に
応
じ
た
課
題
や

挑
戦
を
認
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

剣 道 で 伝 え た い 精 神 性 ・ 態 度 育 成

剣
道
の
歴
史

・
江

戸
時

代
か

ら
受

け
継

が
れ

た
我

が
国

の
身

体
運

動
文

化
・

対
人

運
動

（
伝

統
的

な
考

え
方

行
動

の
仕

方
）

を
学

ぶ

剣
道
の
特
性
 対
人
性

・
剣

道
は

相
手

と
正

対
し

、
相

手
の

目
を

見
て

技
を

競
う

、
相

手
の

目
を

見
て

礼
を

行
う

・
礼
（
禮
）

は
相

手
を

尊
重

し
、

感
謝

し
行

う
日

常
で

の
礼

の
実

践
の

大
切

さ
を

学
ぶ

道
具
の
安
全
と
管
理

・
剣

道
用

具
を

安
全

に
大

切
に

取
り

扱
う

。
物

を
大

切
に

す
る

心
は

相
手

に
対

す
る

思
い

や
り

の
心

を
育

む

残
心

・
残
心
は
技
を
打
っ
た
後
も
気
を
抜
か
ず

に
身
構
え
気
構
え
を
示
す
動
作
で
あ
る

が
「
残
心
」
の
あ
る
生
活
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
で
今
後
の
人
生
に
活
か
せ
る

こ
と
を
学
ぶ

間
合
（
距
離
）

・
相
手
と
自
分
の
距
離
を
近
す
ぎ
ず
、
遠

す
ぎ
ず
、
適
切
な
距
離
の
中
で
攻
防
を

楽
し
む
体
験
に
よ
り
、
人
間
関
係
づ
く

り
も
同
様
に
、
相
手
と
の
距
離
を
考
え

る
こ
と
を
学
ぶ

勇
気
（
克
己
）

・
恐
怖
心
を
打
ち
破
る
真
の
勇
気
を
持
っ

て
攻
め
る
気
持
ち
や
立
ち
向
か
っ
て
い

く
正
義
感
を
学
ぶ

努
力
（
守
破
離
）

・
基
本
練
習
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
身

に
つ
け
て
い
く
、
こ
れ
は
苦
痛
で
も
あ

る
が
技
を
自
得
す
る
た
め
に
は
必
要
な

過
程
で
あ
り
、
教
え
を
忠
実
に
守
り
、

ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ

感
謝
・
思
い
や
り

・
打
つ
、
打
た
れ
る
こ
と
で
互
い
の
痛
み

を
知
り
、
思
い
や
り
の
心
を
知
る
。
ま

た
技
や
心
の
向
上
に
よ
り
、
感
謝
や
優

し
さ
を
学
ぶ

共
存
と
共
生

・
基
本
技
の
練
習
で
打
っ
た
り
、
打
た
せ

た
り
し
て
、
基
本
技
の
出
来
栄
え
を
確

認
し
合
う
中
で
、
互
い
に
よ
り
よ
い
技

を
め
ざ
し
相
手
と
互
い
に
高
め
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

判
断
力
（
正
義
感
）

・
試
合
や
審
判
で
、
有
効
打
突
の
条
件
で

あ
る
 ｢
気
剣
体
一
致
」
を
理
解
し
、
素

早
い
動
き
で
打
ち
合
う
技
を
、
瞬
間
的

に
正
し
く
判
断
し
、
決
断
・
評
価
す
る

こ
と
。

　
ま
た
、
仲
間
と
の
認
め
合
い
や
学
習
課

題
の
定
着
・
深
ま
り
を
学
ぶ

惻
隠
の
情

・
剣
道
で
は
勝
敗
が
決
ま
っ
た
後
も
、
勝

ち
負
け
に
と
ら
わ
れ
ず
お
互
い
が
心
身

を
正
し
礼
法
を
行
う
、
こ
れ
は
誰
も
が

湧
き
上
が
る
感
情
を
抑
え
、
負
け
た
人

の
心
を
汲
み
取
る
と
い
う
武
道
の
伝
統

的
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ

平
常
心

・
試
合
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
に

不
安
を
抱
く
な
ど
、
緊
張
や
動
揺
す
る

自
分
の
気
持
ち
を
、
自
分
で
調
整
す
る

こ
と
を
学
ぶ

相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
、
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
の
工
夫

・
打
ち
方

正
面
、
左
右
面
打
ち
、
胴
（
右
）、

小
手
（
右
）

・
打
た
せ
方

隙
が
で
き
た
と
き（
剣
先
が
開
く
、

上
が
る
、
手
元
が
上
が
る
）

中
学
校
第
１
学
年
・
第
２
学
年
剣
道
授
業
「
学
習
指
導
計
画
」の
例
　
＊
第
２
学
年
学
習
内
容

伝
統
的
な
考
え
方
や
礼
法
を

学
ぶ
段
階

基
本
動
作
、
着
装
、
結
束
を

学
ぶ
段
階

基
本
動
作
、
技
を
学
ぶ
段
階

技
を
学
び
深
め
る
   
技
を
学
び
、
技
を
試
す
、
判
断
、
思
考
、
表
現
す
る
段
階

相
手
を
尊
重
し

伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
る

正
面
打
ち

体
(姿
勢
)

残
心

・
打
ち
方
、
打
た
せ
方
、
受
け
方

・
相
手
の
隙
を
見
つ
け
る
、
隙
を
つ
く
る

・
か
か
り
練
習
、
約
束
練
習

❸
基
本
と
な
る
技
、
基
本
打
突
の
段
階
的
練
習

❺
自
由
練
習
で
技
を
試
す
（
打
っ
た
り
、
受
け
た
り
す
る
な
ど
の
攻
防
を
展
開
す
る
）

（
気
）
気
迫
の
あ
る
発
声

気
（
剣
）
打
突
部
で
打
突
部
位
を
捉
え
る

●
　
×
　
○

（
体
）
姿
勢
、
体
、
足
の
出
と
残
心

剣
　
　
　
体

（
気
）
気
迫
の
あ
る
声

審
（
剣
）
正
し
い
打
ち

●
　
×
　
○

（
体
）
美
し
い
姿
勢
と
残
心

❸
自
由
練
習

・
打
っ
た
り
受

け
た
り
す
る
な

ど
の
攻
防
を
展

開
す
る

審
審



8383

Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

過
程
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３
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９
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０
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　 導　 入　　　　　　　　　　 展　　 開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 整　 理

集
合

、
挨

拶
目

標
確

認
※

安
全

確
認

集
合

、
挨

拶
目

標
確

認
※

安
全

確
認

着
装

、
集

合
挨

拶
　

礼
（

相
手

を
尊

重
し

伝
統

的
な

行
動

の
仕

方
を

守
る

）、
目

標
確

認
　

※
安

全
確

認
（

健
康

・
安

全
に

気
を

配
る

）

❶
準
備
運
動

（
体

操
、

敏
捷

性
な

ど
を

高
め

る
体

力
つ

く
り

、
体

ほ
ぐ

し
、

手
刀

の
攻

防
で

基
本

動
作

に
つ

な
が

る
動

き
づ

く
り

）
※

剣
道

に
必

要
な

基
本

動
作

・
発

声
、

送
り

足
（

前
進

後
退

左
右

）、
踏

み
切

り
、

踏
み

込
み

動
作

（
発

声
）

面
、

小
手

、
胴

、
小

手
→

面
、

引
き

胴
な

ど
・

基
本

と
な

る
技

　
　

＜
し

か
け

技
＞

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
＜

応
じ

技
＞

❶
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

剣
道

の
歴

史
剣

、
鎧

、
刀

剣
道

の
特

性
剣

道
用

具
竹

刀
の

名
称

※
安

全
指

導
D

VD
な

ど

❷
礼
法

立
礼

、
座

礼

❸
剣
道
体
験

・
手

拭
い

切
り

・
新

聞
切

り
・

新
聞

球
打

ち
　

な
ど

❶
基
本
動
作

・
自

然
体

・
足

さ
ば

き
　（

体
さ

ば
き

）
・

送
り

足
・

踏
み

込
み

足

※
 竹

刀
の

安
全

な
取

り
扱

い
・

構
え

方
・

中
段

の
構

え

❷
素
振
り

・
正
面
、
小
手
、

　
胴

・
斜
め
振
り

・
リ

ズ
ム

剣
道

・
師

匠
と

弟
子

❸
着
装

・
胴

、
垂

・
結

び
の

文
化

❷
基
本
動
作

●
基

本
打

突

 ❸
竹
刀
打
ち

そ
の

場
打

ち

踏
み

切
り

動
作

踏
み

込
み

動
作

残
　

心

・
リ

ズ
ム

剣
道

・
師

匠
と

弟
子

❷
面
の
着
装

●
基

本
打

突

・
一

連
の

動
作

で
打

つ

❷
基
本
打
突

正
面

、
小

手
、

胴

・
有
効
打
突
1
本

｢気
剣
体
の
一
致
」
を
め
ざ
す

・
既
習
技
練
習

❷
連
続
技

小
手

→
面

＊
面

→
胴

❷
引
き
技

鍔
ぜ

り
合

い
引

き
胴

❷
抜
き
技

面
抜

き
胴

❷
既
習
技

か
か

り
練

習
グ

ル
ー

プ
別

❹
簡
易
な
試
合

・
正

面
、

小
手

、
胴

、
小

手
→

面
　

　
　

　
　

　
＊

面
→

胴
　

　
＊

引
き

胴
　

　
　

　
　

面
抜

き
胴

❹
判
定
試
合
　
　
ア
.技
の
出
来
栄
え
を
競
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
.応
じ
技
の
試
合

●
判
定
基
準

（
5

人
組

判
定

・
評

価
）　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
●
判
定
基
準

・
ポ

イ
ン

ト
制

の
試

合
   

1分
間

   試
合

(30
秒～

45
秒

)
   交

代
(15

秒
)

・
５

人
組

 判
定

評
価

  （
個

人
リ

ー
グ

戦
）

整
理
運
動
、
本
時
の
ま
と
め
、
評
価
（
教
師
の
評
価
、
生
徒
の
自
己
評
価
な
ど
）、
 健
康
安
全
の
確
認
、
礼
、
片
づ
け
（
剣
道
用
具
の
安
全
・
管
理
）

具 体 的 な 指 導 内 容 と 単 元 の 評 価 規 準　 ※ 第 ２ 学 年 の 例

知 識 ・ 技 能

剣
道
は
対
人
的
な

技
能
を
基
に
し
た

運
動
で
、
我
が
国

固
有
の
文
化
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、

理
解
し
た
こ
と
を

言
っ
た
り
書
き
出

し
た
り
し
て
い
る
。

剣
道
に
は
技
能
の

習
得
を
通
じ
て
、

人
間
形
成
を
図
る

と
い
う
伝
統
的
な

考
え
方
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
理

解
し
た
こ
と
を

言
っ
た
り
書
き
出

し
た
り
し
て
い
る
。

剣
道
の
技
に
は
名

称
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
技
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
技

術
的
な
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
理
解

し
た
こ
と
を
言
っ

た
り
書
き
出
し
た

り
し
て
い
る
。

有
効
打
突
の
条
件

を
言
っ
た
り
、
書

き
出
し
た
り
し
て

い
る
。

試
合
の
行
い
方
に

つ
い
て
、
ご
く
簡

易
な
試
合
に
お
け

る
ル
ー
ル
、
審
判

及
び
運
営
の
仕
方

な
ど
、
学
習
し
た

具
体
例
を
挙
げ
て

い
る
。

相
手
の
動
き
に
応

じ
た
基
本
動
作
が

で
き
る
。

相
手
の
動
き
に
応

じ
た
基
本
と
な
る

技
が
で
き
る
。

し
か
け
技
や
応
じ

技
を
用
い
て
打
っ

た
り
、
受
け
た
り

し
て
い
る
。

相
手
の
動
き
に
応
じ

て
打
っ
た
り
受
け
た

り
す
る
な
ど
の
簡
易

な
攻
防
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

有
効
打
突
の
ポ
イ

ン
ト
や
つ
ま
ず
き

の
事
例
を
参
考
に
、

仲
間
の
課
題
や
出

来
栄
え
を
伝
え
て

い
る
。

学
習
し
た
安
全
上

(禁
じ
技
な
ど
)の

留
意
点
を
、
他
の

学
習
場
面
に
当
て

は
め
、
仲
間
に
伝

え
て
い
る
。

体
力
や
技
能
の
程

度
、
性
別
な
ど
の

違
い
を
踏
ま
え
て
、

仲
間
と
と
も
に
楽

し
む
た
め
の
練
習

や
簡
易
な
試
合
を

行
う
方
法
を
見
つ

け
、
仲
間
に
伝
え

て
い
る
。

主 体 的 に 学 習 に

取 り 組 む 態 度

相
手
を
尊
重
し
、

伝
統
的
な
行
動
の

仕
方
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る
。

剣
道
の
学
習
に
積

極
的
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
。

場
所
、
用
具
の
安

全
に
留
意
し
、
仲

間
と
協
力
し
て
安

全
に
剣
道
具
を
着

け
て
い
る
。

記
録
や
審
判
な
ど
、

分
担
し
た
役
割
を

果
た
そ
う
と
し
て

い
る
。

禁
じ
技
を
用
い
な

い
な
ど
健
康
・
安

全
に
留
意
し
て
い

る
。

一
人
一
人
の
違
い

に
応
じ
た
課
題
や

挑
戦
を
認
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

剣 道 で 伝 え た い 精 神 性 ・ 態 度 育 成

剣
道
の
歴
史

・
江

戸
時

代
か

ら
受

け
継

が
れ

た
我

が
国

の
身

体
運

動
文

化
・

対
人

運
動

（
伝

統
的

な
考

え
方

行
動

の
仕

方
）

を
学

ぶ

剣
道
の
特
性
 対
人
性

・
剣

道
は

相
手

と
正

対
し

、
相

手
の

目
を

見
て

技
を

競
う

、
相

手
の

目
を

見
て

礼
を

行
う

・
礼
（
禮
）

は
相

手
を

尊
重

し
、

感
謝

し
行

う
日

常
で

の
礼

の
実

践
の

大
切

さ
を

学
ぶ

道
具
の
安
全
と
管
理

・
剣

道
用

具
を

安
全

に
大

切
に

取
り

扱
う

。
物

を
大

切
に

す
る

心
は

相
手

に
対

す
る

思
い

や
り

の
心

を
育

む

残
心

・
残
心
は
技
を
打
っ
た
後
も
気
を
抜
か
ず

に
身
構
え
気
構
え
を
示
す
動
作
で
あ
る

が
「
残
心
」
の
あ
る
生
活
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
で
今
後
の
人
生
に
活
か
せ
る

こ
と
を
学
ぶ

間
合
（
距
離
）

・
相
手
と
自
分
の
距
離
を
近
す
ぎ
ず
、
遠

す
ぎ
ず
、
適
切
な
距
離
の
中
で
攻
防
を

楽
し
む
体
験
に
よ
り
、
人
間
関
係
づ
く

り
も
同
様
に
、
相
手
と
の
距
離
を
考
え

る
こ
と
を
学
ぶ

勇
気
（
克
己
）

・
恐
怖
心
を
打
ち
破
る
真
の
勇
気
を
持
っ

て
攻
め
る
気
持
ち
や
立
ち
向
か
っ
て
い

く
正
義
感
を
学
ぶ

努
力
（
守
破
離
）

・
基
本
練
習
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
身

に
つ
け
て
い
く
、
こ
れ
は
苦
痛
で
も
あ

る
が
技
を
自
得
す
る
た
め
に
は
必
要
な

過
程
で
あ
り
、
教
え
を
忠
実
に
守
り
、

ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ

感
謝
・
思
い
や
り

・
打
つ
、
打
た
れ
る
こ
と
で
互
い
の
痛
み

を
知
り
、
思
い
や
り
の
心
を
知
る
。
ま

た
技
や
心
の
向
上
に
よ
り
、
感
謝
や
優

し
さ
を
学
ぶ

共
存
と
共
生

・
基
本
技
の
練
習
で
打
っ
た
り
、
打
た
せ

た
り
し
て
、
基
本
技
の
出
来
栄
え
を
確

認
し
合
う
中
で
、
互
い
に
よ
り
よ
い
技

を
め
ざ
し
相
手
と
互
い
に
高
め
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

判
断
力
（
正
義
感
）

・
試
合
や
審
判
で
、
有
効
打
突
の
条
件
で

あ
る
 ｢
気
剣
体
一
致
」
を
理
解
し
、
素

早
い
動
き
で
打
ち
合
う
技
を
、
瞬
間
的

に
正
し
く
判
断
し
、
決
断
・
評
価
す
る

こ
と
。

　
ま
た
、
仲
間
と
の
認
め
合
い
や
学
習
課

題
の
定
着
・
深
ま
り
を
学
ぶ

惻
隠
の
情

・
剣
道
で
は
勝
敗
が
決
ま
っ
た
後
も
、
勝

ち
負
け
に
と
ら
わ
れ
ず
お
互
い
が
心
身

を
正
し
礼
法
を
行
う
、
こ
れ
は
誰
も
が

湧
き
上
が
る
感
情
を
抑
え
、
負
け
た
人

の
心
を
汲
み
取
る
と
い
う
武
道
の
伝
統

的
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ

平
常
心

・
試
合
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
に

不
安
を
抱
く
な
ど
、
緊
張
や
動
揺
す
る

自
分
の
気
持
ち
を
、
自
分
で
調
整
す
る

こ
と
を
学
ぶ

相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
、
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
の
工
夫

・
打
ち
方

正
面
、
左
右
面
打
ち
、
胴
（
右
）、

小
手
（
右
）

・
打
た
せ
方

隙
が
で
き
た
と
き（
剣
先
が
開
く
、

上
が
る
、
手
元
が
上
が
る
）

中
学
校
第
１
学
年
・
第
２
学
年
剣
道
授
業
「
学
習
指
導
計
画
」の
例
　
＊
第
２
学
年
学
習
内
容

伝
統
的
な
考
え
方
や
礼
法
を

学
ぶ
段
階

基
本
動
作
、
着
装
、
結
束
を

学
ぶ
段
階

基
本
動
作
、
技
を
学
ぶ
段
階

技
を
学
び
深
め
る
   
技
を
学
び
、
技
を
試
す
、
判
断
、
思
考
、
表
現
す
る
段
階

相
手
を
尊
重
し

伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
る

正
面
打
ち

体
(姿
勢
)

残
心

・
打
ち
方
、
打
た
せ
方
、
受
け
方

・
相
手
の
隙
を
見
つ
け
る
、
隙
を
つ
く
る

・
か
か
り
練
習
、
約
束
練
習

❸
基
本
と
な
る
技
、
基
本
打
突
の
段
階
的
練
習

❺
自
由
練
習
で
技
を
試
す
（
打
っ
た
り
、
受
け
た
り
す
る
な
ど
の
攻
防
を
展
開
す
る
）

（
気
）
気
迫
の
あ
る
発
声

気
（
剣
）
打
突
部
で
打
突
部
位
を
捉
え
る

●
　
×
　
○

（
体
）
姿
勢
、
体
、
足
の
出
と
残
心

剣
　
　
　
体

（
気
）
気
迫
の
あ
る
声

審
（
剣
）
正
し
い
打
ち

●
　
×
　
○

（
体
）
美
し
い
姿
勢
と
残
心

❸
自
由
練
習

・
打
っ
た
り
受

け
た
り
す
る
な

ど
の
攻
防
を
展

開
す
る

審
審
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剣　　道剣　　道

1／10配当時間

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能】◆伝統的な考え方や行動の仕方を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】◆伝統的な行動の仕方を守り、安全に配慮し協力して取り組むことができる。

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント
●評価（評価方法）

導
入
5
分

※準備
●竹刀を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇挨拶を元気よく行わせる。
〇健康観察、服装確認を行う。

❶集合、整列、挨拶
❷本時の学習内容と課題の確認

展
開
35
分

❸オリエンテーション
●剣道を学習する意義やねらい
●歴史や特性、伝統的な考え方

①歴史と特性
〈歴史、戦国時代（鎧、刀）〉
●剣道具（防具）木刀、竹刀
●竹刀の名称
●竹刀の安全な取り扱い
〈特性、運動課題〉
●有効打突（一本）

②礼法（禮）
●３つの礼（道場、先生、仲間）
●道場の出入りの仕方

●立礼（２人組）

●正座（座り方、立ち方）
●座礼（２人組）

❹剣道遊びの体験（３人組）
●新聞切り

●新聞球打ち

一 斉

ペ ア

〇剣道学習の流れについて説明する。
〇我が国固有の文化である武道の学習をす
ることは、国際社会で生きていく上で有
意義であること。

〇剣道には礼法を身につけるなど、人間と
して望ましい自己形成を重視する考え方
があることを理解させる。

〇竹刀の取り扱いや安全点検のポイントを
説明し、事故防止のための約束事を確認
する。

〇有効打突（一本）の条件について理解さ
せる。

〇剣道の伝統的な行動の仕方を理解させ
る。

〇「左座右起」により、左足から座り
　右足で立つ行動様式を身につけさせる。

〇形式的な礼にならないように、相手の目
を見て気持ちを合わせ行わせる。

〇礼の行い方を理解したら２人組で正対し
相互の礼を行わせる。

○剣道の動きに近い遊びの体験をさせ剣道
を楽しく学び、興味や関心を持たせる。

○２人で新聞を持つ、残りの１人が竹刀を
振りかぶり真っ直ぐに新聞を切る。

○３人交代で切る楽しさを味わう。

○トスアップされた新聞球の頂点を捉え打
ち落とす。

○その場で構えて打つ⇒踏み込みながら打
つなど段階的に打つ体験を行う。

【知識・技能】
●剣道の歴史や特性について、理解したこ
とを言ったり書き出したりしている。(学
習ノート）

☆竹刀の安全点検
　竹のささくれ、弦の緩み、先革の破損

【主体的に学習に取り組む態度】
●相手を尊重し合うための独自の作法、所
作を守ろうとしている。

���（観察）

整
理
10
分

❺本時の学習の反省と評価

❻片づけ 
❼正座、礼

一 斉 〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇仲間の発表について自分の考えをまとめ
させる。

〇安全に配慮し協力して片づける。
〇学んだ礼法を丁寧に行わせる。

剣
先

中
結 鍔 柄つ

か

つ
か
が
し
ら

柄
頭

け
ん
せ
ん

な
か
ゆ
い

つ
る弦 つ

ば

物打
ものうち

☆剣道に対するマイナスイメージ
や不安をいだいている生徒もい
ることから、言葉かけをしなが
ら剣道の良さや魅力に気づかせ
る。

☆剣道の伝統的な考え方、行動の
仕方があり、剣道は「礼にはじ
まり、礼を以って行い、礼に終
わる」という考え方を重視し、
常に相手を尊重して行わせる。

☆他のスポーツにはない打つ前、
打つ動作、打った後までが求め
られる特徴があることを理解さ
せる。

☆床を叩かない、周囲に人が居な
いか安全に配慮させる

☆学んだ礼法を、日常生活でも実
践できるように促す。

剣道の歴史と特性を理解し、礼法を身につけよう

T1

※T1…保健体育教員　T2…授業協力者

T1

T2

※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。

新聞球打ち
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Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

2／10配当時間

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能】◆竹刀の名称や剣道で高められる体力について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】◆場所や剣道用具の安全に配慮し、積極的に取り組むことができる。

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉
〇健康観察、服装確認を行う。

〇３分間の連続運動（ツーステップ、前後
左右）などの動きを行い、準備体操を行
わせる。

〇剣道で高まる体力を理解し敏捷性を高め
る運動を行わせる。

〇学んだ礼法を学校や家庭で実践できたか
確認し礼の生活化を促す。

【知識・理解】
●竹刀の名称や剣道で高まる体力について
理解し書き出している。（学習ノート）

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

展
開
30
分

❺主運動
①基本動作 
●構え、送り足
●足さばき（体さばき）、残心
●目付け
●自然体
●手刀で前後左右

●手刀の基本動作ドリル
●�送り足→踏み込み足→残心（正面、小手、
胴）

②対人で一連の基本動作
●竹刀の握り方
●中段の構え方
●師匠と弟子

③剣道具(防具)の着装と結束
　垂と胴
●剣道具の置き方
●着装
●外し方と結束
●収納の仕方

一 斉

ペ ア

一 斉

〇基本動作の重要性を理解させる。
〇背筋を伸ばし、両手を体側におろし、無
理のない姿勢をとらせる。

〇自然体から手刀で臍前に構えさせる。
1送り足「ヤーヤーヤー」
　の発声で３歩攻めて前進

2手刀で送り足３歩
　発声はメンメンメン

3３歩ヤーの発声で送り足
4１歩メンの発声で
　踏み込んで

5右足を軸に残心を示す
1〜5を同様に「コテ」、「ドー」

〇元立ち（師匠）は歯切れの良い号令をか
け、かかり手（弟子）は号令に従い前後
左右、面、小手、胴、残心までの一連の
動作を相手と目を離さず、呼吸を合わせ
て行わせる。

〇剣道具（防具）は、自分の身を守るプロ
テクターであると同時に、大切な道具で
あることを理解させる。

〇丁寧に取扱い安全に配慮させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
●場所や剣道用具の安全に留意し積極的に
取り組もうとしている。（観察）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
❾正座、礼

一 斉 〇前進後退で面小手胴の素振りをゆっくり
大きく各 10本行わせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。
〇礼法を丁寧に行わせる。

☆竹刀の握り方を変えないように
真っ直ぐに大きく振りかぶり、
振り下ろすように行わせる。

☆基本動作である、足さばき（体さ
ばき）は相手に打突したり、かわ
したり、相手の打突を防ぐための
身のかわしなど、打つ際の足の運
び方のことであり、その基礎とな
るのが足のさばき方であることを
理解させる。

☆剣道には結びの文化があること
を理解させる。

☆いったん着けた剣道具（防具）
は簡単に取れないように着装さ
せる。

☆左足（後足）が遅かったり残った
りしないように素早く引きつけさ
せる。

☆有効打突の理解
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正しく

打突する
体…足さばき（体さばき）、姿勢
残心…打突後の身構え気構え

基本動作（構え、目付け、足さばき（体さばき）、踏み込み動作）を身につけよう

正面は頭上から肩の高さ
小手は顔前からへその高さ
胴は頭上から斜め45度の角度
相手の右胴で止める

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。
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剣　　道剣　　道

3／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴を着装し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装させ
る。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●手刀による攻防（敏捷性）
※竹刀の安全確認

一 斉

グループ

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足
→残心）の基本ドリル

　正面、小手、胴を行わせる。
〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

❺主運動
①構えと目付け（竹刀使用）
●中段の構えと目付け（２人組）

●構え方と納め方（蹲踞）

●素振り（空間打突）
●竹刀の握り方 

②打ち方と打たせ方
●打突部位の確認
●段階的な打突

③約束練習
●リズムに乗って打つ
●師匠（元立ち）と弟子（掛り手）

一 斉

ペ ア

〇相手と正対し目を合わせて礼を行ってか
ら中段に構えさせる。

〇足の構え体重のかけ方に注意させる。

〇素振りは、左手で振り上げ足の移動とと
もに振り下ろさせる。

〇空間打突（正面打ち、小手打ち、胴打ち）
を理解させ行わせる。

〇正面、小手、胴の打突位置の確認し、打
ち方と打たせ方を行わせる。

〇リズムに乗って正面、小手、胴を６本ず
つ打ち合わせる。

〇前進後退＋打ち
〇師匠と弟子の関係で、互いに基本動作を
行い、基本となる技を打ったり、打たせ
たりする。

【知識・技能】
●相手の動きに応じた基本動作をすること
ができる。

  （観察）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、上下素振りを大きく
ゆっくりと体の中心を（正中線）を通し
て 10本振らせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。
〇礼法を丁寧に行わせる。

■本時の目標

【知     識   ・ 　 技     能】◆相手の動きに応じた基本動作ができる。

正面 胴小手

（側面）

☆竹刀の握り方を変えないように
真っ直ぐに大きく振りかぶり、振
り下ろすように行わせる。

☆後足が残らないように素早く引き
つけさせる。

☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身につけさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応し、技を出し合
い攻防を楽しませる。

☆剣道では、相手と正対し目を合わ
せる、気を合わせることが基本的
な考え方であることを理解させ
る。

☆中段の構えが攻防に適している構
えであることを理解させる。

☆振りかぶりが小さく剣先が両拳の
高さより下がらないようにさせ
る。

☆ネリーブライなど曲に合わせて行
わせ、後足の引きつけを意識させ
る。

☆師匠（元立ち）の号令や動きに対
して、足さばき（体さばき）など
の基本動作行い基本となる技を打
たせる。

相手と気を合わせて、基本となる技の打ち方と打たせ方を身につけよう

その場打ち→前進後退で打つ→踏み込
んで打つ→残心

中段の構え（正面）

T1 T1

T2
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Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

4／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

※竹刀の安全確認

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動
　（送り足→踏み込み足→残心）の基本ド
リル正面、小手、胴を行わせる。

〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

❺主運動
●置き方

①面と小手を着装する
●間合

②打たせ方
●正面、小手、胴の打たせ方

③正面の段階的な打ち方

一 斉
ペ ア

ペ ア

〇手拭の着け方と面と小手の着装について
説明する。

〇２人組で協力し合い着装させる。

〇間合（相手と自分の距離）遠間、一足一
刀の間合について説明する。

〇攻めることにより隙ができることを理解
させる。

〇打たせ方について説明する。
　（隙ができる、隙を与える）
　　　　・剣先が右に開く⇒正面
　攻め⇒・剣先が上がる⇒右小手
　　　　・手元が上がる⇒右胴
〇基本となる技を段階的な打ち方を理解し
行わせる。

〇打ちと掛け声が一致するように行わせる。
1打突部で打突部位を3回打つ
2一足一刀から送り足で3回打つ
3一足一刀の間合に攻め入って踏み込んで
打つ→残心→戻りながら打つ

〇左足の引きつけに注意して行わせる

【知識・技能】
●相手の動きに応じた基本打突を身につけ
るポイントについて、具体例を挙げている。

   （学習ノート）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ
●剣道具（防具）の結束 
❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。

■本時の目標

【知     識   ・ 　 技     能】◆相手の動きに応じた基本打突を身につけるポイントを理解している。

☆互いにより良い技を目指し互いに
高めあうことの大切さに気づかせ
る。

☆横に並べた小手の上に面をのせ、
自分の右斜め前に置かせる。

☆面は、かぶって物見を合わせる、
後ろで結んだら4本の紐を揃え
る、耳抜きをするなどのポイント
を理解させる。

☆小手は、左小手から着け、次に右
小手を着ける（外すときは右→
左）順序が文化としてあることを
理解させる。

☆「攻め」とは、遠い間合いから一
歩前へ出て一足一刀の間合に入る
など、積極的に仕掛けることで相
手がこちらの攻めに対し何らかの
反応や変化を示したときに、初め
て攻めとなることを理解させる。

☆基本となる技を身につけるために
は、打つ方も大切だが、むしろ打
たせる側の打たせ方の間合、隙の
与え方のタイミング、体のさばき
などで有効打突になることを理解
させる。

面の隙ができたところを見つけ正面を打ってみよう

・遠間

・一足一刀の間

正面

1

3

胴小手

2

遠間  →  一歩進んで攻める  →  一足一刀の間  →  打突→  残心

面を打て

T1 T1

T2
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剣　　道剣　　道

5／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足
→残心）の基本ドリル

　正面、小手、胴を行わせる。
〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

❺主運動
※面と小手を着装する
※竹刀の安全確認

①打たせ方
●間合（一足一刀）
●正面、小手、胴の打たせ方

②小手の段階的な打ち方

●胴の段階的な打ち方

③約束練習
遠間→一歩進んで攻める→

一足一刀の間→打突→残心

一 斉

ペ ア

〇剣道具の着装は短時間で正確にできるよ
う仲間と協力して行わせる。

〇打ちと掛け声が一致するように行わせる。
〇間合と攻めについて確認させる。
　遠間→一歩進んで攻める→一足一刀の間
→打突→残心

〇打たせ方について説明する。（隙ができ
る・隙を与える）

　　　・剣先が右に開く⇒正面

攻め⇒・剣先が上がる⇒右小手

　　　・手元が上がる⇒右胴

〇基本となる技を段階的な打ち方を理解し
行わせる。

1その場で打突部位を3回打つ
2一足一刀の間合から3回打つ
3一足一刀の間合いに攻めて入り踏み込ん
で打つ→残心→戻りながら打つ

←胴は足さばき（体さ
ばき）を行わせて、
小手と同様に行わせ
る。

※体をさばいて抜けさせ残心をさせる。

〇正面、小手、胴を「〇〇を打て」の号令
で元立ちが隙を与え打たせる。

【主体的に学習に取り組む態度】
●場所や剣道用具の安全に留意し、仲間と
協力して安全に剣道具を着けることがで
きる。

   ( 観察）

【知識・技能】
●相手の動きに応じた基本打突正面・小手・
胴を打ったり受けたりすることができる。

　(観察）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
●剣道具の結束
❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能】◆相手の動きに応じた基本打突正面、小手、胴を打ったり受けたりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】◆場所や剣道用具の安全に留意し、仲間と協力して安全に剣道具を着けることができる。

☆約束練習で、打たせる側は、相手
の攻めに対して、打突部位を開け
るようにさせ、一打一打を確実に
行わせる。

☆打つ、打たせることで気づいたこ
とを発表させ、学習の安全への配
慮などに気づかせる。

☆後足を素早く引きつけさせる。
☆正面、小手、胴の基本となる技の

ポイントを意識させる。
☆手刀で正対しリーダーの出す技に

対して敏速に反応し、技を出し合
い攻防を楽しませる。

☆横に並べた小手の上に面をのせ、
自分の右斜め前に置かせる。

☆面はかぶって物見を合わせる、後
ろで結んだら4本の紐を揃える、
耳への圧迫を取るなどのポイント
を理解させる。

☆小手は、左小手から着け、次に右
小手を着ける（外すときは右→
左）順序が文化としてあることを
理解させる。

☆基本となる技を身につけるために
は、打つ方も大切だが、むしろ打
たせる側の打たせ方の間合、隙の
与え方のタイミング、体のさばき
などで有効打突になることを理解
させる。

正面、小手、胴の隙ができたところを見つけ打ってみよう

小手を打て
面を打て

胴を打て

正面 胴小手

1

1

3

3

2

2

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。



8989

Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

6／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足
→残心）の基本ドリル

　正面、小手、胴を行わせる。
〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

※面と小手を着装する　※竹刀の安全確認
❺主運動
①既習練習
●基本となる技の段階的練習
　（正面、小手、胴）
●約束練習

②技の出来栄えを競う判定試合（絶対評価）
※５人組でローテーション

③自由練習
※30秒×３回

一 斉

ペ ア

５人組

ペ ア

〇竹刀や剣道具の安全を確認する。
〇正面、小手、胴の段階的な打ち方を確認
し行わせる。

1その場で打突部位を3回打つ
2一足一刀の間合から3回打つ
3一足一刀の間合いに攻めて入り踏み込ん
で打つ→残心→戻りながら打つ

〇正面、小手、胴を「〇〇を打て」の号令
で隙を与え打たせる。

〇有効打突をめざして行わせる。
〇判定基準を明確にさせる。
（1）大きな声
（2）打突部で打突部位を捉える
（3）足さばき（体さばき）、姿勢と残心
〇主審に大きな声で号令をかけさせる。
・礼→はじめ→判定→礼→評価（説明）

〇自由練習で学習した正面、小手、胴の技
を積極的に出して攻防をさせる。

〇常に相手を尊重し行わせる。

【思考・判断・表現】
●有効打突のポイントやつまずきの事例を
参考に、仲間に課題や出来栄えを伝える
ことができる。

　(学習カード）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。

【知識・理解】
●有効打突の条件を言ったり書いたりして
いる。(学習ノート）

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能】◆有効打突の条件を理解することができる。
【思  考 ・ 判  断 ・ 表  現 】◆有効打突のポイントを見つけ、仲間に出来栄えや課題を伝えることができる。

☆互いに良いところを認め合い、相
手に伝えられたか確認させる。

☆打たせ方について確認する。
（隙ができる、隙を与える）

正面…剣先が開く。（右方向へ）
小手…�剣が上がる。（右小手を打

たせる）
胴…�手元が上がる。（右胴を打た

せる）
※体をさばいて抜けさせ残心をさせ

る。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…足さばき（体さばき）、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

☆後足を素早く引きつけさせる。
☆正面、小手、胴の基本となる技の

ポイントを意識させる。
☆手刀で正対しリーダーの出す技に

対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

基本となる技を有効打突（一本）に決めよう

隙を
見つけ

気

▲　×　△
体　　　剣

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。



9090

剣　　道剣　　道

7／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足
→残心）の基本ドリル

　正面、小手、胴、小手→面を行わせる。
〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

※面と小手を着装する　※竹刀の安全確認
❺主運動
①既習練習（各技を２本づつ）
●正面、小手、胴の打ち込み練習

②連続技（小手→面）
●打ち方と打たせ方

②技のできばえを競う判定試合
※５人組でローテーション
●礼→はじめ→判定→礼→評価

③自由練習
※30秒×3回

ペ ア

5人組

ペ ア

〇竹刀や剣道具などの安全を確認する。

〇正面、小手、胴の６本打ちを行わせる。

〇連続技は最初の打突が失敗したときに、
隙が生じた部位を即座に打つ技を連続技
といい、この他に小手→胴などの技があ
ることを理解させる。

〇二段打ちの踏み込み足、踏み切り足の引
きつけについて重点的に説明する。

〇打たせ方について確認させる。
　小手…剣が上がる（右小手を打たせる）
　面…剣先を開く（右方向へ）

〇小手→面の段階的練習を行わせる。
1その場で打突部位を3回打つ
2一足一刀の間合から3回打つ
3一足一刀の間合に攻めて入り踏み込んで
打つ→残心→戻りながら打つ

〇判定基準を明確にさせる。
（1）大きな声
（2）打突部で打突部位を捉える
（3）足さばき（体さばき）、姿勢と残心

〇自由練習で学習した正面、小手、胴の技
を積極的に出して攻防をさせる。

〇常に相手を尊重し行わせる。

【主体的に学習に取り組む態度】
●記録や審判などの分担した役割を果たそ
うとしている。

　(観察、学習ノート）

【思考・判断・表現】
●学習した安全上の留意点を学習場面であ
てはめ仲間に伝えることができる。

　（観察、学習ノート）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。
☆自分の好きな技は何か、また、自由練習

をしてみて技を出せたか、真の勇気につ
いて気づかせる。

■本時の目標
【思  考 ・ 判  断 ・ 表  現 】◆学習した安全上の留意点を学習場面であてはめ仲間に伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】◆記録や審判など分担した役割を果たすことができる。

☆攻めて相手の右小手を打ち、相手
が竹刀を開いたり、手元をさげて
防いだりしたところをすかさず面
を打つようにさせる。

☆特に小手を打った後の、後足の引
きつけを素早く行うことで面の踏
込が上手くできることを理解させ
る。

☆後足を素早く引きつけさせる。
☆正面、小手、胴、小手→面のポイ

ントを意識させる。

☆打たせる側は小手を打たせた後に
１歩退いて面の打ち間をつくり右
に体をさばき抜けさせる。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…足さばき（体さばき）、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

連続技（小手→面）を有効打突（一本）に決めよう

面

小手
↓

☆互いに良いところを認め合い、相
手に伝えられたか確認させる。

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。
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Ⅴ章　学校授業での指導Ⅴ章　学校授業での指導

8／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足
→残心）の基本ドリル

　正面、小手、胴、小手→面、引き胴を行
わせる。

〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

※面と小手を着装する　※竹刀の安全確認
❺主運動
①既習練習（各技を２本づつ）
●正面、小手、胴、小手→面の打ち込み練
習

②しかけ技（引き胴）
●鍔ぜり合い→引き胴

●面→鍔ぜり合い→引き胴

③自由練習
※30秒×３回

ペ ア

ペ ア

〇竹刀や剣道具などの安全を確認する。

〇正面、小手、胴の８本打ちを行わせる。

〇相手と握手の距離に接近し、鍔と鍔とが
せり合う状態を理解させる。

〇打たせる側は手元を下げ、下腹部に力を
入れ受けさせる。

〇引き胴の段階的練習を行わせる。
1打突部位を３回打つ
2鍔ぜり合いから引きながら打つ→残心
　３回

〇送り足、または開き足で、後方またが斜
め後方に引きながら胴を打たせる。

〇打った後の姿勢が崩れやすいので正しい
姿勢で身体と剣先を相手に向けて残心を
示させる。

〇習熟するにつれ、一連の動作として大き
く早く強く打つようにさせる。

〇自由練習で学習した正面、小手、胴の技
を積極的に出して攻防をさせる。

〇常に相手を尊重し行わせる。

【知識・技能】
●自由練習で、既習の技を積極的に打った
り、受けたりすることができる

　(観察）

【主体的に学習に取り組む態度】
●禁じ技を用いないなど健康・安全に留意
している。

　（学習カード）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。

☆自由練習で技を出せたか、間合について
気づいたことを発表させる。

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能 】◆自由練習で、既習の技を積極的に打つことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】◆禁じ技を用いないなど健康・安全に留意している。

☆引き技は、鍔ぜり合い、または攻
めによって相手の構えが崩れ、隙
が生じたところをすかさず退きな
がら打つ技で引き面や引き胴など
の技があることを理解させる。

☆男女差、体格差、体力差などを配
慮し、暴力的な鍔ぜり合いになら
ないよう配慮させる。

☆引き技は、打突を行う際の間合い
や足さばき（体さばき）のタイミ
ングを工夫させる。

☆退きながらの打ちは、前へ出ての
打ちより打ちが弱いので手の内を
きかせて大きい動作で打たせる。

☆後足を素早く引きつけさせる。
☆正面、小手、胴、小手→面、引き胴

のポイントを意識させる。

☆自由練習では、恐怖心を打ち破る
真の勇気をもって攻める気持ちで
行わせる。

鍔ぜり合いで生じた隙に対して引き技を決めよう

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。
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剣　　道剣　　道

9／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足
→残心）の基本ドリル

　正面、小手、胴、小手→面、引き胴を行
わせる。

〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ
る。

展
開
30
分

※面と小手を着装する　※竹刀の安全確認
❺主運動
①既習練習（約束練習）
●正面、小手、胴、小手→面各２本
●面、鍔ぜり合い、引き胴３本

②応じ技（抜き技）「面抜き胴」
・体を右にさばく、面抜き胴

③面抜き胴の判定試合
※５人組でローテーション
●礼→はじめ→判定→礼→評価

③自由練習
※30秒×３回

ペ ア

5人組

ペ ア

〇竹刀や剣道具などの安全を確認する。

〇正面、小手、胴の８本打ちを行わせる。
〇面、鍔ぜり合い引き胴３本連続打ちを行
わせる。

〇相手の技に対して応じ、その技をかわし
て打つ技であることを理解させる。

〇面抜き胴の段階的練習を行わせる。
1送り足で一歩斜め右に体をさばく
2正対し面抜き胴を打ち間の中で３回
3打たせる側は面を打ち込み打つ側は抜き
胴を踏み込んで打って残心を示す

〇面抜き胴３本勝負
〇判定基準を明確にさせる。
（1）気迫のある大きな声
（2）打突部で打突部位を捉える
（3）美しい姿勢と残心まで

〇自由練習で、今まで学習した正面、小
手、胴、小手→面、引き胴、面抜き胴の
技を積極的に出して攻防をさせる。

〇常に相手を尊重し行わせる。

【思考・判断・表現】
●面抜き胴のポイントを見つけ、仲間に良
さや課題などを伝えている。

　（観察、学習ノート）

【知識・技能】
●簡易な試合のルール、審判、運営の仕方
を理解し言ったり書き出したりしている。

　(観察、学習ノート）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座、礼

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。

☆自由練習で既習の技を出せたか、間合な
ど気づいたことを発表させる。

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能 】◆簡易な試合におけるルール、審判、運営の仕方を理解している。
【思  考 ・ 判  断 ・ 表  現 】◆抜き技（面抜き胴）のポイントを理解し、課題などを仲間に伝えることができる。

☆抜き技は、相手の打ちこみに対し
て、体をかわして相手に空を打た
せて打つ技である。

☆相手が面を打とうとする瞬間、送
り足で斜め右前に大きく踏み出
し、すれ違いながら相手に空を打
たせて右胴を打つようにさせる。

☆打つときは両肘を十分前に伸ばし
手の内を返して平打ちにならない
ようにさせる※この他に小手抜き
面などの技があるを理解させる。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…�美しい姿勢（足さばき（体さ

ばき））と残心（打突後の身
構え、気構え）まで

面に対して体をさばいて胴を有効打突（一本）に決めよう

☆自由練習では、恐怖心を打ち破る
真の勇気をもって攻める気持ちで
行わせる。

↓

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。
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10／10配当時間

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント、つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

※準備
●竹刀、垂、胴、面を準備し集合
●体育ノートに課題を記入

一 斉 〇仲間と協力し時間内に垂と胴を着装さ
せ、竹刀の安全を確認させる。

❶集合、正座、礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
●３分間全身連続運動
●準備体操
❹補強運動、補助運動
●敏捷性を高める運動

グループ 〇健康観察、服装確認を行う。
〇３分間の連続運動（送り足→踏み込み足

→残心）の基本ドリル
　正面、小手、胴、小手→面、引き胴を行

わせる。
〇手刀攻防で敏捷性を高める運動を行わせ

る。

展
開
30
分

※面と小手を着装する　※竹刀の安全確認
❺主運動
①グループ別約束練習
●正面、小手、胴、小手→面各２本
●面、鍔ぜり合い引き胴３本
●面抜き胴３本

②自由練習
※30秒×３回

③ポイント制の試合
※５人組でリーグ戦
●礼→はじめ→判定→礼→評価

グループ

5人組

〇竹刀や剣道具などの安全を確認する。

〇正面、小手、胴の８本打ちを行わせる。
〇面、鍔ぜり合い引き胴３本連続打ちを行

わせる。
〇面抜き胴を相互に３本行わせる。

〇自由練習で、今まで学習した正面、小
手、胴、小手→面、引き面、面抜き胴の
技を積極的に出して攻防をさせる。

〇常に相手を尊重し行わせる。

〇判定基準を明確にさせる。
（1）気迫のある大きな声
（2）打突部で打突部位を捉える
（3）美しい姿勢と残心まで
※有効打突がない場合は積極的に攻めて技

を出し、有効打突に近い技が多い方に判
定させる。（説明）

〇試合方法を理解させる。
　時間：１分間
　試合：30秒～ 45秒
　交代：15秒
　方法：時間内勝負
　役割：主審（判定）副審２人（本数）

【知識・技能】
●相手の動きに応じて打ったり、受けたり

するなど簡易な攻防をすることができる。
　（観察）

【主体的に学習に取り組む態度】
●一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認

めるようとしている。
　（観察、学習カード）

整
理
10
分

❻整理運動

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座、礼	一斉

一 斉 〇呼吸を整えながら、大きくゆっくりと面
打ちを５本連続して打たせる。

〇学習ノートに本時の課題について自己評
価し記入させる。

〇安全に配慮し片づけさせる。

〇礼法を丁寧に行わせる。
☆試合で技を出せたか、どのようなときに
うまく打てたか気づいたことを発表させ
る。

■本時の目標
【知     識   ・ 　 技     能 】◆相手の動きに応じて打ったり、受けたりするなど簡易な攻防をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】◆一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めることができる。

☆既習の練習や攻防を楽しむ場合、
互いの間合や技を打つ機会、タイ
ミングなどを大切に取り組ませ
る。

☆約束練習は、打たせる側は、相手
の攻めに対して、打突部位を開け
るようにさせ、一打一打を確実に
行わせる。また、良い点や改善す
べき点を指摘し合いながら行わせ
る。

積極的に技を出して、有効打突（一本）に決めよう

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…打突部位を打突部で刃筋正し
　　く打つ
体…美しい姿勢（足さばき（体さ
　　ばき）、姿勢）と残心（打突
　　後の身構え、気構え）まで

☆試合などで誰もが湧き上がる感情
を抑え、負けた人の心をくみ取る
惻隠の情の考え方について理解さ
せる。

T1 T1

T2

　※本時の目標と評価については、事例を２つ示してあるところがありますが１つ選択しましょう。
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例
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道
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剣
道
授
業
「
学
習
指
導
計
画
」の
例
　
~剣
道
具
の
な
い
場
合
~
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基
本
５

抜
き

技
面

抜
き

胴

❷
基
本
1～
基
本
5の
練
習

全
体

練
習

２
人

組
グ

ル
ー

プ
練

習

❷
グ
ル
ー
プ
対
抗
試
合
（
６
人
組
）

グ
ル

ー
プ

別
練

習

●
判
定
基
準
は
同
じ

見
学

者
△

△
△

△
△

△
（

見
取

り
稽

古
）

❸
演
武
会
（
発
表
会
）

評
価

相
互

評
価

❸
判
定
試
合
（
技
の
出
来
栄
え
を
競
う
）　

※
技

の
定

着
　

正
面

、
小

手
、

胴
　

小
手

→
面

　
払

い
面

　
引

き
胴

　
抜

き
胴

●
判
定
基
準
　

※
絶

対
評

価

・
学
習
し
た
基
本
技
の
演
武
　

※
約

9歩
の

間
（

距
離

）

本
時
の
ま
と
め
 、
 評
価
（
教
師
の
評
価
、
生
徒
の
自
己
評
価
な
ど
） 
、
健
康
安
全
の
確
認
、 
礼
、
片
づ
け
（
剣
道
用
具
の
安
全
 ・
 管
理
）

剣
道
で

伝
え
た
い

精
神
性

・
剣

道
の

歴
史

と
特

性
・

礼
（

禮
）

・
安

全

・
残

心
、

隙
（

目
付

け
）

・
間

合
（

近
い

間
合

、
遠

い
　

間
合

、
一

足
一

刀
の

間
合

）

・
勇

気
（

克
己

）
・

努
力

（
守

破
離

）
・

共
存

と
共

生
　

打
つ

、
打

た
せ

、
高

め
合

う
・

判
断

力
（

正
義

感
）

・
惻

隠
の

情
（

思
い

や
り

）
・

平
常

心
・

感
謝

打
ち
方
と
打
た
せ
方

隙
が
で
き
た
と
き
（
剣
先

が
開
く
、
上
が
る
、
手
元

が
上
が
る
）

隙
が
で
き
た
と
き
、
打
ち
方
、
受
け
方
、
打
た
せ
方

相
手
を
尊
重
し

伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
る

木
刀
や
竹
刀
の
安
全
な
取
り

扱
い

※
木

刀
を

活
用

し
た

例

気
：

気
迫

の
あ

る
発

声
剣

：
打

突
部

で
打

突
部

位
を

捉
え

る
体

：
体

・
足

さ
ば

き
、

姿
勢

と
残

心

気
●

　
×

　
○

剣
　

　
　

体

審
判

●
　

×
　

○
●

　
×

　
○

審
判
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リ
ズ
ム
剣
道
に
よ
る
剣
道
授
業（
竹
刀
だ
け
用
い
て
の
授
業
）

過
程

１
２

３
４

５
６

７
８

9
10

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

導　 入

集
合

、
挨

拶
目

標
確

認
安

全
確

認

集
合

、
挨

拶
目

標
確

認
安

全
確

認
準

備
運

動

集
合

、
挨

拶
、

礼
（

相
手

を
尊

重
し

伝
統

的
な

行
動

の
仕

方
を

守
る

）、
目

標
　
※

安
全

確
認

（
健

康
・

安
全

に
気

を
配

る
）

準
備

運
動

（
敏

捷
性

な
ど

を
高

め
る

体
力

つ
く

り
、

体
ほ

ぐ
し

、
動

き
づ

く
り

）

展　　　　　 開

❶
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

剣
道

の
歴

史
と

特
性

竹
刀

の
名

称
取

り
扱

い
と

注
意

❷
新
聞
切
り

　
新
聞
球
打
ち

❸
基
本
動
作

構
え

方
納

め
方

❹
素
振
り

そ
の

場
前

後
移

動

❶
リ
ズ
ム
剣
道

　
足
さ
ば
き

  （
体
さ
ば
き
）
☆

４
前

４
後

送
り

足
四

方
八

方
（

工
夫

さ
せ

る
）

❷
基
本
打
突

正
面

の
打

ち
方

打
た

せ
方

小
手

の
打

方
打

た
せ

方

胴
の

打
ち

方
打

た
せ

方

❸
連
続
正
面
打
ち

対
面

で
前

進
後

退

❶
リ
ズ
ム
剣
道

　
送
り
足
　
★

四
方

移
動

（
2人

対
面

リ
ー

ダ
ー

に
合

わ
せ

る
）

❷
連
続
正
面
打
ち

　
対
面
で
　
★

そ
の

場
連

続
前

後
に

移
動

回
数

を
決

め
て

、
交

代 力
を

抜
こ

う
受

け
て

の
竹

刀
の

上
で

止
め

て

❸
礼
法

座
礼

立
礼

三
つ

の
礼

❶
リ
ズ
ム
剣
道
の

　
正
面
打
ち
　
☆

・
受

け
手

の
竹

刀
を

打
っ

た
所

か
ら

二
歩

退
き

構
え

、
一

歩
前

進
、

さ
ら

に
前

進
正

面
を

打
つ

・
一

歩
後

退
し

残
心

を
示

し
、

更
に

一
歩

退
き

元
に

戻
る

。
　

繰
り

返
す

。

○
小

手
打

ち
も

同
様

に

○
胴

打
ち

も
同

様
に

行
う

❷
竹
刀
の
持
ち
方
の

確
認

❶
リ
ズ
ム
剣
道

前
時

に
同

じ
 ☆

気
剣

体
の

一
致

を
目

指
す

○
正

面
打

ち

○
小

手
打

ち

○
胴

打
ち

気
（

声
）

剣
（

竹
刀

）
体

（
足

さ
ば

き
・

　
　

 体
さ

ば
き

）
一

致
し

た
打

ち

❷
判
定
試
合

❶
リ
ズ
ム
剣
道
 ☆

前
時

に
同

じ

○
小

手
、

正
面

、
胴

打
ち

の
回

数
を

決
め

て
グ

ル
ー

プ
で

練
習

す
る

。

❷
判
定
試
合

グ
ル

ー
プ

対
抗

❷
リ
ズ
ム
剣
道
 ☆

前
時

に
同

じ

❷
ス
キ
ッ
プ
で

　
踏
み
込
み
動
作

❸
踏
み
込
み
動
作
に

よ
る
正
面
打
ち

２
人

組
み

で
、

１
人

が
竹

刀
を

顔
の

横
水

平
に

掲
げ

る
一

方
が

中
段

の
構

え
か

ら
一

歩
前

進
　

次
に

踏
み

込
み

足
で

竹
刀

を
打

っ
て

通
り

抜
け

る

❹
判
定
試
合

踏
み
込
み

動
作

に
よ

る
正

面
打

ち

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
判

定
試

合

❶
リ
ズ
ム
剣
道

　
早
素
振
り
　
★

右
上

段
の

構
え

か
ら

前
へ

出
て

面
打

ち
竹

刀
を

振
り

か
ぶ

り
な

が
ら

一
歩

退
る

。
こ

れ
を

繰
り

返
す

。

❷
踏
み
込
み
動
作

に
よ
る
正
面
打

ち 前
時

の
復

習

❸
判
定
試
合

踏
み
込
み

動
作

に
よ

る
正

面
打

ち グ
ル

ー
プ

に
よ

る
判

定
試

合

　
基

本
１

～
　

基
本

５

❷
グ
ル
ー
プ

　
練
習

❸
発
表
会

　
○
評
価

　
基

本
１

～
　

基
本

５

❷
グ
ル
ー
プ

　
練
習

❸
［
最
終
日
］

　
○
演
武
会

　
○
評
価

　
○
講
評

整　 理
○

竹
刀

体
操

（
ラ

ジ
オ

体
操

第
2の

レ
コ

ー
ド

）
本

時
の

ま
と

め
、

評
価

、
健

康
・

安
全

の
確

認
、

礼
◎

竹
刀

体
操

は
体

育
祭

演
技

に
仕

上
げ

る
。

［
音
楽
］

☆
ネ

リ
ー

ブ
ラ

イ
（

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
）

剣
道
で

伝
え
た
い

精
神
性

剣
道
の
歴
史

伝
統
文
化

合
気
と
間
合

思
い
や
り

相
手
に
感
謝

礼
の
実
践

思
い
や
り

相
手
や
仲
間

勇
気

試
合
前
後
の
礼

努
力

自
得
す
る

共
存
と
共
生

打
つ
、
打
た
せ
る

信
頼
、
感
謝

平
常
心

惻
隠
の
情

○
判

定
基

準
・

気
迫

の
あ

る
発

声
・

刃
筋

正
し

く
打

突
部

で
打

突
部

位
・

体
の

出
と

残
心

打
ち
方
と
受
け
方
、
打
た
せ

方❶
打
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本

技
稽
古
法
を
用
い
た
展
開
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（２）小学校第５学年・第６学年の剣道授業の指
導計画について
①単元の目標（学習指導要領の体つくり運動の３
観点で示した）
【知識及び運動】
ア．剣道の楽しさや喜びを味わい、体を動かす

心地よさや体の動きを高めたりする。
イ．新聞竹刀や軽微な竹刀を用いて剣道の基本

動作を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
ア．自己の体の状態や体力に応じた剣道の行い

方を工夫する。
イ．自己や仲間の考えたことを他者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
ア．剣道に積極的に取り組む。
イ．約束を守り助け合って剣道をしたり、仲間

の考えや取組を認める。
ウ．場や用具の安全に気を配ったりする。
エ．丁寧に心を込めて相手の目をみて挨拶する。

２．小学校における剣道授業

（１）体育分野　指導内容の体系化
運動領域においては、発達の段階のまとまりを

考慮するとともに、基礎的な身体能力を身につ
け、運動を豊かに実践していくための基礎を培う
観点から、発達段階に応じた指導内容の明確化・
体系化・弾力化が図られた。

各学年において「何を教える必要があるのか」
身につけさせたい内容を整理し、学習を進めるこ
とが示されている。しかしながら、指導内容の体
系化を考えるとき、「武道のみが小学校期におい
て運動領域に取り入れられていない」ことが問題
であり、中学校で安全で効果的な学習を行うため
にも大きな課題である。

学習指導要領において小学校の体育の年間授業
数は 90 時間である。武道（剣道）の教育的価値
や安全性を考慮し、先ずは「体つくり運動」など
に武道運動（武道遊び）として、第５学年・第６
学年から取り入れることが望まれる。

武道を小学校に導入して中学校第 1・2 学年に
系統性を持たせるための試案を以下に示す。

小学校

体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動

３・４年

器械運動

走・跳の運動

浮く・泳ぐ運動水遊び

陸上運動

水　泳

表現運動

ボール運動ゲームゲーム 武　道

武　道 武　道 武　道

体育理論 体育理論
科目保健保健分野保健領域

球　技 球　技

表現運動 ダンス ダンス ダンス

水　泳 水　泳 水　泳

陸上競技 陸上競技 陸上競技

器械・器具を
使っての運動

遊び

様々な動きを
身につける時期

多くの運動を
体験する時期

卒業後も運動やスポーツに
多様な形で関わることが
できるようにする時期

走・跳の運動
遊び

走・跳の運動
遊び

器械運動 器械運動 器械運動 器械運動

３年 入学
年次

次の
年次

それ
以降５・６年１・２年 １・２年

中学校 高等学校

系統性

豊かなスポーツライフの実現に向けて

※武道的素養が身についていない

弾力化

明確化

体育の分野　指導内容の体系化
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１）運動領域　　体育科の領域構成は、次の表のとおりである。

能の基礎を学ぶ
　・竹刀（新聞竹刀など）を用いて「相手と気を

合わせた基本の技」※１や「創作による基本の
技」※２を習得する

※１「相手と気を合わせた基本の技」⇒シンクロした基本の技

（互いに動作のタイミングを合わせて行う基本の技）

※２「創作による基本の技」⇒オリジナルの基本の技（習った

技を組み合わせて行う基本の技）

（３）小学校第５学年・第６学年の剣道授業８時
間分指導案例
①指導案作成の重点事項
ア．今回提案する剣道授業の指導案は、剣道を初

めて行う児童を前提として、竹刀を用いた相手
との攻防に抵抗なく触れるよう竹刀を工夫し
た。まず、第５学年では紙で作った新聞竹刀を
教具として用いて、ペアと創る息を合わせた剣
道基本を演武する剣道授業を行う。

この新聞竹刀は、新聞紙（約３日分）を丸め
て本物に似させた鍔をつけ竹刀に見立てたもの
であり、通常の竹刀よりも軽く当たっても痛く
ない。これにより「怖い」、「当たったら痛そう」
という剣道のもつマイナスイメージを軽減させ
ることができる。

第６学年では、体格や体力に応じた簡易な竹
刀を用いて打った感覚を感じ取れるようにす
る。さらに面、小手、胴の基本技や面抜き胴な
どの応用技をペアやグループでオリジナル剣道
形として行う発表会を目標とした剣道授業を目

②剣道の授業評価について
ア．学習指導の３観点：【知識・技能】【思考力・

判断力・表現力】【主体的に学習に取り組む態
度】に関する授業評価を行う。

イ．剣道授業の前後における意識の変容を調査す
る。

ウ．学習ノートへの記述内容を分析する。

③剣道の学習指導における特性
ア．効果的特性
　　竹刀（新聞竹刀）を用いて相手と向き合い、

自他を尊ぶ心を養う
ａ．礼（禮）の実践力
　相手を重んじる礼、他者への感謝の気持ち
ｂ．おもいやり力
　相手の痛みを感じる心、打って反省打たれて

感謝の姿勢
ｃ．集中力
　相手をしっかり見ること、瞬時の攻防動作
ｄ．がまん力
　相手から逃げない気持ち、自分に打ち克つ心
ｅ．めりはり力
　凜とした態度、潔い態度、油断しない心
イ．構造的特性
　　竹刀（新聞竹刀など）・剣道具を用いた対人…

的運動文化を習得する
ウ．機能的特性
　・竹刀（新聞竹刀など）を用いて相手と向き合

い、面・小手・胴の有効打突を取り合う攻防技

学
年 １・２ ３・４ ５・６

領　

域

体　つ　く　り　運　動
（武道運動〔武道遊び〕）

器械・器具を使っての運動遊び 器　械　運　動

走・跳の運動遊び 走・跳の運動 陸上運動

水　遊　び 浮く・泳ぐ運動 水　泳

ゲ　ー　ム ボール運動

表現リズム遊び 表　現　運　動

保　　　　　健
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指す。
イ．武道特有の張り詰めた緊張状態の雰囲気で

は、息苦しくなり、教育効果も半減する。
　張る空気と弛

ゆる

む空気を併せもつメリハリのある
授業の雰囲気づくりが重要となる。心通わせる
雰囲気づくりとして、互いに心と身体を向き合
わせることをねらいとした動機づけとして剣道
の要素を活かした体ほぐしの運動を毎時間取り
入れる。

ウ．礼法（立礼・座礼）については、日常生活と
結びつく形で授業の中で習慣化させる。

エ．打った後も油断しない身構え心構えとしての
「残心」を意識させるために打った後に声に出
して「ざんしん！」と発声させる。

オ．対人性を重視した授業を行い、グループ学習
を取り入れる。

②小学生の剣道授業の果たす役割とその可能性
武道をめぐる情勢と現代の少年少女の教育的課

題を踏まえて、小学生による剣道授業の果たす役
割とその可能性について考えたい。学習指導要領
をもとに考えると、次の３つの観点が挙げられよ
う。

ア．生きる力をより具体化し、生きる力という理
念を共有し育むことができる。平成 29（2017）
年改訂の学習指導要領では、「何のために学ぶ
のか」という学ぶ意義を共有することが強調さ
れた。この生きる力とは、社会において自立的
に生きるために必要とされる力であり、人間力
ともいえるものだと考える。さらに言えば、人
間力とは、「自他を尊ぶ力」とも言い換えられ、
対力（対応力：コミュニケーション力）、耐力（自
制心：セルフコントロール力）、および体力（心
身のバランス：心身の恒常性）の３つの力を併
せ持ったものと考えられる。これらの力の総称
である生きる力の基礎を武道（剣道）の特性に
よって小学校段階で育む可能性があるものと思
われる。

イ．対人性を重視した実生活に活用できる学習内
容である。教師による一斉指導から対人を重視
したグループ学習の積極的活用が可能となる。

ウ．グローバル化に通じる日本の伝統文化を習得
できる。剣道による礼法や行動様式など文化的
特性の指導を重視した学習内容である。
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３）学習指導計画例（剣道授業８時間扱い）
①小学校第５学年の学習指導案例（実践例として提示する）

目標と学習内容 評価（体つくり運動を参考）

１
／
８
時
間
目

目
標

楽しい剣道ゲームを体験して、楽しさや喜びを味わおう 剣道に積極的に取り組もうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】

内
容

剣道の体ほぐし
①剣道じゃんけん
②送り足じゃんけんリレー
③剣道の礼法（立礼・座礼）

２
／
８
時
間
目

目
標

新聞刀を作り、剣道の基本動作を学ぼう 用具の使い方や周囲の安全に気を配ること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

内
容

※２時間目以降新聞刀を使用
①剣道の歴史（刀の紹介）　　　　　　（礼法 : 座礼）

②剣道の体ほぐし
（新聞刀の風船打ち）
③リズムに合わせて面打ちをやってみよう

３
／
８
時
間
目

目
標

大きな声を出して胴打ちをやってみよう 約束を守り、仲間と助け合って大きな声を
出し、引き胴打ちを行おうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

内
容

※３時間目以降に垂と胴を着ける
①体ほぐし（ぞうきんがけ競争）
②対人的ゲーム（掛け声団体戦）
③垂と胴を着けて新聞刀で胴打ち
　をして残心までかっこ良く行う

４
／
８
時
間
目

目
標

小手・面・胴をやってみよう 小手・面・胴打ちの行い方を理解している。
【知識・理解】

内
容

①体ほぐし（ぞうきんがけ競争）
②対人的ゲーム（剣道足ジャンケン）
③新聞刀で小手・面・胴を打ったり、受けたりする

５
／
８
時
間
目

目
標

面抜き胴を段階的にやってみよう 面抜き胴の行い方を理解している。
【知識・理解】

内
容

①体ほぐし（新聞刀による真剣白刃取り）
②対人的ゲーム
　（向かい合って目を見ながら前進後退をすり足で行う）
③面抜き胴（段階的に）をやってみよう

６
／
８
時
間
目

目
標

相手と気を合わせて基本の技（面抜き胴）を完成させよう 仲間の考えや取組を認めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】

内
容

①剣道の体ほぐし（ぞうきんがけ競争） 
②対人的ゲーム（互い違いに行う跳躍素振り）
③これまで学んできた「面抜き胴」を、礼法を入れて互いに気を合わ…
　せて基本の技を完成させよう
④ミニ発表会

７
／
８
時
間
目

目
標

「面抜き胴」を、相手と気を合わせて基本の技としてグループで完成
させよう

仲間と気を合わせて基本の技をグループで
創りあげる。

【思考・判断・表現】
内
容

①剣道の体ほぐし
　（剣道の構えで回転ジャンプ・鬼ごっこ、ぞうきんがけ競争）
②仲間と気を合わせて「面抜き胴」をグループで発表できる

８
／
８
時
間
目

目
標

仲間と気を合わせて基本の技をグループで発表し、互いに評価しよう 楽しいと感じたことを他者に伝えている。
【思考・判断・表現】

内
容

①剣道の体ほぐし（２人組で協力ジャンプ・ぞうきんがけ競争）
②グループごとに発表会
③みんなで審査会（相互評価）
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②小学校第６学年の学習指導案例（実践例として提示する）
目標と学習内容 評価（体つくり運動を参考）

１
／
８
時
間
目

目
標

楽しい剣道ゲームを体験して、楽しさや喜びを味わおう 剣道に積極的に取り組もうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】

内
容

①剣道の体ほぐし（剣道じゃんけんなど）
②対人的剣道ゲーム（剣道の構えを手で行い、反応を楽しむ）
③剣道の礼法（立礼・座礼）相手と向き合って礼ができる

２
／
８
時
間
目

目
標

面抜き胴をやってみよう 面抜き胴の打ち方を理解している。
【知識・技能】

内
容

①剣道の歴史（刀の紹介）
②剣道の体ほぐし（新聞刀による風船打ち）
③対人的剣道ゲーム（新聞刀による真剣白刃取り）
④面抜き胴（段階的に）

３
／
８
時
間
目

目
標

胴と垂を着けて、簡易竹刀で「面抜き胴」を打ってみよう 剣道具の使い方や周囲の安全に気を配るこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

内
容

※３時間目以降に胴と垂を着ける
①剣道具の着装法
②剣道の体ほぐし（ぞうきんがけ競争・…
　新聞刀の足さばき（体さばき））
③対人的剣道ゲーム（新聞刀対簡易竹刀…
　で互いに構えて前後すり足移動動作・…
　片方が目をつぶって行う）
④新聞刀対簡易竹刀での面抜き胴

４
／
８
時
間
目

目
標

簡易竹刀で面抜き胴を打ってみよう 面抜き胴のポイントを意識し、ペアでタイ
ミングを合わせ行う工夫をしている。

【思考・判断・表現】

内
容

①剣道の体ほぐし（胴と垂を着けてぞうきんがけ競争）
②対人的ゲーム（向かい合って竹刀の正面素振りを相手が左右の足さ…
　ばき（体さばき）でかわす）
③面抜き胴のグループによるミニ発表会（残心まで意識させる）

５
／
８
時
間
目

目
標

相手の打ちを防ぐと同時に打ってみよう 相手の胴打ちをタイミングよく受けたり
打ったりしている。

【知識・技能】

内
容

①剣道の体ほぐし（その場回転ジャンプ、胴と垂を着けてぞうきんが…
　け競争）
②対人的ゲーム（向かい合って目を見な…
　がら前進後退をすり足で行う。大声を…
　出し、目隠ししているパートナーを発…
　見する）
③互いに接近した状態から胴に対して、…
　ペアは胴を受けて面および引き面

６
／
８
時
間
目

目
標

ペアで創作剣道基本技を創ろう やりやすい技の組み合わせ方を考えペアに
伝えている。【思考・判断・表現】

内
容

①剣道の体ほぐし（その場回転ジャンプ 360 度、胴と垂を着けてぞう…
　きんがけ競争）
②対人的跳躍素振り
③新聞刀同士、新聞刀対簡易竹刀による創作剣道基本技ミニ発表会

７
／
８
時
間
目

目
標

ペアで創作した剣道基本技をグループで組み合わせて完成しよう 気を合わせて行うための方法について仲間
の気づきや考え、取り組みの良さを認めて
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】内
容

①剣道の体ほぐし
　（胴と垂を着けてぞうきんがけ競争、手と足の協調）
②気を合わせて創作した基本の技のプレ発表会

８
／
８
時
間
目

目
標

グループで創作した気の合ったかっこいい基本の技を発表しよう 仲間と気を合わせて、創作した基本の技を
力強く行っている。【知識・技能】

内
容

①剣道の体ほぐし
　（２人組のジャンプ、胴と垂を着けてぞうきんがけ競争）
②グループごとに発表会
③みんなで審査会 ( 相互評価 )
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③第５・６学年　保健体育科指導案の例（１／８）
１．単元名　「体つくり運動」　体ほぐし
（１）本時の目標

【主体的に学習に取り組む態度】剣道に積極的に取り組もうとしている。

時配 学習内容と活動 学習
形態 指導上の留意点 評価

（体つくり運動を参考）
導入
10分

①「剣道って知ってる」？

・剣道ってどんなスポーツだろう。

一斉 ・�子どもたちの興味、関心のあることを発表さ
せる。（鬼滅の刃など…）

・剣道の特性を分かりやすい言葉で伝える。

・大きな声
・気を合わせる
・かっこいい

・�剣道はとっても相手を大切にすることを理解
させる。

②剣道の礼法（立礼） 一斉
ペア

・�礼法（立礼）について説明しグループや２人
組で行わせる。

・礼（禮）の意味を分かりやすく伝える。
・相手を尊重して行わせる
・相手と気を合わせて行わせる。
・自己を律することの大切さを伝える。
・�対人性を重視し、相手と目と目で気を合わせ

て行わせる。

・�剣道に積極的に取り組
もうとしている。

【主体的に学習に取り組
む態度】

展開
30分

③剣道じゃんけん ペア ・�竹刀の代わりに手刀で構え、ペアで同時に
「ヤー」と掛け声を発して、予め決めておい
た元立ちが瞬時に小手・面・胴のどれかに片
手または両手を移動する。相手が元立ちの動
きにつられて同じ個所に移動したら負け。

④じゃんけん手のひら攻防ゲーム ・�剣道の攻防の要素を対人ゲームとしての剣道
の体ほぐしで楽しみながら体験させること
で、竹刀をもって対峙する技の攻防楽しむこ
とへの系統を図る。

⑤じゃんけん足タッチ攻防ゲーム
1 分間

ペア ・�同様にペアで握手し、じゃんけんを行う。勝っ
た方は相手の前足の甲にタッチしに行き、負
けた方は前にある足を引く。

・�足のつき方を説明し、グループを作り、すり
足で鬼ごっこを行わせる。

・�じゃんけんをして、最初に勝った方がいろい
ろなポーズを取りながら体育館を縦横無尽に
動き回る。負けた方は勝ったペアの動きを真
似しながら鬼ごっこのように追いかける。

整理
５分

・�学んだことを学習ノートにまとめ
発表する。

一斉 ・�剣道の特性に触れ、新しく学んだことを発表
させる。

・�礼法（立礼・座礼）については、日常生活と
結びつく形で授業の中で習慣化させる。
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３．剣道の楽しい動機づけ
　子どもたちに剣道に対する興味・関心を持たせ
る楽しい動機づけを紹介する。
　雰囲気を和ませる要素を含んだ対人を中心とし
たゲーム的な活動で、剣道の基本的な特性に触れ
ながら、心と体をほぐすことが狙いである。
　剣道の特性とは、お互いに大きな声を出すこ

と、剣道の構えに慣れること、相手の目を見て行
う礼法、かっこよく素早い反応動作を身につける
などがある。このような体験をすることで、竹刀
を持って向き合う技の攻防を楽しむことにつなげ
ていく。

【楽しい動機づけ】

【剣道じゃんけん】

【じゃんけん手のひら攻防ゲーム】

【送り足じゃんけんリレー】

【手刀で手拭い切り】

【新聞切り】

【新聞球切り】
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Ⅵ章　中学校における運動部活動

メモ



Ⅵ章　中学校における運動部活動
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１．運動部活動の在り方と剣道

運動部活動は、学校教育活動の一環として行わ
れており、スポーツに興味と関心をもつ同好の生
徒によって自主的に組織され、より高い水準の技
能や記録に挑戦する中で、スポーツの楽しさや喜
びを味わい、豊かな学校生活を実現する活動であ
るとともに、体力の向上や健康の増進にもきわめ
て効果的な活動である。さらに、学級や学年とい
う枠を超えた集団活動の中で、生徒たちの自主
的・自発的な活動を基盤に、共通の目標に向かっ
て互いに認め合い、励まし合い、協力し合い、高
め合いながら、生徒の自主性、協調性、責任感、
連帯感などを育成するとともに、仲間や顧問など
との密接な触れ合いの場として大きな意義を有す
るものである。したがって、生徒一人一人が目標
を定めて技能を高め、より良い記録に挑戦した
り、試合に勝ちたいと思うことは当然のことであ
り、その実現に向けて学校は支援しなければなら
ない。しかし、指導者が大会などで勝つことのみ
を重視し過重な練習を強いて、生徒の心身のバラ
ンスや健やかな成長、豊かな生活に支障を与えて
は運動部活動の教育的意義に反することは言うま
でもない。このことを指導者は十分に理解し、優
れた指導力の下に生徒の自主的・自発的な運動部
活動が展開されなければならない。

スポーツ庁は平成 30（2018）年３月に「運動
部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」
を策定した。このガイドラインは義務教育である
中学校の段階の運動部活動を主に対象とし、生徒
にとって望ましいスポーツ環境を構築するという
観点に立ち、運動部活動が地域や学校の競技種目
などに応じた多様な形で最適に実施されることを
目的にするものである。そこで、全日本剣道連盟
では普及委員会学校教育部会において、中学校の
剣道部活動をより安全で充実した活動へと促進す
るために、その教育的意義や目的、そして練習計
画などを確認し、顧問教員の指導の指針となるよ
う「中学校部活動における剣道指導の手引き」を
作成した。

剣道の魅力は、スポーツの「楽しさ」を求める
ということ、単に勝敗を競い合うだけではなく人
間力を高める上でも大きな意義がある。例えば、
自分自身を鍛錬し、自己を律することによって「克
己心」の醸成が期待できる。また、剣道は相手と
の関係性によって成立するという特性から、相手
と真剣に向かい合い、相手を尊重して、礼を尽く
しながら行うことでお互いに高め合うことにもつ
ながる。また、相手と直接的に打突し合うことか
ら、打った人は、打たれた人を思いやる「惻

そく

隠
いん

の
情
じょう

」も身につく。さらに「我慢」や「頑張り」を
積み重ねていくと、身も心も爽やかさと出会える
ことがある。それは、気剣体の一致した有効打突

（一本）が見事に決まる瞬間である。当事者だけ
でなく観ている人にとっても感動を覚えるもので
あり、まさに「見事な一本の体験」は、剣道の魅
力の一つといえる。ほとんどの剣道愛好者は、こ
の部活動を通して剣道に出会い、あるいは小学生
で経験した剣道を継続・発展させている。

中学校部活動における剣道指導において、剣道
のもつ教育力を十分に活

い

かして指導にあたること
は、生徒の技能の向上や人格の形成にも大きく影
響を及ぼすことが考えられる。指導者は常に剣道
の伝統的な考え方を念頭におきながら基本動作を
中心に習得を図るよう指導し、生徒が仲間ととも
に汗を流し、共に励まし合い、人間力を互いに高
め合えるような指導が望まれる。本章は、特に剣
道が未経験あるいは経験が浅い顧問教員だけでな
く、外部指導者（部活動指導員、授業協力者、社
会体育指導員）の方々にも参考にしていただき、
剣道部活動の活性化が図られることを期待してい
る。なお、年間、月間、週間の指導計画などは一
例を示したものである。参考にして学校や生徒の
実態に即して立案していただきたい。また、指導
内容については、本指導書のⅢ章、Ⅳ章および全
日本剣道連盟「剣道指導要領」も必要に応じて参
照する。
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は、生徒の心身に深い傷を残すことを理解して
指導にあたること。

・部員には、初めて剣道に興味・関心を持ち部活
動に参加して剣道を学ぼうとする生徒や、小学
生からの経験者が継続して剣道を学ぼうとする
生徒がいる。その期待に応えるように、剣道は
おもしろい、楽しいと感じて、剣道を生涯にわ
たり継続して行きたい（生涯剣道）と思えるよ
う指導することが望まれる。

・技能が高くなればなるほど練習内容も激しくな
るので、特に剣道具の不備や竹刀の破損などが
無いよう、稽古前のみならず稽古中においても
安全管理には十分に留意して指導にあたるこ
と。

・長時間の正座は生徒たちにとって苦痛であるた
め、楽な姿勢で話を聞かせるなどの配慮が必要
である。

２．外部指導者・部活動指導員の指導の留意点

学校の教育方針に基づいた指導の一翼を担える
よう支援に努め、顧問教員との相談や役割分担、
生徒に関する情報交換など連携を密にしておくこ
とが大切である。
・中学生は思春期であることから身体的・精神的

な悩みを抱えている生徒もいる。個々の生徒の
意欲には違いがあるなど、様々な生徒の実態に
配慮すること。

・指導内容と生徒の実態を合致させ、顧問教員と
の事前の打ち合わせや次時の指導の確認を行う
こと。

・説明は一度に多くのことを指導せずに、生徒の
理解度に合わせて端的に分かりやすく説明し、
褒めて伸ばす指導を心がけること。

・生徒の個人情報や学校で知り得た情報などを漏
らさないこと（守秘義務があることを自覚する）。

・威圧や腕力で指導を行わない。特に体罰・暴言

連盟剣道競技部では、各中学校剣道部顧問や各剣
道競技役員に対して、平成 29（2017）年 10 月２
日および平成 30（2018）年 10 月１日付けで「剣
道部活動における適切な指導について」の通知を
出した。その内容は以下の通りである。

３．中学校剣道における部活動の在り方

今日、中学校の部活動においては生徒や保護
者・地域・競技団体などの意識や価値観も多様化
してきており、運動部活動を取り巻く環境にも
様々な問題が存在している。教育活動としての部
活動の在り方について、（公財）日本中学校体育

（１）生徒の人格や人権、自主性の尊重
　部員の人格を否定したり、人権を侵害する体罰や暴言は、生徒や保護者との信頼関係を著しく損ない、重
大な問題へと発展する。部員一人一人の個性を尊重し、「剣道の稽古を通して人を育てる」ことを心がける。
（２）発達段階を考慮した稽古
　部員の発育・発達段階によって、目的、頻度、運動強度、持続時間、稽古の種類などを組み立てることが
大切である。これらを無視した稽古やトレーニングは、障害や意欲低下を招くおそれがある。生涯にわたっ
て剣道を愛好していけるよう、適切な指導を心がけること。
（３）勝利至上主義に陥らない
　多くの指導者や部員が「勝利」を目指し、毎日稽古に励んでいる。
　勝利を目指して努カすることは、学ぶべき多くの要素があるが、「手段を選ばず、ただ勝てばよい」とい
う考えが先行し、指導者の要求レベルが高過ぎると、部員を追い込み、体罰や暴言といったトラブルが発生
しやすい。指導者と部員の信頼関係を築きながら、チーム目標や個人目標を確認・尊重して、将来的な人格
の形成を見据えて指導にあたるよう心がけること。
※以上、部員が日常の稽古や試合を通して、心と体のバランスを保ちつつ、「剣道を続けて良かった」と感
謝できる環境づくりを行う。
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と。また、生徒には剣道で培ったことが将来立派
な社会人として生きることにつながることを指導
すること。（文武両道）

（６）生涯剣道への啓発
中学生期は心身ともに発育・発達の著しい時期

にあたり、剣道の技術も未熟な時期といえる。試
合での勝利のみを目的とした活動による燃え尽き
症候群や指導力不足のために剣道離れにならない
よう、剣道の魅力や面白さ、さらには奥深さにつ
いても指導するとともに、生涯を通じて仲間とと
もに自己を創造して行くことの重要さを指導する
こと。（交剣知愛）

（７）指導力の向上
指導者は、常に指導力と資質向上に努めること

を忘れてはならない。技能が高いからといって、
必ずしも良い指導者とは限らない。指導者として
剣道技能は初心者でも、剣道の文化や歴史、具体
的な指導法などを学ぶことにより、指導者として
の資質が向上し指導力も向上する。常に生徒に寄
り添って生徒とともに目標に向かって活動し、指
導していく姿勢が大切である。（師弟同行）

　この通知文の内容を十分に理解し、加えて以下
のことにも留意すること。

（４）健康と安全
生徒の傷害発生予防のためには、安全で効果的

な練習時間や十分な休養日を考えた練習計画が必
要となる。本指導書は、スポーツ庁の策定した「運
動部活動の在り方に関する総合的なガイドライ
ン」に沿って作成しているので参考にすること。

剣道は比較的、傷害の少ない競技だが、アキレ
ス腱

けん

断裂など特有の傷害も見られる。十分な準備
運動等を行い傷害予防に努めること。また、昨今
の異常気象の影響で夏季には熱中症が多発してい
る。指導においてはその予防のための注意喚起や
救急対応についても十分に配慮すること。

さらに、竹刀の保守管理を怠ったために練習中
の失明事故も発生している。指導者と生徒共々、
安全管理を徹底し、事故が発生しないよう心がけ
ること。

（５）学業との両立
生徒の本分は学業であり、部活動のみに精力を

傾けて学業が疎
おろそ

かにならないように、学業と部活
動の両立を目指して練習するように指導するこ

的である「人格の完成」と合致している。
さらに、剣道では、「稽古は試合のように、試

合は稽古のように」「打って反省、打たれて感謝」
「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不思議の負け
なし」「勝負に勝って試合に負ける、試合に勝っ
て勝負に負ける」など、試合の結果のみに執着す
ることを戒める教えが数多くある。

このように剣道における試合は、勝敗のみに拘
こだわ

るのではなく、勝っても負けても常に自己反省を
行い、自己の技能と心身の成長のために次の練習
に備える糧としなれければならない。これが武道
であり、剣道の精神である。

（２）試合に臨む
剣道の試合は、有効打突（一本）を求めて競い

４．剣道の試合

（１）試合の目的
全日本剣道連盟は剣道の理念として、「剣の理

法の修錬による人間形成の道である」と定めてい
る。

試合は、「今」「此
こ

処
こ

」に至るまでの過程におい
て精進努力した自己の成果を試す機会としてとら
え、最善を尽くす場である。従って、剣道部活動
を通して行われる試合は、勝利に向かって邁

まい

進
しん

す
ることが一つの目標にはなっても、試合や試合の
結果そのものが目的とはなり得ない。また、対人
競技という剣道の特性から、常に相手に敬意を払
い礼儀作法を正しく行い、自己の技能面と精神面
を最大限に発揮して正々堂々と勝負することが求
められ、それらの経験を通じて、立派な人間にな
ることが本来の目的といえる。まさに、教育の目
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り）だが、勝つことのみが剣道の目的ではない。
試合に勝ちたいという強い思いは、練習の糧であ
り一つの目標となる。試合は日頃の練習で培った
自己の技能面や精神面を発揮する機会なので、大
切なことは部員たちが試合から何を学ぶかであ
り、試合の学びには、実践で学ぶ場合と見て学ぶ
場合がある。

実践で学ぶとは、まず「日頃の練習の成果を十
分に発揮したか」「なぜ発揮できなかったのか」

「なぜ一本取れたのか」「なぜ一本取られたのか」
ということを学ぶことである。このことをしっか
りと理解させなければならない。要するに、勝ち
負けの結果ではなく、過程に目を向けさせること
であり、単に勝って喜び、負けて悔しがるのでは
なく、「なぜ」について考えさせることが、実践
からの学びとなる。

見て学ぶとは、試合を見ながら試合者の良いと
ころや欠点などを見出して自分と比べさせ、自分
に足りないところを理解しながら「あんな試合が
したい」と理想を描かせて「もっと強くなりたい」
と、意欲を喚起させることである。「学ぶ」は「真
似る」から発生したともいわれるとおり、日頃の
練習では理想の剣道をイメージさせながら取り組
ませることも大切な指導の一つである。

（５）部活動顧問・指導者として
顧問として最も重要なことは、生徒たちが全力

で試合に臨むことができる環境を作るということ
である。

環境とは、生徒たちが日頃の練習の成果を十分
に発揮できるよう、生徒の心の支えになることが
大切である。試合前は緊張感が高まり、不安感も
増すので、顧問の存在や表情、励ましの一言が生
徒たちの心の支えとなる。肝要なのは平常心で試
合に臨めるように心がけさせることが大切であ
る。試合後は、生徒は全力で試合を行ったわけな
ので勝っても負けても次につながるアドバイスを
行う必要がある。顧問からの褒める一言が生徒た
ちの自信につながり人間的にも大きく成長する。

日頃から生徒との良好な信頼関係を構築し、剣
道の技術指導に自信がなくても、顧問として生徒
の心に寄り添う指導の実践を期待している。

合う。相手も勝ちたいと思って試合に臨むので、
お互いが日頃の練習の成果を競い合う場であると
いえる。

互いが公平な条件（試合方法）の下に試合が展
開できるように、全日本剣道連盟は、『剣道試合・
審判規則　剣道試合・審判細則』を定めている。
各種の剣道大会は、この規則に則りながらそれぞ
れの大会の申し合わせ事項を決めて試合を運営し
ている。

第１条には、「剣の理法を全うしつつ、公明正
大に試合をし、適正公平に審判することを目的と
する」と記されている。公明正大とは、私利私欲
がなく公平で正しいことであり、隠し事をせずに
正しく堂々としていることである。

剣道部活動指導では、日頃からこの「公明正大」
を意識させて練習に励ませることが大切である。
強くなりたい、試合で勝ちたいと思うことは自然
な欲求である。しかし、強くなるにも試合に勝つ
にも手段を選ばずでは剣道修行の意味がない。練
習では「礼に始まり、礼をもって行い、礼に終わ
る」ことを意識させ実践することにより、試合で
も同様の姿勢や態度で臨むことができる。

剣道の試合では有効打突（一本）を求めて激し
く競い合う中にも、相手を敬い礼を尽くすことが
重要なのである。また、試合規則や申し合わせ事
項などを十分に理解させて試合に臨むよう指導す
ることが大切である。

（３）試合の方法
中学生の試合は、全日本剣道連盟が定める、『剣

道試合・審判規則』『剣道試合・審判細則』と、
日本中学校体育連盟剣道競技部の定める「申し合
わせ事項」に則って行われる。ここには、試合の
方法や審判規則が明記されている。また、「申し
合わせ事項」と「申し合わせ事項解説」には、中
学生の試合に関する重要事項が記載されているた
め、指導者は必読すべきである。内容に関しては、
部員が日頃の練習から意識して取り組むべき事項
なので、指導には欠かせないものである。日本中
学校体育連盟剣道競技部のホームページを参照。

（４）試合から学ぶ
試合は、勝つか負けるか（団体戦では引分け有
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（２）体罰禁止の法的根拠
　学校教育法第 11 条「児童・生徒等の懲戒」

校長及び教員は、教育上必要があると認めると
きは、文部科学大臣の定めるところにより、児童、
生徒及び学生に懲戒を加えることができる。ただ
し、体罰を加えることはできない。

（３）文部科学省通知（平成 25年３月 13 日付）
「体罰の禁止及び児童生徒理解に基づく指導の

徹底について（通知）」
懲戒、体罰に関する解釈・運用については、今

後、本通知によるものとする。
内容に関する各項目
①体罰の禁止及び懲戒について
②懲戒と体罰の区別について
③正当防衛及び正当行為について
④体罰の防止と組織的な指導体制について
⑤部活動指導について

（４）参考となる通知等
　①�「運動部活動での指導のガイドライン」文部

科学省（平成 25 年５月 27 日公表）
　②�「運動部活動の在り方に関する調査研究報告

書」運動部活動の在り方に関する調査研究協
力者会議（平成 25 年５月 27 日公表）

　※その他、文部科学省や関係機関から発出され
た通知や資料も参考にして、体罰や行き過ぎた
指導の根絶に努めること。

５．体罰・暴言など、不適切な指導によらない指導

（１）体罰・暴言などのない剣道指導
剣道は技術指導のみならず礼儀・作法を重視し

た指導が行われてきた。例えば「惻
そく

隠
いん

の情」につ
いても試合中に勝者がガッツポーズをしたら、有
効打突の宣告後であっても取り消されることを理
解させる。剣道指導者の体罰や暴言は比較的少な
いと考えられるが、剣道の特性を踏まえて、剣道
指導者の一人一人が体罰・暴言など、不適切な指
導の根絶に向けて一層努力していかなければなら
ない。

従来の剣道指導においては、「褒めて指導する」
ことが少なく、欠点ばかりに目が行って、「ダメ
だ！」「そこが悪い！」といった負の指導が見受
けられた。指導者の「厳しい稽古が必要」「心身
の鍛錬のため」「強くしたい」という個人的な思
いが、生徒の技量や体力などの限界を大幅に超え
た指導となり、体罰や行き過ぎた指導として問題
になっている。

そこで、望ましい指導の在り方として、「褒め
る指導」に意識を変えることも、体罰や暴言など、
不適切な指導による指導の根絶につながると考え
る。日頃から「いいよ」「それがいい」「上手い」

「その調子」「良くなったね」と、適時に短い言葉
で褒める言葉かけの指導の実践が、生徒にとって
は指導者から褒められることで、嬉

うれ

しくなり、楽
しくなり、やる気が出て剣道が好きなることにつ
ながる。ひいては、指導者と生徒との関係も良好
となる。このような意欲的かつ自主的な部活動が
展開できることが大切である。



111111

Ⅵ章　中学校における運動部活動Ⅵ章　中学校における運動部活動

指導内容 要点 留意点
１．稽古の環境や雰囲…
　気づくりに留意する。

楽しく、自ら進んで練
習が継続できるような
環境や雰囲気をつくり
出す。

・互いに競い、励まし、協力する中で友情を深めるととも…
に、学級や学年の枠を超えた仲間や指導者と密接に触れ合
うことにより学級内とは異なる人間関係の形成につなげる
ように指導する。

２．剣道の理念に基づ…
　いた指導を心がける。

剣道の指導も、教育の
目的と同じく「人づく
り」であることを意識
させる。

・生徒の自主性を尊重し、生徒にとって楽しい学校生活が送
れるように考慮する。

・剣道を通して豊かな学校生活を送れる指導、人間形成を目
指す指導を心がける。

・個々の人格や人権を尊重し、「人づくり」を目指す。
・勝つことのみを目指す活動にならないように留意する。
・生徒の将来を見据え、感情的な指導ではなく褒めて伸ばす

指導を心がける。体罰や暴言にはくれぐれも留意して指導
に当たる。

・生徒間の人間関係は、相互に心・技・体を高め合う関係を
構築させる。

３．学業と剣道が両立…
　できるように留意す…
　る。

練 習 時 間 の 配 分 を 考
え、いたずらに稽古に
長い時間を費やすこと
のないようにする。

・一日２時間程度の練習内容を考案し、生徒の体力や疲労な
どの負担とならないように心がける。

・練習の無い放課後などを活用して、部員相互が学習する環
境をつくる。

４．稽古と休養のバラ…
　ンスを考慮する。

稽古と休養のバランス
を考慮する。

・週に２日は休養日を設ける。
・練習中に随時休憩を取り入れ、疲労回復に努めさせる。
・自ら意識的に健康管理に努めさせる。

５．準備運動と整理運…
　動を怠らないように…
　する。

生徒の健康状態を把握
し、健康・安全に留意
し適切な活動が行われ
るように配慮して指導
する。準備運動：練習
を安全に行うため、筋
肉や関節の損傷予防を
意識させる。整理運動：
心身の緊張を解きほぐ
し、疲労回復を図る。

・ストレッチ運動を行い、筋肉や関節等の損傷を防ぐように
心がけさせる。

・素振りや足さばき（体さばき）なども、効果的に行わせる。
・練習の目標などを確認し、その内容に即した整理運動など

を工夫し行わせる。

６．剣道用具の安全・　…
　衛生管理に留意させ…
　る。

竹刀および剣道具は安
全規格に合致したもの
を使用させる。
剣道具、剣道着、袴な
どの衛生管理、道場の
環境整備や安全管理に
も十分配慮する。

・竹刀のしくみと名称を理解し、竹刀の手入れなど、生徒自
身が保守管理できるように努めさせる。

・練習中も竹刀の破損点検を怠らないように声がけを行う。
・剣道具の着装、剣道着・袴

はかま

のたたみ方や剣道具の結束など
を身につけさせる。

・剣道具（面・小手）の陰干しや剣道着・袴の洗濯など、衛
生的な管理にも努めさせる。

７．剣道における傷害…
　予防と緊急時の対応…
　処置を学校緊急対策…
　マニュアルに沿って…
　適切に行う。

特に熱中症や脳
のう

震
しん

盪
とう

な
どに対する予防と処置
について熟知する。さ
らに心肺蘇

そ

生
せい

法や AED
の取り扱いについても
習熟する。

・指導者が注意するだけでなく、生徒同士が練習中にも相互
に安全確認や健康観察に努めさせる。

・夏季においては、水分・塩分の補給や練習場所の通気にも
配慮する。

・運動後も生徒相互に健康状態を確認し異常がないか報告さ
せる。

６．指導の要点と留意点
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７．安全管理

部活動は、安全を第一として行わなければなら
ない。剣道は、剣道具を着けてお互いが決められ
た打突部位を竹刀で打突し合って有効打突を競い
合うものなので、もしも、剣道具に不備があった
り、着装の仕方が間違っていたり、破損した竹刀
や不正な竹刀を使ったりすると自分がケガをする
だけでなく、相手を傷つけてしまうことになる。

剣道の部活動において、稽古や試合などの活動
が安全かつ効果的に行われることは、生徒に とっ
てきわめて重要なことである。試合や稽古中に発
生した事故例としては、竹刀に関わる事故例が報

告されている。竹刀の破損、特に竹製の場合には
「ささくれ」「割れ」などが原因と考えられるもの
がある。また、極まれなことであるが、保守管理
を怠ると竹刀を構成する４本のピース（竹片）の
うち１本ないし２本が激しい打突によって瞬間的
に先革より抜け出てしまい、失明事故や相手の顔
部に傷害を与えた事例も報告されている。

剣道の指導者や剣道を実践する一人一人の生徒
が安全についての配慮、特に竹刀の保守管理を徹
底させることが、事故の発生を未然に防止する最
善の策であることを忘れてはならない。

８．練習計画

練習計画を立てる上で重要なことは、学校の実
態、部員の実態に即した計画を立案することであ
る。そのために、「運動部活動での指導のガイド
ライン」（文部科学省・平成 25 年５月）を踏まえて、 
剣道指導計画立案に必要な要点を以下に示す。

（１）計画立案上の要点
①練習時間
ア．１日、１時間 30 分から２時間程度の活動時

間とする。
イ．土・日曜日も平常と同じ活動時間が望ましい

が、長くても３時間を超えないこと。
　ただし、練習試合などの場合はこの限りではな

い。
②休養日
ア．週当たり２日以上の休養日を設ける。（平日

は１日、土・日曜日に１日）
イ．長期休業中も学期中に準じた扱いとする。
　休養日には、心身の疲労回復や体のケアに努め

させる。
③休憩時間
ア．活動中には必ず休憩時間を設ける。
イ．面を着けたままでの休息、面を外しての休憩

時間を適宜設ける。
ウ．水分補給なども行わせる。

（２）学校の実態に即した計画
①体育館の場合
ア．割り当てられた曜日、時間帯によって練習内

容を工夫する。
イ．使用できない曜日は、休養日に当てるか、ト

レーニングや勉強会を行うなど工夫する。
②剣道場の場合
ア．毎日同じ練習内容ではなく、曜日によって変

化させる。

（３）生徒の実態に即した計画
生徒の技量により、４月当初は経験者と初心者

に分けて練習内容を工夫する必要がある。しか
し、初心者も技量が身についてくると、経験者と
一緒に練習することで技量が向上する。

そこで、P114 以降の年間活動計画例、月間活
動計画例、週間活動計画例などを参考にしなが
ら、生徒の実態に即した練習計画を立案するこ
と。下記に、主要な練習内容の一例を示す。
①基盤となる要素
ア．経験者と初心者
・初心者の体力、運動能力などを把握する。
・初心者には、まず剣道の歴史、文化、礼法を理

解させる。
・初心者には、主に基礎基本の習得に励ませる。
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・経験者には、初心者の練習を支援させる。
・経験者には、自己の技術面や精神面をより高め

させる。
・練習内容によって、経験者と初心者が一緒に練

習する場面をつくる。
②初心者
ア．年度当初〈経験者に教わる　⇒　自ら行う〉
・剣道の歴史や文化について学ぶ（書籍、DVD

などを活用）
・基礎基本の練習（礼法、竹刀の持ち方、足さば

き（体さばき）、構え方、素振り、打ち方など）
・剣道着、袴の着脱、たたみ方
・剣道具の着脱、結束方法
・基本打突（打ち方、打たせ方）
イ．中間期〈経験者に教わる　⇒　自ら行う〉
・木刀による剣道基本技稽古法（経験者に教わる）
・打ち込み稽古……打ち方（経験者元立ち）、打

たせ方
・技の習得……しかけ技、応じ技 ・掛かり稽古（経

験者元立ち）
・互格稽古（初心者同士）
ウ．後半期〈自ら工夫する〉
・日本剣道形（経験者に教わる）

・打ち込み稽古（お互いに）
・技の習得……しかけ技、応じ技（得意技を身に

つける）
・掛かり稽古……元立ちの仕方 ・互格稽古（初

心者同士、経験者と一緒に）
③経験者
ア．年度当初
・初心者指導補助
・基礎基本の練習（礼法、竹刀の持ち方、足さば

き（体さばき）、構え方、素振り、打ち方など）
・剣道着、袴の着脱、たたみ方
・剣道具の着脱、結束方法
イ．年間を通じて
・基礎基本の練習（基本打突、打ち込み稽古、掛

かり稽古）
・技の習得……得意技の習得
・有効打突の追求……練習の成果を互格稽古で発

揮する。
・部内試合、対外試合を計画的に取り入れる（公

式戦に向けて）
・木刀による剣道基本技稽古法、日本剣道形の習

得
・試合、審判法の理解
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４月

学校行事

剣道行事

剣道未経験者
初心者

目標確認・健康観察・礼法　の確認・剣道用具の安全点検・準備運動

目標確認・健康観察・礼法の確認・剣道用具の安全点検・準備運動 目標確認・健康観察・礼法の確認・剣道用具の安全点検・準備運動

木刀による剣道基本技稽古法

日本剣道形（昇段審査準備）

約束稽古

木刀による剣道基本技稽古法

基本動作・約束稽古

応用動作（対人的技能）

攻め合い（気・剣・技を制する）〔しかけ技 ⇒ 応じ技〕

◎《剣道具を着装して》　基本動作・約束稽古

応用動作（対人的技能）

基本動作から応用動作への移行〔しかけ技 ⇒ 応じ技の習得〕

引き立て稽古（経験者元立ち）

約束稽古（振り返り）・見取り稽古

日本剣道形（小太刀除く）

整理運動・講話　・整理整頓・ノート記入　　

整理運動・講話　・整理整頓・ノート記入　　

基本動作・約束稽古

日本剣道形（小太刀除く）

基本動作・約束稽古

応用動作（対人的技能）

打ち込み稽古・掛かり稽古

引き立て稽古（経験者元立ち）

互格稽古

応用動作（対人的技能）

打ち込み稽古・掛かり稽古打ち込み稽古・掛かり稽古

引き立て稽古（元立ち）引き立て稽古（元立ち）

互格稽古・試合稽古（審判法）
互格稽古・試合稽古

剣道への導入
・剣道の歴史と文化
・剣道着、袴、剣道具の着装

初心者への支援
・剣道着と袴の着装
・剣道具の着装と扱い方

見取り稽古

基本動作
・姿勢・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）・素振り
・掛け声（発声）・間合
・打突の仕方
・打たせ方、受け方
・切り返し・残心
・鍔ぜり合い

基本動作
・足さばき・素振り
・掛け声（発声）・間合
・打突の仕方、打たせ方・受け方
・体当たり・鍔ぜり合い
・切り返し

経験者

１年生
入学式

卒業式

部活紹介

２年生
時配

宿泊学習

宿泊学習

学年末テスト

学年末テスト

受験３年生

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

家庭
訪問

部活動
保護者
会

校外
学習

修学
旅行

段級
審査

稽古
納め

鏡開き
など 寒稽古 段級

審査

進路
面接

中間テスト 期末テスト

中体連総合体育大会（市・郡→地区→都道府県→ブロック・全国） 中体連新人戦（市・郡→地区→都道府県）

期末テスト 冬休み 春休み夏休み

夏季合宿 段級審査

体育祭
中間
テスト

合唱
コンク
ール
文化祭
など

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

中体連新人大会以降は、経験者グループ、

初心者グループともに同じメニューで練習

年間指導　　 計画例
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年間指導　　 計画例
４月

学校行事

剣道行事

剣道未経験者
初心者

目標確認・健康観察・礼法　の確認・剣道用具の安全点検・準備運動

目標確認・健康観察・礼法の確認・剣道用具の安全点検・準備運動 目標確認・健康観察・礼法の確認・剣道用具の安全点検・準備運動

木刀による剣道基本技稽古法

日本剣道形（昇段審査準備）

約束稽古

木刀による剣道基本技稽古法

基本動作・約束稽古

応用動作（対人的技能）

攻め合い（気・剣・技を制する）〔しかけ技 ⇒ 応じ技〕

◎《剣道具を着装して》　基本動作・約束稽古

応用動作（対人的技能）

基本動作から応用動作への移行〔しかけ技 ⇒ 応じ技の習得〕

引き立て稽古（経験者元立ち）

約束稽古（振り返り）・見取り稽古

日本剣道形（小太刀除く）

整理運動・講話　・整理整頓・ノート記入　　

整理運動・講話　・整理整頓・ノート記入　　

基本動作・約束稽古

日本剣道形（小太刀除く）

基本動作・約束稽古

応用動作（対人的技能）

打ち込み稽古・掛かり稽古

引き立て稽古（経験者元立ち）

互格稽古

応用動作（対人的技能）

打ち込み稽古・掛かり稽古打ち込み稽古・掛かり稽古

引き立て稽古（元立ち）引き立て稽古（元立ち）

互格稽古・試合稽古（審判法）
互格稽古・試合稽古

剣道への導入
・剣道の歴史と文化
・剣道着、袴、剣道具の着装

初心者への支援
・剣道着と袴の着装
・剣道具の着装と扱い方

見取り稽古

基本動作
・姿勢・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）・素振り
・掛け声（発声）・間合
・打突の仕方
・打たせ方、受け方
・切り返し・残心
・鍔ぜり合い

基本動作
・足さばき・素振り
・掛け声（発声）・間合
・打突の仕方、打たせ方・受け方
・体当たり・鍔ぜり合い
・切り返し

経験者

１年生
入学式

卒業式

部活紹介

２年生
時配

宿泊学習

宿泊学習

学年末テスト

学年末テスト

受験３年生

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

家庭
訪問

部活動
保護者
会

校外
学習

修学
旅行

段級
審査

稽古
納め

鏡開き
など 寒稽古 段級

審査

進路
面接

中間テスト 期末テスト

中体連総合体育大会（市・郡→地区→都道府県→ブロック・全国） 中体連新人戦（市・郡→地区→都道府県）

期末テスト 冬休み 春休み夏休み

夏季合宿 段級審査

体育祭
中間
テスト

合唱
コンク
ール
文化祭
など

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

中体連新人大会以降は、経験者グループ、

初心者グループともに同じメニューで練習
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月間指導計画例　　　　（留意点）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学校行事

１年生 入学式

家庭
訪問

部活動
保護者
会

校外
学習

中間テスト 期末テスト 夏休み 体育祭 中間
テスト

合唱
コン
クール
文化祭
など

期末テスト 冬休み

宿泊学習 学年末テスト

春休み

部活紹介
２年生

宿泊学習 学年末テスト

３年生 修学
旅行

進路
受験

卒業式
面談

剣道行事
中体連総合体育大会（市・郡→地区→県→ブロック・全国） 中体連新人戦（市・郡→地区→県）

段級
審査 夏季合宿 段級審査 稽古

納め
鏡開き
など 寒稽古 昇段

審査

剣
道
未
経
験
者
　
初
心
者

工
夫
事
項

〈理論〉
剣道の歴史や文化、
技能を理解させ、剣
道を通じて学んだこ
とを日常生活で実践
させる
〈活動〉
1〜3年生のグルー
プを作り、経験者か
ら手ほどきを受けさ
せる

〈理論〉
剣道では、相手と正
対し、目を合わせ、
気を合わせるなど剣
道の考え方や行い方
があることを理解さ
せる。
〈活動〉
剣道具の着装の順序
を経験者の指導のも
とで体得させる

〈技能〉
左足の引きつけが遅
かったり、左足が
残ったりしないよう
全員で再確認させる
〈活動〉
送り足の動作を円滑
にさせる（音楽の活
用など）

〈理論〉
目付け、合気など基
本的な行い方を理解
させる
〈活動〉
経験者を元立ちとし
て、しかけ技、応じ
技を身につけさせる

〈技能〉
攻めについて確認さ
せる
遠い間合から一足一
刀の間合に攻め入り
積極的に技をしかけ
させる
〈活動〉
長期休業であるので
平常時の稽古の再確
認と、質、量の高い
内容を取り入れる意
義を理解させる

〈理論〉
試合稽古を見させて
「有効打突」を理解
させる
〈活動〉
学校行事が予定され
ているので、練習時
間などの工夫の必要
性を理解させる
〈技能〉
木刀による剣道基本
技稽古法の稽古を通
して、しかけ技、応
じ技などを再確認さ
せる

〈活動〉
自己評価に加え、相
互評価を行わせる
〈活動〉
級審査を意識して練
習させる

〈活動〉
自分の好きな技、得
意な技は何かを発表
させる
〈活動〉
習得した技が互格稽
古で出せたかどうか
振り返りをさせる
〈活動〉
級審査の要領で練習
させて合格を意識さ
せる

〈理論〉
日本剣道形を行うこ
とにより「理合」を
理解させる
〈技能〉
互格稽古でしかけ技
や応じ技などを工夫
して技を出させる

〈理論〉
寒稽古の目的や心身
を鍛える意義を理解
させる
〈活動〉
段審査を意識して意
欲的に練習に取り組
ませる
〈技能〉
個人練習、申し合わ
せ練習を取り入れ
て、生徒個々の技量
を高めさせる

〈技能〉
剣道について、理解
や習熟が達している
かを確認させる
〈活動〉
互格稽古で得意技が
出せるようにし、簡
易な試合稽古を取り
入れて意欲を喚起す
る

〈活動〉
一年間を通しての稽
古を振り返り、反省
を次年度の目標に生
かすように意識させ
る
〈技能〉
年間の集大成として
部内試合を取り入
れ、さらなる技能の
向上に努めさせる

意
義
・
ね
ら
い

〈活動〉
技能面だけでなく精
神面についても自己
の目標を設定させる
〈活動〉
元立ちや、経験者の
号令に合わせて基本
動作を行うことを覚
えさせる
〈理論〉
礼法や所作など剣道
の伝統的な考え方、
行動の仕方があるこ
とを理解させる

〈理論〉
剣道具着装の順序や
紐の結び方が日本の
文化としてあること
を理解させる
〈活動〉
適切な竹刀さばき、
足さばき（体さばき）
を身につけさせる

〈技能〉
左足の引きつけがな
ぜ大切かを理解さ
せ、基本動作を確実
に身につけさせる
〈活動〉
経験者を元立ちとし
て、しかけ技を練習
させる

〈技能〉
攻め方や間合、打つ
機会を理解させる
〈活動〉
応じ技を理解させ、
お互いにしかけ技、
応じ技の練習を行わ
せる

〈技能〉
相手が自分の攻めに
対し、何らかの反応
や変化を示したとき
に、初めて攻めとな
ることを理解させる
〈活動〉
指導者と生徒の連帯
感、保護者との連携
を充実させることが
重要であることを理
解させる

〈活動〉
しかけ技、応じ技か
ら、自分の好きな
技、得意な技を意識
させる
〈技能〉
木刀による剣道基本
技稽古法を習得させ
る
〈技能〉
相手の竹刀や動作を
意識して「攻防」を
理解させる

〈活動〉
互いに良いところを
認め合い、相手に伝
えることを学ばせる
〈理論〉
稽古の相手を尊重
し、安全に配慮しな
がら稽古することの
大切さを理解させる

〈理論〉
恐怖心を打ち破って
攻め、真の勇気を
持って打ち込むこと
が大切であることを
理解させる
〈技能〉
互格稽古を通じて相
手との攻防を楽し
み、工夫して技を出
すことを理解させる

〈理論〉
技についてのみなら
ず、勇気、努力、惻
隠の情、平常心、感
謝・思いやりといっ
た精神面についても
理解を深めさせる
〈技能〉
互格稽古で習得した
技を出せるように褒
める指導によって自
信をもたせる

〈技能〉
相手の動きに応じ
た、しかけ技や応じ
技を的確に打突でき
るようにさせる
〈技能〉
積極的に技が出せる
ように工夫させる
〈活動〉
段審査合格を目指し
て工夫ある練習に取
り組ませる

〈活動〉
部活動を通して得た
ものを学校生活に活
かすことにより、生
徒の「生きる力」に
つながるような取り
組みをさせる
〈技能〉
互格稽古を通して相
手との攻防の楽しさ
を実感させ意欲的に
取り組ませる

〈技能〉
習得した技を使って
互格稽古、試合がで
きるようにさせる
〈活動〉
技と精神面の両方か
ら成長を確認させる
〈活動〉
自己や仲間の課題に
応じた練習方法を工
夫させる

経
験
者

工
夫
事
項

〈理論〉
剣道を通じて学んだ
ことを日常生活で実
践することの意義を
理解させる
〈活動〉
技能面だけでなく精
神面についても自己
の目標を設定させる
〈活動〉
1〜3年生のグルー
プを作り、初心者の
手ほどきをさせる

〈技能〉
足の引きつけ、中段
の構え方、竹刀の保
持・振り方などの基
本を再確認させる
〈活動〉
試合・審判法を理解
し、お互いに有効打
突の条件を確認し合
い、どのようにすれ
ば一本となる打突が
できるかを話し合わ
せる

〈技能〉
基礎基本の徹底を怠
らないように努めさ
せる
〈活動〉
試合稽古では勝ちの
みに拘らないように
試合内容などにも着
目させる

〈活動〉
互格稽古や試合稽古
を通してお互いに切
磋琢磨することを意
識させる
〈活動〉
褒めて伸ばす指導を
心がけて、試合に対
して自信をもたせる

〈技能〉
個人練習の時間を確
保して、得意技を磨
き、技の習得に努め
させる
〈活動〉
暑さ対策など自ら健
康管理に努めさせ、
他者へも配慮させる

〈活動〉
新人戦を控え、試合
稽古の時間確保（部
内試合、対外試合な
ど）させる
〈活動〉
学校行事が予定され
ているので、練習時
間などの工夫の必要
性を理解させる

〈技能〉
日本剣道形の習得に
努めさせ、理合いを
意識して取り組ませ
る
〈活動〉
新人戦を見据え３年
生に審判を行わせて
アドバイスを受けさ
せる

〈活動〉
新人戦に向けて試合
練習や対外試合を
行ってチーム力の強
化と部員相互の連帯
感を強める
〈技能〉
互格稽古で初心者を
相手に引き出し稽古
の要領を学ばせる
〈技能〉
得意技を磨き、苦手
技の克服に努めさせ
る

〈技能〉
苦手な技の克服と得
意技の更なる習得に
努めさせる
〈活動〉
個人練習や申し合わ
せ練習の時間を確保
して意欲的に取り組
ませる
〈技能〉
得意技を磨き、苦手
技の克服に努めさせ
る

〈理論〉
寒稽古の目的や心身
を鍛える意義を理解
させる
〈活動〉
段審査を意識して意
欲的に練習に取り組
ませる
〈技能〉
個人練習、申し合せ
練習を取り入れて、
生徒個々の技量を高
めさせる

〈活動〉
剣道部員としての誇
りを持たせ、自主
的・自発的な活動を
意識させる
〈活動〉
奉仕活動などにも積
極的に参加させる
〈活動〉
互角稽古を通して相
手との攻防に対して
工夫ある取り組みを
させる

〈活動〉
年度当初に定めた目
標を達成したか振り
返りを行わせる
（自己評価）
〈技能〉
部員全員、切り返し
から互格稽古まで一
斉に取り組ませ、初
心者と経験者を一緒
にしたグループ練習
も取り入れる

意
義
・
ね
ら
い

〈理論〉
剣道の伝統的な考え
方、行動の仕方があ
ることを再確認させ
る
〈活動〉
初心者を指導するこ
とにより、自身の技
能向上に役立つこと
を理解させる

〈技能〉
初心者への打たせ方
（間合・隙の与え方・
足さばき（体さば
き））の重要性を理
解させる
〈活動〉
段審査を意識して練
習に取り組む意欲を
喚起させる

〈技能〉
左足の引きつけがな
ぜ大切かを理解させ
る
〈活動〉
初心者に対して、元
立ちの引き立て方を
学ばせる
〈活動〉
得意技の習得に努め
させて自信をもたせ
る

〈技能〉
相手が自分の攻めに
対し何らかの反応や
変化を示した時に初
めて攻めとなること
を理解させる
〈活動〉
試合に向けてチーム
力を意識させ、一人
一人の頑張りとお互
いの意思の疎通が大
切であることを学ば
せる

〈活動〉
対外試合や合宿を取
り入れて普段と違っ
た環境を与える
〈活動〉
指導者と生徒の連帯
感、保護者との連携
を充実させることが
重要であることを理
解させる

〈活動〉
２年生を中心とした
新たな環境の下で練
習に励むよう意欲を
喚起させる
〈活動〉
新チーム作りのため
に部の目標などを改
めて設定させる

〈活動〉
新人戦、段審査を意
識させて意欲ある練
習を行わせる

〈活動〉
部員相互の関係を良
好に保ちながら試合
に向けて一体感を強
めさせる
〈活動〉
試合稽古を通して他
者の試合内容などを
評価し合うことによ
り自己を見つめなお
す機会とさせる

〈活動〉
グループ練習を取り
入れて相互に評価し
合い、弱点の克服と
更なる修錬に努める
意欲を喚起させる

〈理論〉
寒稽古の意義を再確
認させ寒さに耐えて
練習に励む意欲を喚
起する
〈技能〉
生徒個々の技量向上
に努めさせる

〈活動〉
部活動を通して得た
ものを学校生活に活
かすことにより、生
徒の「生きる力」に
つながるように取り
組ませる

〈活動〉
一年間を通しての稽
古を振り返り、反省
を次年度の目標に生
かすように意識させ
る
〈理論〉
上級生としての在り
方を意識させ、他者
との協調・共同の精
神を意識させる
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月間指導計画例　　　　（留意点）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学校行事

１年生 入学式

家庭
訪問

部活動
保護者
会

校外
学習

中間テスト 期末テスト 夏休み 体育祭 中間
テスト

合唱
コン
クール
文化祭
など

期末テスト 冬休み

宿泊学習 学年末テスト

春休み

部活紹介
２年生

宿泊学習 学年末テスト

３年生 修学
旅行

進路
受験

卒業式
面談

剣道行事
中体連総合体育大会（市・郡→地区→県→ブロック・全国） 中体連新人戦（市・郡→地区→県）

段級
審査 夏季合宿 段級審査 稽古

納め
鏡開き
など 寒稽古 昇段

審査

剣
道
未
経
験
者
　
初
心
者

工
夫
事
項

〈理論〉
剣道の歴史や文化、
技能を理解させ、剣
道を通じて学んだこ
とを日常生活で実践
させる
〈活動〉
1〜3年生のグルー
プを作り、経験者か
ら手ほどきを受けさ
せる

〈理論〉
剣道では、相手と正
対し、目を合わせ、
気を合わせるなど剣
道の考え方や行い方
があることを理解さ
せる。
〈活動〉
剣道具の着装の順序
を経験者の指導のも
とで体得させる

〈技能〉
左足の引きつけが遅
かったり、左足が
残ったりしないよう
全員で再確認させる
〈活動〉
送り足の動作を円滑
にさせる（音楽の活
用など）

〈理論〉
目付け、合気など基
本的な行い方を理解
させる
〈活動〉
経験者を元立ちとし
て、しかけ技、応じ
技を身につけさせる

〈技能〉
攻めについて確認さ
せる
遠い間合から一足一
刀の間合に攻め入り
積極的に技をしかけ
させる
〈活動〉
長期休業であるので
平常時の稽古の再確
認と、質、量の高い
内容を取り入れる意
義を理解させる

〈理論〉
試合稽古を見させて
「有効打突」を理解
させる
〈活動〉
学校行事が予定され
ているので、練習時
間などの工夫の必要
性を理解させる
〈技能〉
木刀による剣道基本
技稽古法の稽古を通
して、しかけ技、応
じ技などを再確認さ
せる

〈活動〉
自己評価に加え、相
互評価を行わせる
〈活動〉
級審査を意識して練
習させる

〈活動〉
自分の好きな技、得
意な技は何かを発表
させる
〈活動〉
習得した技が互格稽
古で出せたかどうか
振り返りをさせる
〈活動〉
級審査の要領で練習
させて合格を意識さ
せる

〈理論〉
日本剣道形を行うこ
とにより「理合」を
理解させる
〈技能〉
互格稽古でしかけ技
や応じ技などを工夫
して技を出させる

〈理論〉
寒稽古の目的や心身
を鍛える意義を理解
させる
〈活動〉
段審査を意識して意
欲的に練習に取り組
ませる
〈技能〉
個人練習、申し合わ
せ練習を取り入れ
て、生徒個々の技量
を高めさせる

〈技能〉
剣道について、理解
や習熟が達している
かを確認させる
〈活動〉
互格稽古で得意技が
出せるようにし、簡
易な試合稽古を取り
入れて意欲を喚起す
る

〈活動〉
一年間を通しての稽
古を振り返り、反省
を次年度の目標に生
かすように意識させ
る
〈技能〉
年間の集大成として
部内試合を取り入
れ、さらなる技能の
向上に努めさせる

意
義
・
ね
ら
い

〈活動〉
技能面だけでなく精
神面についても自己
の目標を設定させる
〈活動〉
元立ちや、経験者の
号令に合わせて基本
動作を行うことを覚
えさせる
〈理論〉
礼法や所作など剣道
の伝統的な考え方、
行動の仕方があるこ
とを理解させる

〈理論〉
剣道具着装の順序や
紐の結び方が日本の
文化としてあること
を理解させる
〈活動〉
適切な竹刀さばき、
足さばき（体さばき）
を身につけさせる

〈技能〉
左足の引きつけがな
ぜ大切かを理解さ
せ、基本動作を確実
に身につけさせる
〈活動〉
経験者を元立ちとし
て、しかけ技を練習
させる

〈技能〉
攻め方や間合、打つ
機会を理解させる
〈活動〉
応じ技を理解させ、
お互いにしかけ技、
応じ技の練習を行わ
せる

〈技能〉
相手が自分の攻めに
対し、何らかの反応
や変化を示したとき
に、初めて攻めとな
ることを理解させる
〈活動〉
指導者と生徒の連帯
感、保護者との連携
を充実させることが
重要であることを理
解させる

〈活動〉
しかけ技、応じ技か
ら、自分の好きな
技、得意な技を意識
させる
〈技能〉
木刀による剣道基本
技稽古法を習得させ
る
〈技能〉
相手の竹刀や動作を
意識して「攻防」を
理解させる

〈活動〉
互いに良いところを
認め合い、相手に伝
えることを学ばせる
〈理論〉
稽古の相手を尊重
し、安全に配慮しな
がら稽古することの
大切さを理解させる

〈理論〉
恐怖心を打ち破って
攻め、真の勇気を
持って打ち込むこと
が大切であることを
理解させる
〈技能〉
互格稽古を通じて相
手との攻防を楽し
み、工夫して技を出
すことを理解させる

〈理論〉
技についてのみなら
ず、勇気、努力、惻
隠の情、平常心、感
謝・思いやりといっ
た精神面についても
理解を深めさせる
〈技能〉
互格稽古で習得した
技を出せるように褒
める指導によって自
信をもたせる

〈技能〉
相手の動きに応じ
た、しかけ技や応じ
技を的確に打突でき
るようにさせる
〈技能〉
積極的に技が出せる
ように工夫させる
〈活動〉
段審査合格を目指し
て工夫ある練習に取
り組ませる

〈活動〉
部活動を通して得た
ものを学校生活に活
かすことにより、生
徒の「生きる力」に
つながるような取り
組みをさせる
〈技能〉
互格稽古を通して相
手との攻防の楽しさ
を実感させ意欲的に
取り組ませる

〈技能〉
習得した技を使って
互格稽古、試合がで
きるようにさせる
〈活動〉
技と精神面の両方か
ら成長を確認させる
〈活動〉
自己や仲間の課題に
応じた練習方法を工
夫させる

経
験
者

工
夫
事
項

〈理論〉
剣道を通じて学んだ
ことを日常生活で実
践することの意義を
理解させる
〈活動〉
技能面だけでなく精
神面についても自己
の目標を設定させる
〈活動〉
1〜3年生のグルー
プを作り、初心者の
手ほどきをさせる

〈技能〉
足の引きつけ、中段
の構え方、竹刀の保
持・振り方などの基
本を再確認させる
〈活動〉
試合・審判法を理解
し、お互いに有効打
突の条件を確認し合
い、どのようにすれ
ば一本となる打突が
できるかを話し合わ
せる

〈技能〉
基礎基本の徹底を怠
らないように努めさ
せる
〈活動〉
試合稽古では勝ちの
みに拘らないように
試合内容などにも着
目させる

〈活動〉
互格稽古や試合稽古
を通してお互いに切
磋琢磨することを意
識させる
〈活動〉
褒めて伸ばす指導を
心がけて、試合に対
して自信をもたせる

〈技能〉
個人練習の時間を確
保して、得意技を磨
き、技の習得に努め
させる
〈活動〉
暑さ対策など自ら健
康管理に努めさせ、
他者へも配慮させる

〈活動〉
新人戦を控え、試合
稽古の時間確保（部
内試合、対外試合な
ど）させる
〈活動〉
学校行事が予定され
ているので、練習時
間などの工夫の必要
性を理解させる

〈技能〉
日本剣道形の習得に
努めさせ、理合いを
意識して取り組ませ
る
〈活動〉
新人戦を見据え３年
生に審判を行わせて
アドバイスを受けさ
せる

〈活動〉
新人戦に向けて試合
練習や対外試合を
行ってチーム力の強
化と部員相互の連帯
感を強める
〈技能〉
互格稽古で初心者を
相手に引き出し稽古
の要領を学ばせる
〈技能〉
得意技を磨き、苦手
技の克服に努めさせ
る

〈技能〉
苦手な技の克服と得
意技の更なる習得に
努めさせる
〈活動〉
個人練習や申し合わ
せ練習の時間を確保
して意欲的に取り組
ませる
〈技能〉
得意技を磨き、苦手
技の克服に努めさせ
る

〈理論〉
寒稽古の目的や心身
を鍛える意義を理解
させる
〈活動〉
段審査を意識して意
欲的に練習に取り組
ませる
〈技能〉
個人練習、申し合せ
練習を取り入れて、
生徒個々の技量を高
めさせる

〈活動〉
剣道部員としての誇
りを持たせ、自主
的・自発的な活動を
意識させる
〈活動〉
奉仕活動などにも積
極的に参加させる
〈活動〉
互角稽古を通して相
手との攻防に対して
工夫ある取り組みを
させる

〈活動〉
年度当初に定めた目
標を達成したか振り
返りを行わせる
（自己評価）
〈技能〉
部員全員、切り返し
から互格稽古まで一
斉に取り組ませ、初
心者と経験者を一緒
にしたグループ練習
も取り入れる

意
義
・
ね
ら
い

〈理論〉
剣道の伝統的な考え
方、行動の仕方があ
ることを再確認させ
る
〈活動〉
初心者を指導するこ
とにより、自身の技
能向上に役立つこと
を理解させる

〈技能〉
初心者への打たせ方
（間合・隙の与え方・
足さばき（体さば
き））の重要性を理
解させる
〈活動〉
段審査を意識して練
習に取り組む意欲を
喚起させる

〈技能〉
左足の引きつけがな
ぜ大切かを理解させ
る
〈活動〉
初心者に対して、元
立ちの引き立て方を
学ばせる
〈活動〉
得意技の習得に努め
させて自信をもたせ
る

〈技能〉
相手が自分の攻めに
対し何らかの反応や
変化を示した時に初
めて攻めとなること
を理解させる
〈活動〉
試合に向けてチーム
力を意識させ、一人
一人の頑張りとお互
いの意思の疎通が大
切であることを学ば
せる

〈活動〉
対外試合や合宿を取
り入れて普段と違っ
た環境を与える
〈活動〉
指導者と生徒の連帯
感、保護者との連携
を充実させることが
重要であることを理
解させる

〈活動〉
２年生を中心とした
新たな環境の下で練
習に励むよう意欲を
喚起させる
〈活動〉
新チーム作りのため
に部の目標などを改
めて設定させる

〈活動〉
新人戦、段審査を意
識させて意欲ある練
習を行わせる

〈活動〉
部員相互の関係を良
好に保ちながら試合
に向けて一体感を強
めさせる
〈活動〉
試合稽古を通して他
者の試合内容などを
評価し合うことによ
り自己を見つめなお
す機会とさせる

〈活動〉
グループ練習を取り
入れて相互に評価し
合い、弱点の克服と
更なる修錬に努める
意欲を喚起させる

〈理論〉
寒稽古の意義を再確
認させ寒さに耐えて
練習に励む意欲を喚
起する
〈技能〉
生徒個々の技量向上
に努めさせる

〈活動〉
部活動を通して得た
ものを学校生活に活
かすことにより、生
徒の「生きる力」に
つながるように取り
組ませる

〈活動〉
一年間を通しての稽
古を振り返り、反省
を次年度の目標に生
かすように意識させ
る
〈理論〉
上級生としての在り
方を意識させ、他者
との協調・共同の精
神を意識させる
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剣　　道剣　　道

曜日 時配 月 火 水 木 金 土 日

導　

入　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日

記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日
（
大
会
な
ど
の
場
合
は
、
土
・
日
い
ず
れ
か
を
休
養
日
と
す
る
）

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検

30
剣道への導入・剣道着の着装 剣道への導入・袴の着装 剣道への導入・剣道着と袴の着装 剣道への導入・剣道着と袴の着装

剣道着と袴の着装の確認

40 基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

50 基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

60

70

80

90
見取り稽古

100
見取り稽古 見取り稽古 見取り稽古 見取り稽古

110 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

試　

合　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作
体当たり・残心・鍔ぜり合い

基本動作

40 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による基本技稽古法（剣道具着用）
応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入50

応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入
応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入

60

70
約束稽古

80

90
約束稽古 約束稽古 約束稽古 約束稽古 試合見学

100

110 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

鍛　

錬　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作・約束稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古

40 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く）

50
応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突

60

70
打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古

80

90
互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古

100

110 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

週間活動計画例　　　　（未経験者・初心者）
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Ⅵ章　中学校における運動部活動Ⅵ章　中学校における運動部活動

曜日 時配 月 火 水 木 金 土 日

導　

入　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日

記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日
（
大
会
な
ど
の
場
合
は
、
土
・
日
い
ず
れ
か
を
休
養
日
と
す
る
）

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検 礼法の確認、剣道用具の安全点検

30
剣道への導入・剣道着の着装 剣道への導入・袴の着装 剣道への導入・剣道着と袴の着装 剣道への導入・剣道着と袴の着装

剣道着と袴の着装の確認

40 基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

50 基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

60

70

80

90
見取り稽古

100
見取り稽古 見取り稽古 見取り稽古 見取り稽古

110 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

試　

合　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作
体当たり・残心・鍔ぜり合い

基本動作

40 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による基本技稽古法（剣道具着用）
応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入50

応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入
応用動作
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入

60

70
約束稽古

80

90
約束稽古 約束稽古 約束稽古 約束稽古 試合見学

100

110 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

鍛　

錬　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作・約束稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古

40 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く）

50
応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突

60

70
打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古

80

90
互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古

100

110 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

週間活動計画例　　　　（未経験者・初心者）
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剣　　道剣　　道

週間活動計画例　　　　（経験者）
曜日 時配 月 火 水 木 金 土 日

導　

入　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日

記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日
（
大
会
な
ど
の
場
合
は
、
土
・
日
い
ず
れ
か
を
休
養
日
と
す
る
）

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検
（初心者の支援）

礼法の確認、剣道用具の安全点検
（初心者の支援）

礼法の確認、剣道用具の安全点検
（初心者の支援） 礼法の確認、剣道用具の安全点検（初心者の支援） 礼法の確認、剣道用具の安全点検（初心者の支援）

30 剣道への導入（初心者の指導）
・剣道着の着装

剣道への導入（初心者の指導）
・袴の着装

剣道への導入
・剣道着と袴の着装

剣道への導入
・剣道着と袴の着装

剣道着と袴の着装の確認

40 基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

50 基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

60

70

80

90 約束稽古

100 約束稽古 約束稽古 約束稽古 約束稽古 互格稽古

110 互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

試　

合　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作（初心者の指導）
体当たり・残心・鍔ぜり合い

基本動作（初心者の指導）

40 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による基本技稽古法（剣道具着用）
応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入50

応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入
応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入

60

70

部内試合（相互審判）
80

90 約束稽古

試合稽古（相互審判） 試合稽古（相互審判） 試合稽古（相互審判）100 打ち込み稽古・掛かり稽古

110 互格稽古 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

鍛　

錬　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作・約束稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古

40 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く）

50
応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突

60

70
打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古

80

90
互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古

100

110 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓
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週間活動計画例　　　　（経験者）
曜日 時配 月 火 水 木 金 土 日

導　

入　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日

記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

休　

養　

日
（
大
会
な
ど
の
場
合
は
、
土
・
日
い
ず
れ
か
を
休
養
日
と
す
る
）

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検
（初心者の支援）

礼法の確認、剣道用具の安全点検
（初心者の支援）

礼法の確認、剣道用具の安全点検
（初心者の支援） 礼法の確認、剣道用具の安全点検（初心者の支援） 礼法の確認、剣道用具の安全点検（初心者の支援）

30 剣道への導入（初心者の指導）
・剣道着の着装

剣道への導入（初心者の指導）
・袴の着装

剣道への導入
・剣道着と袴の着装

剣道への導入
・剣道着と袴の着装

剣道着と袴の着装の確認

40 基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

50 基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

基本動作（初心者の指導）
・姿勢
・構え
・構え方と納め方
・足さばき（体さばき）
・素振り
・掛け声（発声）
・残心

60

70

80

90 約束稽古

100 約束稽古 約束稽古 約束稽古 約束稽古 互格稽古

110 互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

試　

合　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作：体当たり・残心・鍔ぜり合い 基本動作（初心者の指導）
体当たり・残心・鍔ぜり合い

基本動作（初心者の指導）

40 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による剣道基本技稽古法 木刀による基本技稽古法（剣道具着用）
応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入50

応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入

応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）

への導入
応用動作（初心者の指導）
・基本動作から応用動作（対人的技能）への導入

60

70

部内試合（相互審判）
80

90 約束稽古

試合稽古（相互審判） 試合稽古（相互審判） 試合稽古（相互審判）100 打ち込み稽古・掛かり稽古

110 互格稽古 週の反省、感想の発表

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓

鍛　

錬　

期

10 週の目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察 記録ノートの確認、目標確認、健康観察

20 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動

礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備
運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動 礼法の確認、剣道用具の安全点検、準備運動

30 基本動作・約束稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古 基本動作・基本稽古

40 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く） 日本剣道形（小太刀を除く）

50
応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突 応用動作（対人的技能）・打突

60

70
打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古 打ち込み稽古

80

90
互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古 互格稽古

100

110 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古 指導稽古

120 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓 整理運動、講話、整理整頓
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用語集
【あ】
■足さばき（体さばき）（あしさばき・たいさばき）
　相手を打突したり、かわしたりするための足の
運び方。歩み足、送り足、開き足、継ぎ足の四つ
がある。これらの足さばきはすべて「すり足」で
行う。

【い】
■一眼二足三胆四力（いちがんにそくさんたんし
りき）
　剣道を修行する上で重要な要素を、その重要度
に応じて示したことば。第一に眼の働き、第二に
足さばき（体さばき）、第三に何事にも動じない
強い気持ち、そして第四に思い切った技およびそ
れを生み出す体力の発揮が重要であるとされてい
る。（「足さばき（体さばき）」「目付け」参照）
■一足一刀の間合（いっそくいっとうのまあい）
　剣道の試合や稽古における相手と自分との間に
できる距離。一歩踏み込めば打て、一歩退けば相
手の打突を外せる距離。剣道における基本的な間
合といわれている。

【え】
■遠山の目付（えんざんのめつけ）
　遠い山を見るときに、１本の木を見ないよう
に、相手と対峙したとき、打ちたい打突部位だけ
を見るのではなく、相手の全体を見ておくことが
大切であるという教え。反対に打突部位を見て打
とうとすると、相手に気づかれてしまう。

【お】
■送り足（おくりあし）
　あらゆる方向に素早く行動する場合や打突の場
合の足さばき（体さばき）。攻防の中で最も多く
使われる足さばき。

【か】
■活人剣（かつじんけん）
　禅の殺人刀（せつにんとう）・活人剣からきた
ことばで、禅僧が修行者を導く際に、活殺自在の
働きを刀剣にたとえて示したもの。このことば

が、剣術の世界でも用いられるようになった。な
かでも、柳

やぎ

生
ゅう

宗
むね

矩
のり

が『兵法家伝言』で「殺人刀（相
手を威すくめて勝つ）」「活人剣（相手を自由に働
かせて勝つ）」を書き示したことにより、剣術用
語としてさらに広まった。また、剣術は本来人に
勝つための技術（殺人刀）であるが、心の使い方
によっては、己を活かし人を活

い

かす剣（活人剣）
となることを説いている。そうした剣の用い方を
広く剣道にも応用し、剣道の究極の目的を示した
ことばとしても用いられる。

【き】
■気剣体の一致・気剣体一致（きけんたいのいっ
ち・きけんたいいっち）
　攻防動作を効果的に行うための大事な要素を表
現したことば。主に打突動作の教えであり、「気」
とは気力のこと、「剣」とは竹刀操作のこと、「体」
とは体さばきと体勢のこと｡ これらがタイミング
よく調和がとれ、一体となって働くことで有効打
突の成立条件となる。
■気攻め（きぜめ）
　心の内から発するエネルギーによって相手を圧
倒すること。動作で攻めるのではなく、「打つぞ」
という強い気勢で攻めること。
■恐懼疑惑（きょうくぎわく）
　驚いたり、懼（恐）れたり、疑ったり、惑（ま
ど）ったりする心の状態をあらわしたことば。相
手と対峙したときに起こる心の動揺、あるいは心
の動揺を抑えきれない状態。
■虚実（きょじつ）
　うそとまこと。精神や気力が未だ充実していな
い状態を虚といい、充実した状態を実という。剣
道において、自らは、気勢が充実し心身に油断や
隙のない実の状態をつくり、相手を如

い

何
か

に虚の状
態にするかが勝ちを得る重要な要素である。
■禁じ技（きんじわざ）※禁止行為
　禁止されている技のことで、足を掛けたり、後
ろから押したりする。また、中学生以下は「突き
技」も禁じ技となっている。その他、いろいろな
ケ－スがあるが、試合で禁じ技の行為があった場
合は反則となる。
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【け】
■稽古（けいこ）
　本来、古

いにしえ

を稽
かんが

えるという意味で、武芸や芸能を
練習すること。このことばは単に繰り返すを意味
するのではなく、芸に対する心構えの大切さを含
んでいる。修行の過程はそのままその人の生き方
につながり新たな自分をつくりあげることとな
り、芸と生き方とを一体化させる重要な要素なの
である。
■剣先（けんせん）
　竹刀の先端部分。その働きは重要で常に相手の
正中線につけ、攻撃にも防御にも即応できるよう
にしておくことが大切である。

【こ】
■交剣知愛（こうけんちあい）
　剣道を通して互いに理解し合い人間的な向上を
はかることを教えたことば。稽古や試合で剣を交
えた相手と、もう一度稽古や試合をしてみたいと
いう気持ちになること。また、そうした気持ちに
なれるように稽古や試合をしなさいという教えを
説いたことば。
■互格稽古（ごかくげいこ）
　力量が五分と五分の者同士の稽古。また、たと
え力に差があっても同等の気持ちになって行う稽
古。地稽古ともいう。

【さ】
■左座右起（さざうき）
　剣道で正座する場合の座り方と立ち方を表した
ことば。座るときには左足を一歩後ろに引き、床
に左膝そして右膝の順につけつま先を伸ばして座
り、立つ時は両膝を床につけたまま腰を上げ、腰
を上げながらつま先を立て、右足を一歩前に出し
ながら続いて左足をそろえて立ち上がることを示
している。
■残心（ざんしん）
　打突した後に油断せず、相手のどんな反撃にも
直ちに対応できるような身構えと気構え。一般的
には、打突後に間合をとって、直ちに中段の構え
となり正対して相手の反撃に備えること。打突後

に適正な間合がとれない場合には、自分の竹刀の
剣先を相手の中心（咽喉部）につけるようにして
反撃に備えること。剣道試合・審判規則および細
則では、残心のあることが有効打突の条件になっ
ている。打突後、相手に対して身構えや気構えが
ない場合は有効打突を取り消されることもある。
打突に際し少しも心を残さず全力で打ち込めば、
気が充実し、自然に相手に対応できる状態がで
き、これも残心といっている。

【し】
■自然体（しぜんたい）
　剣道の構えのもととなる体勢であって、どこに
も無理のない自然で安定感のある姿勢。この姿勢
は、いかなる身体の移動にも、また相手の動きに
対しても敏速でしかも正確に、かつ自由に対処で
きるような姿勢である。
■守、破、離・守破離（しゅはり）
　剣道修行上の段階を示す教え。「守」は指導者
の教えに忠実にしたがって学び、それを確実に身
につける段階。「破」は「守」の段階で学んだこ
とについて工夫を凝らし､ さらに技術を高める段
階。「離」は「守」、「破」といったことを超越して、
技術をさらに深め、独自の新しいものを確立して
いく段階。
■正面（しょうめん）
　物の表側の面。まっすぐ前。一般的には、大会
会長席を中心とした場所。剣道の打突部位である
面部の中央部分。

【そ】
■惻隠の情（そくいんのじょう）
　「惻」は、同情し心を痛める意。「隠」も、深く
心を痛めるの意。
　したがって、人が困っているのを見て、自分の
ことのように心を痛めるような、自他一

いち

如
にょ

【平等・
無差別】の心持ちのこと。
■蹲踞（そんきょ）
　本来は膝を折り曲げた敬礼の一つであるが、剣
道では、やや右足を前にして、つま先立ちで両膝
を左右に開いて折り曲げ、上体を起こして腰を下
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ろした姿勢。試合や稽古の開始時は、気の充実を
はかるとともに相手と気を合わせ、相手との間合
や身構えを決定する準備姿勢としての意味を持っ
ている。また、試合や稽古の終了時は、気の充実
を保ち、威儀を正しく終了する意味を持ってい
る。さらに、日本剣道形を行う際に、仕太刀が太
刀から小太刀に持ち替えるとき、打太刀は蹲

そん

踞
きょ

し
て待機する。また試合中に相手が着装の乱れを直
す時は蹲踞する。

【た】
■帯刀（たいとう）
　刀を帯に差すこと。または、刀を帯に差した状
態。竹刀や木刀を左腰に引きつけた状態。木刀の
場合は鍔に左手の親指をかける。
■打突（だとつ）
　剣道で相手から「一本」をねらう部位は、面、
小手、胴、突きの４つがある。面、小手、胴は竹
刀の打突部で打つのに対し、突きは、面の突垂部
分を竹刀の先で突く技であるため、「打突」と表
現される。ただし、中学生以下について、突きは
高度な技のため「禁じ技」となっている。
■打突部位（だとつぶい）
　正確に打突されたとき一本になる箇所。面部・
小手部・胴部・突部。

【の】
■納刀（のうとう）
　刀身を鞘

さや

に納めること。構えを解き竹刀や木刀
を左腰に納めること。

【ま】
■間合（まあい）
　相手との空間的距離。相手とのへだたり。間合
のとり方は相手との関係により微妙であり、かつ
大事なものである。

【み】
■見取り稽古（みとりげいこ）
　他人の試合や稽古をしっかり見て自分の技能向
上に役立てる稽古のこと。

【め】
■目付け（めつけ）
　目の付けどころ。相手の目を見ながらも身体全
体に意識を配ること。

【ゆ】
■有効打突（ゆうこうだとつ）
　一本となる打突。剣道試合・審判規則上では、
充実した気勢、適正な姿勢をもって、竹刀の打突
部で打突部位を刃筋正しく打突し、残心あるもの
をいう。また、条件を満たせば次の場合も一本に
なる。竹刀を落とした者に直ちに加えた打突、一
方が場外に出ると同時に加えた打突、倒れた者に
直ちに加えた打突、および終了の合図と同時に加
えた打突など。ただし、次の場合は有効打突とし
ない。有効打突が両者同時にあった場合（相打
ち）。被打突者の剣先が相手の上体前面に付いて
いてその気勢、姿勢が充実していると判断された
場合など。
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【監修】
　福本　修二　全日本剣道連盟相談役
　網代　忠宏　全日本剣道連盟会長
　真砂　　威　全日本剣道連盟副会長
　藤原　崇郎　全日本剣道連盟副会長
　伊藤　哲朗　全日本剣道連盟副会長
　中谷　行道　全日本剣道連盟専務理事
　目黒　大作　全日本剣道連盟審議員
　蒔田　　実　全日本剣道連盟普及委員会委員長
　全日本剣道連盟普及委員会学校教育部会

【執筆】
　百鬼　史訓　全日本剣道連盟参与
　水田　重則　全日本剣道連盟参与
　軽米　満世　全日本剣道連盟普及委員会学校教育部会委員長
　山神　眞一　全日本剣道連盟普及委員会学校教育部会委員
　吉田　泰将　全日本剣道連盟普及委員会学校教育部会委員
　有田　祐二　全日本剣道連盟前普及委員会学校教育部会委員
　山田　博子　全日本剣道連盟普及委員会学校教育部会委員
　藤田　弘美　全日本剣道連盟普及委員会委員

【協力執筆】
　大矢　　稔　全日本剣道連盟元指導委員会委員長
　長谷川弘一　全日本剣道連盟元普及委員会委員
　下諸　純孝　全日本剣道連盟前社会体育指導委員会委員
　谷　　勝彦　全日本剣道連盟社会体育指導委員会委員長
　松田　勇人　全日本剣道連盟指導育成委員会指導者育成本部長
　齋藤　　実　全日本剣道連盟医・科学委員会委員
　原　　義克　立教新座中学校・高等学校教諭

【映像出演】
　山神　眞一　範士八段
　吉田　泰将　教士八段
　有田　祐二　教士八段
　軽米　満世　教士七段
　百鬼　史訓　教士八段（立会人）

【映像協力】
　百錬館道場　館長　軽米　良臣

日本武道協議会設立 45周年記念
「少年少女武道指導書」

剣道編
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武 道 憲 章
　武道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術から道
に発展した伝統文化である。
　かつて武道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を
錬る修業道・鍛錬法として洗練され発展してきた。このような武道の特性は今日に継
承され、旺盛な活力と清新な気風の源泉として日本人の人格形成に少なからざる役割
を果たしている。
　いまや武道は、世界各国に普及し、国際的にも強い関心が寄せられている。我々は、
単なる技術の修練や勝敗の結果にのみおぼれず、武道の真髄から逸脱することのない
よう自省するとともに、このような日本の伝統文化を維持・発展させるよう努力しな
ければならない。
　ここに、武道の新たな発展を期し、基本的な指針を掲げて武道憲章とする。

（目　的）
第	一	条　	武道は、武技による心身の鍛錬を通じて人格を磨き、識見を高め、有為の

人物を育成することを目的とする。
（稽　古）
第	二	条　	稽古に当たっては、終始礼法を守り、基本を重視し、技術のみに偏せず、心

技体を一体として修練する。
（試　合）
第	三	条　	試合や形の演武に臨んでは、平素錬磨の武道精神を発揮し、最善を尽くす

とともに、勝っておごらず負けて悔まず、常に節度ある態度を堅持する。
（道　場）
第	四	条　	道場は、心身鍛錬の場であり、規律と礼儀作法を守り、静粛・清潔・安全

を旨とし、厳粛な環境の維持に努める。
（指　導）
第	五	条　	指導に当たっては、常に人格の陶冶に努め、術理の研究・心身の鍛錬に励み、

勝敗や技術の巧拙にとらわれることなく、師表にふさわしい態度を堅持す
る。

（普　及）
第	六	条　	普及に当たっては、伝統的な武道の特性を生かし、国際的視野に立って指

導の充実と研究の促進を図るとともに武道の発展に努める。

　　昭和六十二年四月二十三日制定
日本武道協議会



132132

　　あとがき
刊行総括責任者　𠮷川　英夫

　勝ち負けではなく、少年少女の健全育成を目的に、「安全で、楽しく、充実した武道指導」を目指して、
武道９種目の少年少女指導書を刊行しよう。

　日本武道協議会が令和４年４月に設立 45周年を迎えるのを機に、記念事業として広く少年少女武道指導
者を対象とした「指導書」を刊行することとなったのが、令和元年度当初のことでした。長年現場指導を経
験された学識経験者と、日本武道協議会加盟９団体から実行委員の先生方をご推薦いただき、日本武道館事
務局内に三藤芳生常任理事・事務局長（当時）を中心とした 12名のプロジェクトチームを立ち上げました。
準備委員会での検討を経て、次の三つの目的を定めました。
　１、武道で少年少女を立派に育てる
　２、少年少女武道を活性化し、武道人口の増加を図る
　３、将来の小学校高学年への武道導入の布石とする
　そして、「勝ち負けではなく、健全育成に重点を置いた指導書」「武道経験のない先生にも使える指導書」
「小から中・高・大と継続実施できる指導書」「小学生指導にも中学生指導にも使える教育的な指導書」を編
集方針としました。

　この背景には、少年少女武道人口減少という大きな課題があります。出生数が毎年過去最少を更新してい
るとおり、日本では少子化が確実に進んでいます。一方、指導者の高齢化により町道場、スポーツ少年団な
どは減少傾向にあり、地方では過疎化が進んで小中学校の統廃合によって部活動が成立しないという状況が
起こっていると聞いています。その他にも、習い事やスポーツの選択肢の増加、保護者の意識の変化、学力
偏重、価値観の多様化など、社会と子どもをとりまく環境が昔とくらべて大きく変化しています。
　このような中で、私たちの願いは、「武道で子どもたちが立派に育つこと」です。「武道をやって良かった
と思う少年少女を一人でも増やすこと」です。それには、武道で良い指導が行われることが大事であり、良
き指導者の育成が大切です。町道場やスポーツ少年団などの地域指導者、授業、部活動での教員、外部指導
者など多くの武道指導者が日々、子どもたちの指導にあたっておられます。その指導現場で生かしていただ
きたいと、この事業が企画されました。

　令和２年度からは実行委員会を結成し、各道において実行委員の先生を中心に令和 4年 4月の刊行に向
けた具体的な作業に入りました。同時に、日本武道館発行の月刊「武道」誌上で、連動企画として特集「武
道で少年少女を立派に育てよう」を連載し、各道の現状と課題の確認、活性化策の取り組みを紹介しました。
　途中、令和元年度末頃に発生した新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響を受け、作業を休
止せざるを得ない状況がしばらく続きました。各道においても大会・講習会等の中止や延期など、すべての
活動が止まってしまいました。この時は、刊行に関わる私たち全員にとっても、「自然体」「平常心」の実践
が試されているように感じました。しかし、新型コロナ収束後の作業再開の際は、各実行委員の先生方と日
本武道館プロジェクトメンバーは以前と変わらぬ熱意で粘り強く作業を進め、今般、ようやく刊行の運びと
なりました。この間、デジタル活用が大きく進展したことに伴い、本指導書・映像集をインターネットで広
く公開することとし、ＱＲコードを取り入れ動画がより視聴しやすいように工夫しました。
　日本の未来は、子どもたちの双肩にかかっています。本指導書が全国各地の武道指導現場において活用さ
れ、武道で子どもたちが立派に育つよう願ってやみません。

　終わりに、刊行にご尽力をいただきました学識経験者委員の田中裕之先生、各道実行委員の先生方、武道
編にご執筆いただいた先生方、委員の仲間たち、印刷製本の（株）三友社、映像制作の（株）クエスト、イ
ラスト制作の（株）集賛舎と（有）デザイン春秋会、サイトページ制作・運営の（株）ブレインズ・ネットワー
クの皆様に厚く御礼を申し上げ、本書が少年少女武道の活性化に役立つことを切に願い、後記といたします。
　　令和６年 12月吉日

（公益財団法人日本武道館常任理事・事務局長　日本武道協議会常任理事）
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